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工学部の教背理念固目標

山形大学工学部では，

「自ら新分野を開拓する能力を青てる大学j

を教育・研究の基本理念としている。

これに基づき，工学部の学部教育について，次の教育理念を掲げる。

「広い視野に立った健全な価値観と，深い専門知識を持ち，人の幸せに貰献できる実践的な

工学技術者を目指す人材を育成するJ

上記の教育理念を達成するため，次の能力や意識を育成することを学習・教育目標とする。

A. 工学の基礎能力

B.計画的遂行力とグループ活動能力

c.創造力，自主的行動力および、コミュニケーション能力

D. 技術者倫理・国際性を兼ね備えたリーダーシップ

E. 自発的・継続的学習能力

F.職業観

各学習・教育目標の内容は以下の通りである。

A. 工学の基礎能力：

工学の基礎としての数学，物理学，情報処理の基礎知識を身に付け，それらを応用でき

る能力を養う。

日，計画的遂行力とグループ活動能力：

実験・演習を通じて，与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力を身に

つける。また，これらを通じて友人と切瑳琢磨しあうことによって，グループ活動能力，

協調性，行動力，判断力，指導力を養う。

C. 創造力，自主的行動力およびコミュニケーション能力・

卒業研究や実験・演習における実践的勉学を通じて，創造力，構想・着想、力，問題発見

・解決能力を身につける。さらに， 日本語による論理的な思考力・記述力，発表・討議能

力，国際的に通用するコミュニケーション基礎力を身につけ，自主的かっ計画的に行動で

きる能力を養う。

D. 技術者倫理・国際性を兼ね備えたリーダーシップ・

山形という恵まれた自然環境のもとで健全な価値観に基づいた技術者倫理観を体得し，

外国人教員や国際感覚豊かな教員との触れ合いを通じて外国語に関する教養と国際性を養

い，地球的視点から多面的に物事を捉え先導できるリーダーとしての素養を体得する。

巨．自発的・継続的学習能力：

知識の単なる暗記ではなく，知識の本質を理解しながら自発的に学習し，自ら新分野を

開拓する能力を身につけ，常に進展著しい最先端の分野を取り入れることによって科学技

術の進歩と実社会との関わりを理解する能力を育み，社会および科学技術の変化に対応し

て継続的に学習できる生涯自己学習能力を養う。

F.職業観：

早期から専門領域における自分の関心を見極めることによって目的意識を育み，将来の

職業選択を自主的に行える能力と職業観を身につけ，社会と産業の発展に果敢に取り組む

挑戦的な意欲を養う。



工学部の教育方針

0学位授与の方針（ディプ口マーポリシー）

山形大学工学部は，「自ら新分野を開拓する能力を育てる大学Jを教育研究の基本理念とし，

学部教育では，「広い視野に立った健全な価値観と，深い専門知識を持ち，人の幸せに貢献で

きる実践的な工学技術者を目指す人材を育成する」を教育理念としている。山形大学工学部

は，学部の教育課程が定める授業科目を履修し，基準となる単位数を修得した学生に「学士」

の学位を授与する。これによって，以下の能力・知識・態度が身についていることを保証す

る。

1. 工学の基礎知識を身につけ，それらを応用する能力を身につけている。

2. 課題に対し，論理的な思考により，計画的にグルーフoで、物事を進めて解決を導く能力を

身につけている。

3. 論理的な思考力や記述力，発表と討議の能力，コミュニケーション基礎能力を身につけ

ている。

4.健全な価値観に基づいた技術者としての倫理観を体得し，グローパノレな視点から多面的

に物事を捉え先導できる能力を身につけている。

5. 自ら新分野を開拓しようとする進取の精神をもって，生涯にわたって学習を維持する能

力を身につけている。

6.社会的・職業的に自立する意識，職業選択を自主的に行える能力，及び社会と産業の発

展に果敢に取り組む挑戦的な態度を身につけている。

0教育課程編成網実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

山形大学工学部は，学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を踏まえ，学生が主体的に

学ぶことのできるように，学習の系統性に配慮しながら教育課程を編成し，これに従って教

育する。

1. 工学部の基礎としての数学，物理学，情報処理の基礎知識を身につけ，それらを応用す

る科目を配置する。

2.問題や課題に対して，グループで計画的に解決に導き，まとめる能力を身につけるため，

実験，演習，実践的授業を体系的に配置する。

3.論理的な思考力や記述力，発表と討議の能力と国際的コミュニケーション基礎能力を身

につけるため，卒業研究，実験，演習，外国語の授業を配置する。

4. 技術者倫理に関する講義を配置し，グローパルな視点と様々な社会状況に応じた視点か

ら物事を捉えられるよう配置する。

5. 生涯自己学習能力を養うため，最先端の分野を取り入れ，継続的な学習を促す科目を配

置する。

6. 社会的・職業的に自立する意識と職業選択を自主的に行える能力を育むよう配慮する。



まえがき

この「学生便覧j には，工学部学生諸君が卒業までの間に学

ぶ上で必要な履修要項及び学科カリキュラム並びに学生生活に

必要な事項が掲載されています。

また，本冊子は，山形大学学部規則及び山形大学科目履修規

則に基づき作成しましたが，「学生生活ハンドブックJ等も参照

しながら学習計画を立て，有意義な学生生活を送って下さい。

平成27年度主要学年暦（米沢キャンパス）

入学式 4月6日

前期授業期間 4月 1日～9月30日

定期健康診断 4月中旬・ 5月中旬

定期試験・まとめ期間 7月23日～ 7月31日

補講期間 8月3日～8月6日

夏季休業 8月 7日～ 9月30日

後期授業期間 10月 1日～3月31日

開学記念日 10月15日

冬季休業 12月25日～ 1月10日

定期試験・まとめ期間 2月313～2月12日

補講期間 2月15日～ 2月19日

春 季休業 2月20日～ 3月31日

学位記授与式 3月20日

※学年暦に変更があれば，掲示等で連絡します。
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明治43年3月初日

昭和19年4月1日

昭和24年5月31日

山形大学工学部の沿革略

米沢高等工業学校設置

米沢工業専門学校に改称 （昭26.3. 31廃止）

山形大学設置

本学は，工学部，文理学部，教育学部及び農学部の4学部をもっ新制

大学として発足

工学部に，繊維工学科，応用化学科，機械工学科，電気工学科の4学

科設置

昭和29年4月 1日 工業短期大学部併設 （昭60.10. 1廃止）

昭和33年4月 1日

昭和34年4月1日

昭和36年4月 1日

昭和38年4月 1日

昭和39年4月1日

昭和40年4月 1日

昭和41年4月1日

昭和42年4月 1日

昭和44年4月1日

昭和48年6月2日

昭和58年4月 1日

昭和62年4月1日

昭和62年4月 1日

平成2年4月 1日

工学専攻科設置 （昭39.4. 1廃止）

化学工学科増設

附属繊維製造研究施設設費 （昭51.4. 1附属高分子材料研究施設に

名称変更）

精密工学科増設

電子工学科増設

大学院工学研究科（修士課程）設置

本研究科は，繊維工学専攻，応用化学専攻，機械工学専攻，電気工学

専攻及び化学工学専攻として発足

高分子化学科増設

大学院工学研究科に精密工学専攻増設

共通講座設置

山形大学計算センター設置 （昭62.1. 16廃止）

大学院工学研究科に電子工学専攻増設

大学院工学研究科に高分子化学専攻増設

工業短期大学部専攻科設置 （昭62.4. 1廃止）

！日高等工業学校本館が重要文化財に指定

情報工学科増設工学部に昼夜開講課程（高分子材料工学科，応用化学

科，機械工学科，電気工学科，情報工学科）設置

山形大学情報処理センター米沢分室設置

大学院工学研究科に情報工学専攻増設

物質工学科，機械システム工学科，電子情報工学科の 3大学科及び共

通講塵に学科（高分子材料工学科，高分子化学科，応用化学科，化学

工学科，機械工学科，精密工学科，電気工学科，電子工学科， t情報工

学科の 9学科及び共通講座）を改組

平成5年4月 1日 修士課程（9専攻1共通講座）を博士前期課程（3専攻14大講座）に

改組，併せて博士後期課程（ 2専攻9講座）設置

平成8年4月 1日 大学院工学研究科（博士前期・後期課程）に生体センシング機能工学

専攻（独立専攻）増設

平成11年4月 1日 大学院工学研究科を大学院理工学研究科に名称変更
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平成12年4月1日 物質工学科を機能高分子工学科，物質化学工学科の 2学科，電子情報

工学科を電気電子工学科，情報科学科，応用生命システム工学科の 3

学科に学科を改組

平成16年4月1日 大学院理工学研究科博士前期課程物質工学専攻を機能高分子工学専攻，

物質化学工学専攻の2専攻，電子情報工学専攻を電気電子工学専攻，

情報科学専攻，応用生命システム工学専攻の3専攻に専攻を改組

平成17年4月1日 大学院理工学研究科博士前期課程にものづくり技術経営学専攻増設

平成19年4月 1日 機能高分子工学科の夜間主コース（Bコース）を廃止

大学院理工学研究科博士前期課程に有機デ、パイス工学専攻，博士後期

課程に有機デ、パイス工学専攻，ものづくり技術経営学専攻増設，教員

の所属を工学部から大学院理工学研究科の所属に改組

平成22年4月 113 バイオ化学工学科，システム創成工学科（フレックスコース）を設置

（夜間主コースの改組）

大学院理工学研究科博士前期課程生体センシング機能工学専攻を改組

しバイオ化学工学専攻を設置，博士後期課程の有機デ、バイス工学専攻，

物質生産工学専攻，システム情報工学専攻，生体センシング機能工学

専攻を改組し，有機材料工学専攻，バイオ工学専攻，電子情報工学専攻，

機械システム工学専攻を設置

つ臼



山形大学工学部履修要項（昼間コース）

この要項は，山形大学学部規則及び山形大学科目履修規則の規程に基づき，本学部におけ

る基盤教育科目及び専門教育科目の履修方法，並びにその他の必要な事項を定めたものです。

1 学年と学期

本学の 1年間は， 4月1日に始まって，翌年の3月31日までです。この 1年間を，前期

(4月1日から 9月30日まで）と，後期（10月1日から翌年の 3月31日まで）に分けます。

2. 授業時間

授業は，米沢キャンパスにおいては，次の授業時限により行し1ます。

1・2校時 8 : 50～10 : 20 5・6校時 12: 45～14 : 15 

3・4校時 10:30～12 : 00 7・8校時 14:25～15 : 55 

3. 単位の基準

授業科目の単位数は， 1単位の授業科目を45時開の学修を必要とする内容をもって構成

することを標準とし，授業の方法に応じ，教育効果，授業時間外に必要な学習等を考慮し

て，次の基準により単位数を計算するものとします。

(1）講義及び、演習については， 15時間から30時間の授業をもって 1単位とする。

(2) 実験，実習，製図及び、実技等の授業については， 30時間の授業をもって 1単位とする。

上記の基準によって科目を履修し，成績審査に合格した科目に対して単位を与える。

4. 成績審査

(1) 成績審査は，試験，報告書，論文，平常の成績等により行い，定期試験は毎学期の終

りに行います。その期日は実施の 2週間前に，科目及び日割りは実施の1週間前にそれ

ぞれ公示します。

定期試験の追試験は原則として行いませんが，急病等止むを得ない事情のある場合は，

認めることがあります。追試験の願い出は，所定の用紙を用いて工学部学生サポートセ

ンター教育支援担当で、行ってください。

定期試験のほか，必要に応じて随時試験を行うことがあります。

(2) 成績審査は各科目について， 100点満点とし， 60点以上が合格です。

なお，詳細は5.成績評価制度を参照してください。

5. 成績評価制度について

合格した成績の評定をS, A, B, Cの4段階で行い， GPA  (Grade Point Average) 

を付加します。
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(1）成績評価区分と付加されるGP (Grade Point）について

成績評価は，以下の表に定める区分により行われ，それぞれのGPが付加されます。

評価区分 評定記号と評価記号 付加されるGp 

100～90点 S：特に優れた成績である 4 

89～80点 A ：優れた成績である 3 

79～70点 B ：概ね妥当な成績である 2 

69～60点 C ：合格に必要な最低限度を満たした成績である 1 

59～ 0点 F ：合格には至らない成績である 。
N ：単位認定科目であり， Gp Aの対象としない なし

(2) GP A (Grade Point Average）とは

GP Aは，高等学校の評価平均値のように，学修の成績を総合的に判断するための学

習指標です。 Gp Aの算出方法は，各自が修得したそれぞれの単位数にGPをかけ，そ

の合計GP (GP S : Grade Point Sum）を履修登録した科目（適用除外科目を除く）

の総単位数で割って算出します。

（例） GP  A算出方法

科目名

000000基礎

評定

s 
ムムムムh,h,実験1 F 

く＞＜＞＜＞＜＞＜＞く〉実験2 A 

合計

単位数

2単位

2単位

2単位

6単位

GP  

4 

。
3 

獲得したGp 

2×4ェ 8

2×O=O 

2×3=6 

14点（GPS)

GPA=14点÷6単位＝2.33 （小数点第3位以下切り捨て）

（↑この単位数にはF ：不合格科目の単位数も含みます。）

(3) GP  Aの適用除外科目について

GP  Aは，すべての授業科目を対象とします。

ただし，単位の取得のみで評価を付さない次の科目については除外されます。

①合格か不合格かだけを判定する授業科目

② 編入学または転入学した際の単位認定科目

③本学入学前に修得した単位認定科目（学部規則第36条）

④他大学との単位互換等で修得した科目（学部規則第35条）

(4）履修取り消し

一度履修登録した科目の取り消し手続きを行う期間を設定します。定められた期間内

に履修科目取り消しの手続き（P1 3～ 1 4参照）をせずに履修を放棄した場合は，そ

の科目の成績評価は不合格（F）となります。
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(5）再履修した科目の学習成績

不合格となった科目を再履修した場合は，不合格となった学習成績と新たな学習成績

の両方が成績として記録されます。

（例）再履修した科目の記録

科目名

000000基礎

000000基礎

ムムムムムム実験1

正
問

刑
判

F

－
J
4
4
H
H
 

s 
(2年前期に不合格）

(3年前期に合格）

A 

(6) GP A最低基準値及び修得単位数の最低基準値の設定

本学部では，各学科において， Gp Aの最低基準値L 学期（または学年）ごとの修

得単位数の最低基準値を設定し，指導の参考とします。

6. サポートファイルについて

学生のみなさんに対して責任を持ってサポートするため，個人個人の学習履歴， GPA, 

各種の相談履歴等を「サポートファイノレ」として記録します。次項のアドバイザーは，こ

のサポートファイノレにより，学生個人の状況を把握し，適切な助言を行います。

このサポートファイルは，アドバイザーによる助言等のためのものですので，内容が外

に漏れたり，他の目的のために利用されることは一切ありません。

7. アドバイザー制について

本学では，きめ細かな学習指導を行うため，学生1人1人に対して責任を持って指導す

るアドバイザーが決められています。各アドバイザーについては，学年（学期）の当初に

行われるガイダンスの際に紹介されます。

アドバイザーは，学生の皆さんが，有意義な大学生活を行うための様々な指導を行うとと

もに，良き相談相手でもあります。学習面，生活面に関わらず，心配なことがある時は，ま

ず，各自のアドバイザーを訪ねてみましょう。もし，アドバイザーで解決できない問題があ

る場合には，そのアドバイザーが責任を持って，適切な相談窓口への橋渡しを行し1ます。

また，学年の進行に伴い，担当アド、パイザーが交替する場合があります。その場合には，

各自のサポートファイルとともに新しいアドバイザーに引き継がれ，卒業まで一貫して責

任を持った指導体制が取られています。

8. 学習サポートルームについて

小白川キャンパスでは，学生センターに「学習サポートルーム」が設置されています。

ここでは，決まった日に， 16時20分から17時50分まで，学生AAや職員が待機し，主とし

て学習についての棺談事項に対応しています。必要に応じて，各学部学習サポート教員へ

の相談窓口にもなります。

医学部，工学部及び農学部では， 1年次にアドバイザーが同じキャンパスにいませんの

で，学生AA，職員，学習サポート教員が相談に応じます。各種の相談事項が生じた場合

には，この学習サポートルームを訪ねてください。

開設日，場所等詳細はホームページを参照ください。

http://www. yama田 ta-u.ac. jp/gakumu/yuss/index.html 
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9. 単位の認定

(1) 卒業単位の認定は，工学部教授会が行し、ます。

(2) 教職関連科目の単位認定は，工学部教授会が行います。

10.授業科目

授業科目は，基盤教育科目（導入科目，基幹科目，教養科目，共通科目，展開科目）と

専門教育科目（専門基礎科目，専門科目）に分けられます。

工学部昼間コースの教育課程では，入学後一定の期間小白川キャンパスに在学し，所定

の単位を修めます。小白川キャンパスでは，導入科目，基幹科自，教養科目，共通科目の

ほか，専門教育科目の一部も開講され，所定の単位を修めた後に米沢キャンパスに履修地

を変更し，学修します。

一工学部履修スケジュールー

小白川キャンパス 米沢キャ ンパス

1 年次学生 2年次学生 3年次学生 4年次学生

専 F~ 科 日 ー－ - - －ー』ーーーーーーーーーー－ －骨『四

基盤教育科目
』ーーーーーーーーーー『『四四日 回 目ーーーーーーー

卒 業研究

専門基礎科目
四－ －ーー』ーーーーーーーー－ －『再再－ - －ーー』

11.基盤教育科目

基盤教育科目は，導入科目，基幹科目，教養科目，共通科目及び展開科目からなり，卒

業には，次ページの表に示すとおり，所定の単位数を修得する必要があります。

基盤教育科目に関する最低修得単位数は， 34単位です。基盤教育科目の履修にあたって

は，次の条件を満たすことが必要になります。また， 4年次に卒業研究に着手するための

条件でもありますので，計画的な履修を心掛け，早期に最低修得単位数を満たすことが理

想、です。
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卒業に関する基盤教育科目の最低｛｜多得単位数

科目区分 領域等 卒業に必要な最低修得単位数

導入科目 スタートアップセミナー 2単位

基幹科目 人間を考える 2単位
ーー』ーー回目回目曲目ーー四ーーーーーーーーーーー』ー曲－ - －ー骨 ーーーーーーー曲－ - - －ーーーーーーーーーー』回世田日ーー肝四ーーーーー曲目白骨骨ーーーーーーー・・ー曲目ーーー『ー

共生を考える 2単位

導入科目 アドバンストセミナー 「、

教養科目 文化と社会 22単位以上［注l]
ー－ーーー四回目ーーーーー『ーーーーーーーーー一ーーー自由骨骨ーーー

自然と科学 －〔文化と社会〕の領域から 8単位以上
ーーーーーーー一ー－ー世田ー曲目ー再回目『ーーーーー一一一ーー－ -

応用と学際 －〔自然と科学〕及び〔サイエンス・スキノレ〕
『ーーーーーーーーーーー一ーーー明日目ーーーーーーーーーーーー・ーー

山形に学ぶ の領域から 6単位以上

共通科目 サイエンス・スキノレ
自由四百四ー『ーーーーーーーーーーー司】曲目曲目ーー骨ーーーーーー

健康・スポーツ
ーーーーーーーーーーーーーーーー』ー国回世田ーーーーーーーー一一ー

キャリアデザイン Lノ

コミュニケーション・スキル1 4単位

（英語）

コミュニケーション・スキノレ2

一一一一一 一一一（初修外国語）［注2]

情報リテラシー（情報処

一一一一一一一一一一一一理）［出］

展開科目 学科毎に指定された科目 2単位陣4]

合計 34単位

［注 l] ①物質化学工学科，応用生命システム工学科，情報科学科，電気電子工学科，機械

システム工学科

〔サイエンス・スキル〕の［微分積分学 1 （数学A），微分積分学2 （数学B)]

の各2単位合計4単位を必修とし，［力学の基礎（物理学E）］は履修を推奨する。

②機能高分子工学科

〔サイエンス・スキノレ〕の［微分積分学1 （数学A），微分積分学2 （数学B)]

の各2単位合計4単位を必修とし，［力学の基礎（物理学E）］及び［化学の基礎

（化学）］は履修を推奨する。

③バイオ化学工学科

〔サイエンス・スキノレ〕の［力学の基礎（物理学E）］及び［教養科目］の〔自

然と科学〕領域で開講される（生物科学）（授業テーマは間わなし＼）は履修を推

奨する。

［注2] 修得した単位（し1ずれか1か国語4単位まで）は，専門教育科目の自由科目として

卒業単位に数えることができる。

［注3] 修得した単位は，専門教育科目の自由科目として卒業単位に数えることができる。

［注4] 最低修得単位数を超えて修得した単位は， 2単位までを専門教育科目の自由科目と

して卒業単位に数えることができる。

※自由科目として卒業単位に数えることができる単位は，最大6単位までです。
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基盤教育科目の開講期，開講科目，授業内容等は，「山形大学シラパス」（山形大学シラ

パスホームページ http://campus3.kj. yamagata u.ac. jp／）を参照してください。

基盤教育科目の各区分の履修方法は以下のとおりです。

(1) ［導入科目］

導入科目として前期開講される授業科目は［スタートアップセミナー（ 2単位）］で

す。 1年前期に小白川キャンパスで、開講されます。米沢キャンパスに履修地を移行する

ためには，この科目を必ず修得することが必要です。また，後期に「アド、パンストセミ

ナー（ 2単位）Jが開講されます。

(2) ［基幹科目］

基幹科目は〔人間を考える〕〔共生を考える〕の 2領域から成り，それぞれ1科目 2

単位の計4単位を修得することが必要です。

1年前期に小白川キャンパスで開講されます。米沢キャンパスに履修地を移行するた

めには，どちらの領域とも必ず修得することが必要です。

(3) ［教養科目］

教養科目は〔文化と社会〕〔自然と科学〕〔応用と学際〕〔山形に学ぶ〕の4領域にわ

たって授業が開講されます。

バイオ化学工学科のみ，［自然と科学］では（生物科学）（授業テーマは問わなし、）の

履修を推奨します。履修方法は，次ページの教養科目の履修条件を参照してください。

(4) ［共通科目］

〔サイエンス・スキノレ〕

履修方法は学科により異なりますので注意してください。

①物質化学工学科，応用生命システム工学科，晴報科学科，電気電子工学科，機械シス

テム工学科

［微分積分学1 （数学A)] ［微分積分学2 （数学B)] 2科目 4単位を修得することが

必要です。

また，［力学の基礎（物理学E)] 1科目 2単位を修得することを推奨します。

②機能高分子工学科

［微分積分学1 （数学A)] ［微分積分学2 （数学B)] 2科目 4単位を修得することが

必要です。

また，［力学の基礎（物理学E)] 1科目 2単位及び［化学の基礎（化学）J 1科目 2

単位を修得することを推奨します。

③バイオ化学工学科

［力学の基礎（物理学E)] 2単位を修得することを推奨します。

〔健康・スポーツ〕

健康・スポーツ領域は、（スポーツ実技）（健康・スポーツ科学）（スポーツセミナー）

の3つの授業科目からなります。

〔キャリアデザイン〕

キャリアデザインは，（自己理解）（社会理解）の 2つの授業科目からなります。

1年次に小白川キャンパスで開講され，前・後期ともそれぞれ2単位まで修得すること

ができます。
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教養科目の履修条件

1 . ［教養科目］の〔文化と社会〕から 8単位以上修得すること。

2. ［教養科目］の〔自然と科学〕及び［共通科目｝の〔サイエンス・スキル〕から合計

6単位以上修得すること。

3. 【教養科目】と，【導入科目】の〔アドバンストセミナ一〕，【共通科目】の〔サイエン

ス・スキル〕〔健康開スポーツ〕〔キャリアデザイン〕から，上記 1.及び2. を含めて

22単位以上修得すること。

〔コミュニケーション・スキノレ1 （英語）〕

コミュニケーション・スキノレ1 （英語）の最低修得単位数は4単位です。

ア．英語（［英語（C)], ［英語（R)］）は， 1年次に小白川キャンパスで4単位開

講されます。

イ．［英語（C）］及び［英語（R）］はそれぞれ2単位まで修得できます。なお， 2

年次以上の者は，米沢キャンパスで開講される［英語（C）］または［英語（R)]

を履修することによって補充することができます。

ウ．次に掲げる外部試験のいずれかにおいてカッコ内に示す成績を修めている場合，

その結果を，［英語（C）］，あるいは，［英語（R)] 2単位分として認定します。

(a) T 0 E I C (700点以上）

(b) TOEFL (500点以上）

(c) 英検（準1級以上）

この措罷で認定できる単位数は最大2単位とし，また，認定は，上の成績を修め

た学期の次の学期において修得する単位を対象として行われます。

〔コミュニケーション・スキル2 （初修外国語）〕

コミュニケーション・スキル2 （初｛｜多外国語）は， 1年次に小白J11キャンパスでド

イツ語，フランス語，ロシア語，中国語及び韓国語がそれぞれ4単位開講されます。

修得するといずれか1か国語4単位までを専門教育科目の自由科目として卒業単位

に数えることができます。

〔情報リテラシー（情報処理）〕

情報リテラシー（情報処理）は， 1年次に小白川キャンパスで2単位開講され，｛｜多

得すると 2単位までを専門教育科目の自由科目として卒業単位に数えることができ

ます。

(5) ［展開科目］

展開科巨は米沢キャンパスにおいて 2年次以降に開講され， 2単位以上を修得すること

が必要です。

各学科で開講される展開科目の一覧を以下の表に示します。各学科によって開講学期・

科目名及び履修条件が違うので注意してください。

また，最低修得単位数（ 2単位）を超えて修得した単位は， 2単位までを専門教育科目

の自由科目として卒業単位に数えることができます。
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展開科目

単
必4言E 教

開講 ． 月議
学科名 授業テーマ 位

学期 選択 科
数

の別 目

技術者倫理 1 4学期 。大
機能高分子工学科

スキルアップセミナー 3学期1 。
物質化学工学科 技術者倫理 2 4学期 。

* 
バイオ化学工学科 技術者倫理 2 4学期 。

応用生命システム工学科 専門英語I 2 3学期 。
* 

情報科学科 情報科学演習 2 3学期 。ム

技術者倫理 1 4学期 。下公
電気電子工学科

4学期環境論 1 。大

機械システム工学科 機械技術者倫理 2 4学期 。古ミ

ものづくりの基礎 2 4学期 。
ベンチャーピジネス論 2 4学期 。

学科共通 科学と技術 2 5学期 。
（全学科共通） 異文化コミュニケーション実習A 2 3学期 * 

異文化コミュニケーション実習B 2 3学期 * 
海外研修実習 2 3学期

※履修上の注意

1.他学科開講の科目は受講できません。

2.必修・選択の別について

。は必修

Oは選択必修（機能高分子工学科は自学科開講科目と学科共通展開科目のなかから 2単位以上を修得すること）

女は選択科目で隔年開講

無印は選択科目

3. 教職科目（大企）は教員免許取得に係わる科目です。（当該学科の履修心得を参照）

(6) 最低修得単位数を超えて修得した単位の取り扱い

最低修得単位数を超えて修得した単位については，

ア．〔コミュニケーション・スキル2 （初修外国語）〕 4単位まで（し1ずれか1か国語）

イ．〔情報リテラシー（＇晴報処理）〕 2単位

ウ．［展開科目］の最低修得単位数（2単位）を超えて修得した単位2単位まで

以上ア．～ウ．から，最大6単位までを専門教育科目の自由科目として卒業単位に

数えることができます。

また，留学生が〔コミュニケーション・スキノレ2 （日本語）〕を修得した場合， 4単位

までを専門教育科目の自由科目に振り替え，卒業単位に数えることができます。

なお，専門教育科目の自由科目の履修については，各学科の履修心得を参照してくだ

さし九
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12.専門基礎科目

専門基礎科目は，専門教育科目の一部であり，各学科で定めるカリキュラムに従って開

講します。専門基礎科目は，工学部学生としての基礎知識の修得及び専門科目への橋渡し

となる科目です。そのため，入学後の早い時期から各学科の専門分野に触れ，基礎と応用

の関連を理解することを目的として，その一部は小白川キャンパスで開講されます。これ

らの目的を達成するため，開講科目はできる限り修得してください。

13.進級条件

進級条件は，入学後 1年間小白川キャンパスに在学して以下の最低修得単位数を満たす

ことです。その後，米沢キャンパスに履修地を変更し，専門教育科目等の履修となります。

なお，進級条件を満たさない場合，米沢キャンパスで、の開講科目の履修は認められませ

ん。

進級に関する基盤教育科目の最低修得単位数

科目区分 領域等 進級に必要な最低修得単位数

導入科目 スタートアップセミナー 2単位

基幹科目 人間を考える 2単位
ー四四押『ーーーーーーーーーー“自由再再再ーーーーーーーーー日目白 ー『ーーーーーーー由時四『ーーーーーーー－ -－品目再ーーーーーーーー曲目ーーーーーーーー恒自由『ーーーーーーーーーー

共生を考える 2単位

導入科目 アドバンストセミナー "¥ 12単位以上

教養科目 文化と社会 ・バイオ化学工学科を除く全学科は〔サイエン
ー一ーー・・ーー回目白骨ーーーーーー－ －』司世田世田再ーーーーーーー

自然と科学 ス・スキノレ〕の［微分積分学1 （数学A）］ま
ーー一ーー－ －冊目ーーーーーーーーー・・ーーーー明ー明ーーーーーーーー

応用と学際 たは［微分積分学2 （数学B）］から 2単位以
ーーーーーーーー回日時四ー『ーーーーーーーー司世田目ーーーーーーーー

山形に学ぶ 上を修得すること。

共通科目 サイエンス・スキル
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ー－ーー四時四骨ーーーーー

健鹿・スポーツ
ーーーーーーーー同国 骨骨ー『ーーーーー－ －・ーー－ －再ーーーーーーー

キャリアデザイン ノ

コミュニケーション・スキノレ1（英語） 2単位

専門基礎科目 各学科 1年次開講科目 6単位（各学科が必修科目に指定する単位を含

む。なお，機械システム工学科においては機械

工学基礎 I,II, IIIおよびIVから4単位を修得

すること。）

専門科目 基礎製図 1単位（機械システム工学科のみ）

14. 小白川キャンパス開講科目の補充について

上記の進級条件を満たし米沢キャンパスに履修地を変更した後は，小白川キャンパス開

講科目の履修は認められません。進級後は，米沢キャンパスで開講される科目の中から単

位を修得して，卒業研究着手条件及び卒業要件を満たさなければなりません。詳細は，当

該学科の履修心得やガイダンスに従ってください。



15. 小白川キャンパス最大在学期間

工学部の場合，進級条件が満たせず，小白川キャンパスの在学期間が 3年を超える学生

は，成業の見込みがない者として除籍されます。

16.専門教育科目

専門教育科目は，各学科のカリキュラムのとおりです。

専門教育科目の開講科目，開講期，授業内容は「山形大学シラパス工学部編Jを参照し

てください。（山形大学シラパスホームページ http://campus3.kj.yamagata-u.ac.jp/) 

17.卒業要件

卒業要件は，本学部に4年以上在学（特別な理由がない限り休学期間を除く）し，次の

表に示す卒業に必要な最低修得単位数の条件を満たすことです。専門教育科目の必修科目，

選択必修科目及び選択科目の単位数については，学科ごとに異なるので，所属する学科の

履修心得に注意してください。

学科
機能高分子工学科

物 ノミ 応 情 霞 機

イ
用 械

専修 高 光 信1
質

生
ト〉《占' 

オ 命
報 シ

コース 分 分 イヒ 電
ス

電 化 シ

子 子 1主子主L, ス 科 子 ア

i口>.. 
子

物
主ザ主4ー

ア ム
キオ 工

ム
工

成 性 工 F十L, 

料
工

寸＂＂い与
工

~ 
区分

化 工 工 ず~
ナ= P一子L, 

A十L, 戸一L子4 学 科 科 科 科 科 科

導入科目 スタ］トアップ。セミナ］ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

基 車宇 科 目 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

導入科自 アドバンストセミナ］

教 養 科 自

サイエンス・スキル 22 22 22 22 22 22 22 22 22 

健康・スポーツ

共通科目 キャリアデサマイン

コミュニケ｝ション・
4 4 4 4 4 4 4 4 4 

スキル1（英語）

展 開 キヰ 目 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

必 4参 科 目 28 28 28 18 20 33 44 27 33 

教科門育守

選択必修科目 40 40 40 58 52 18 18 30 26 

選択 科 目 12 12 12 4 8 29 18 23 21 

自 由 科 目 6 6 6 6 6 6 6 6 6 
目

卒 業研 ケ7"'し 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

メ同弘、 言十 130 130 130 130 130 130 130 130 130 
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18. 飛び級について

6学期終了までの成績が特に優秀と認められる者を対象に学部3年次から大学院博士前

期課程に入学できる“飛び級”の制度があります。詳細については，学科ごとにガイダン

スがあります。

※出願資格

出願資格については，募集要項により毎年12月頃に公表されますが，概要は次のとおり

です。

①本学における在学期間が 3年に達すること。

② 第3年次までに，大学の指定した卒業に必要な専門教育科目（必修科目を含む）の単

位数のうち卒業研究，及び4年次に開講している専門科目を除いた科目の単位数を修得

し，それらの科目の成績が上位の評価（評定記号が「S」又は「AJ）を得る見込みで

あること。

③ 専門教育科目を除く科目は，卒業に必要な単位数を修得済みであること。

19.学部・大学院一貫教育制度について

卒業後に，引き続き本学大学院理工学研究科に入学を希望する者で，成績が特に優秀と

認められる 4年次生を対象に，学部在学中に博士前期課程の講義科目を受講することがで

きる「学部・大学院一貫教育制度」があります。

受講した科目の成績は，大学院理工学研究科入学後に判定が行われ，博士前期課程の単

位として認定されます。

受講資格，受講可能科目等の詳細は，各専攻ごとにガイダンスがあります。

20. 小白川キャンパス開講科目の躍修手続き等について

小白川iキャンパスで、は学期の始めに基盤教育科目の履修に関するガイダンスを行し1ます。

また，工学部でも履修に関するガイダンスを行い，受講指定科目及び専門基礎科目の説

明及び履修指導等を行し1ます。

21. 米沢キャンパス開講科目の履修手続き等について

(1) 履修登録期間

履修登録期間は，前期及び後期の授業開始から 2週間とし，掲示等で周知します。

なお，履修登録期間経過後の履修登録は認められません。

前期履修登録期間： 4月10日頃から 2週間

後期履修登録期間： 10月1日頃から 2週間

（曜日等の関係で年度により変更があります。）

(2) 履修登録方法

履修登録は，履修登録期間にWeb入力によって行し、ます。

Web による履修登録方法については， J:l!J途掲示等で周知します。

(3) 登録科目の確認・変更

履修科目登録後の変更は，登録科目確認期間にのみ認めます。掲示の指示に添って

修正又は履修取消しの手続きを行ってください。

q
u
 



(4）集中講義科目の履修登録

各学科で、開講する集中講義についても，（1）から（3）の手続によります。講義日程等に

ついては，決定次第掲示により周知されます。

また，教職関連科目（日本国憲法，職業指導及び教職に関する科目）についても，

(1）から（3）の手続によります。集中講義で実施する場合の講義日程等は，決定次第掲示

で周知します。

(5) 注意事項

①履修登録した科目を受講しない場合は，その科目はF：不合格（0点）と評価さ

れます。履修登録科目の確認と変更には十分に注意してください。

②履修登録に関する指示は，すべて掲示で行うので，掲示には常に注意してくださ

い。掲示を見落としても，特例は認められません。

③他学科開講科目及び再履修科目の履修に当たっては，制約がありますので，履修

届に記載する前に学生便覧で確認のうえ，各学科の指示に基づき，各授業担当教員

及び学年担任教員の許可を得る必要があります。

④ 同一時限に2科目の授業を履修すること（二重履修）は認められません。

⑤履修登録に関する書類は工学部学生サポートセンター教育支援担当で配布します。

22. 米沢キャンパスの定期試験における注意事項

(1) 受験の際，学生証は必ず杭上の見やすいところに置くこと。万一学生証を忘れた場

合は，当該試験の監督教員に申し出てください。

(2）試験中，不正行為があったと認められる者，または監督教員の指示に従わない者は，

退場が命ぜられます。

(3) 不正行為があったと認められたときは停学とし，不正行為を行った科目は不合格（0

点），それ以外の当該学期の履修登録科目はすべて履修取消となります。

23. 休学について

休学に関する学部規則を抜粋します。

（学部規則）

第20条病気その他の理由で2ヵ月以上修学できない場合は，願い出により休学すること

ができる。

第21条病気のため，修学が不適当と認められる者に対しては，学長が休学を命ずること

ができる。

第22条休学期開は， 1か年以内とする。ただし，特別の理由により，引き続き休学する

場合は，改めて願い出なければならない。

2 休学期間は，通算して 3年を超えることはできない。

3 前項の規定にかかわらず，風水害等の災害によって修学が困難と認めた者に対しては，

1年を超えない範囲で学長が休学を許可することができる。ただし，この休学期間につ

いては，前項の休学期間に算入しないものとする。

4 休学期間は，在学期間に算入しない。
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機能高分子工学科教育目標とカリキュうム





機能高分子工学科の教育目標

1.教育理念と目標

高分子材料の持つ多様な機能に基づく技術は，電子・情報産業から，自動車，航空，宇宙

産業，さらに医療・福祉産業に至るまで，広い産業分野において必須な基盤を形成している。

高分子工学の多くの技術は，産業界あるいは社会的要求に応じて発展してきた経緯がある。

わが国の高分子科学の歴史は古く，学術的には大きな成果を納めてきた。今世紀では，高機

能材料・インテリジェント材料の開発，エネルギー・地球環境の保全と新材料の生産の両立，

と言った大きな社会目標が明確に示されている。これらの分野における急速かっ多様な変遷

に対して，確かな基礎学力，幅広い専門知識および高度な専門知識・技術を持った専門技術

者が求められている。また，高いコミュニケーション能力および倫理観をもったエンジニア

が大切であることは言うまでもない。

機能高分子工学科では，高分子科学工学の学問を通して社会が要求する創造性と問題解決

能力を兼ね備え，豊かな人間性に富み，高い技術者倫理観をもっスペシャリストの育成を行

うことを教育の目標に掲げ，明確化された教育目標の下で少人数教育を行うことによって，

自ら新分野を開拓する能力を持った新機能高分子技術者を育成する。

2.機能高分子工学科の教育・研究内容

高分子材料の基本的な機能は，分子個々の基礎構造（分子構造，ナノ構造），分子の集合

体の構造にかかわる高次構造（中間構造，メゾ構造）に依存する。また社会，産業が要求す

る機能を備えた製品を創造するには，このような高分子材料の基本的機能と他の新材料と機

能のシステム化（マクロ工学）が，材料のインテリジェント化，すなわちセンシング，記憶，

判断，動作などの高度の機能を持たせる上において必須の課題で、ある。

このため「機能高分子工学科」では，高分子材料のインテリジェント化を目指して，高分

子の基礎科学から製品レベノレで、の実用化まで、の一貫した教育・研究を通して，確かな専門基

礎学力に立脚した独創的かっ実践的な専門技術者，研究者の育成に重点を置いている。

本履修プログラムは， 4学期までに高分子工学専門の基礎となる「数学J，「物理J，「有機

化学」，「物理化学」，「高分子基礎科学j を体得させ， 5学期以降では以下の3つの専修コー

スに配属させて少人数教育のもとより高度な専門的内容を体得できるようになっている。

各専修コースの教育・研究内容は以下のとおりである。

(1) 高分子合成化学専修コース

材料のインテリジェント化に必要な化学反応の探索，高分子の合成とキャラクタリゼ

ーション，機能特性評価，ならひ、にバイオテクノロジーの基礎に関する教育を行う。

さらに，高分子鎖を構成する最も小さな単位である分子構造に機能の発現が由来する

新機能材料の研究を行う。

(2) 光・電子材料工学専修コース

光・電子機能を中心とした材料のインテリジェント化を実現するために必要な，分子

cu 



設計ならびに高次構造制御と，その機能特性評価技術に関する教育を行う。さらに，

高分子鎖の分子構造および高次構造に由来する光・電子機能を有する新機能材料の研

究を行う。

(3) 高分子物性工学専修コース

材料のインテリジェント化に必要な高分子材料の加工技術とその解析技術に関する

教育を行う。さらに，高分子鎖の集合体が形成する高次構造に機能の発現が由来する

機能材料とそれらを組み合わせた材料の成形加工システムの設計技術の研究を行う。

各専修コースへの配属は4学期の最後に行う。配属にあたっては，担任がガイダンスを行

い，詳細を説明する。はじめに希望を調査するが，希望数と定員が不均衡のときは，成績を

考慮して配属先を決定することがある。

3.研究開発プロポーザ、ノレについて

機能高分子工学科では， 3年の後期（6学期）から各研究室に配属させ，少人数でのゼミ

や実験・研究を通じて，より実践的な技術者の育成を目指す。なお，着手条件として， 3年

前期（ 5学期）までに開講される必修科目をすべて修得し，卒業研究着手条件をほぼ満たし

ていることが望ましい。原則として，卒業研究は同じ研究室で行うことになる。
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機能高分子工学科履修心得

1.科目の履修について

授業科目は，カリキュラム表（機能高分子工学科授業科目及び単位数表）にしたがって

開講される。履修にあたっては，履修心得に留意して学習の計画を立てること。

また，カリキュラム表に示されている授業科目は，種々の事靖により多少変更すること

がある。この場合には，掲示等により周知する。

カリキュラム表中の説明

(1) 「専修コース毎の必修・選択の)31JJの欄

。印：必修科目（修得が義務付けられている科目）

0印：選択必修科目（設定された科目枠から，各自選択の上，一定単位数の修得が義務

付けられている科目）

無印：選択科目（修得が各自の選択にまかされている科目）

＊印：当該専修コースと開講学期の対応関係を示す。

(2) 「単位数」の欄

〔 〕：修得可能な最大単位数

種々の理由により開講単位数に変更が生じる場合がある。

(3) 「教職科目j の欄

マT'j今大印を付した授業科目は，教員免許取得に係わる科目である。マ， Vは免許教

科「理科Jの教科に関する科目（Tは必修），大，女は免許教科「工業」の教科に関す

る科目（大は必修）である。詳細は，各種資格欄の「 I.教育免許状について」を参

照のこと。

2. 専修コースについて

(1）機能高分子工学科には，次の3つの専修コースがある。

－高分子合成化学専修コース

－光・電子材料工学専修コース

．高分子物性工学専修コース

(2) 4学期の最後に各専修コースに配属する。

3. 卒業に要する専門教育科目の最低修得単位について

（卒業に必要な最低修得単位数表〉

正去一一一手？三 両分子合成 光・電子 高分子物性
化学 材料工学 工学

必修科目 28 28 28 

選択必修科目 40 40 40 

専門教育科目 選択科目 12 12 12 

自 由 科 目 6 6 6 

卒業研究 10 10 10 

言十 96 96 96 

①必要単位数（40単位）を超えて修得した選択必修科目の単位は，その単位数を選択科

目の単位とみなすことができる。
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②選択科目の修得単位数には，他専修コース及び他学科開講専門科目の修得単位数が含

まれる。また，必要単位数（12単位）を超えて修得した選択科目の単位は，その単位

数を自由科目の単位とみなすことができる。

③ 自由科目は，選択必修科目および選択科目の専門教育科目で満たすことができる。ま

た，自由科目の修得単位数には，「コミュニケーション・スキル2 （初修外国語） ( 1 

か国語の4単位まで）J ，「情報リテラシー（ 2単位まで）」及び「展開科目（ 2単位の

卒業要件を超過して修得した超過分2単位まで）」を含めることができる。ただし，最

大6単位までとする。

また留学生の場合，「日本語Jを修得し，その単位を「コミュニケーション・スキル

2 （初修外国語）」の単位として振り替えた場合，「コミュニケーション・スキル2

（初修外国語）」分の4単位まで自由科目に振り替え，卒業単位に数えることができる。

4.選択必修科目の修得について

上に示した卒業に必要な最低修得単位数表中，選択必修科目について，以下のように修

得すること。

各自の属する専修コースに開講される選択必修科目の中から，それぞれ規定の単位数

(40単位）以上を修得すること。ただし，小白川キャンパス及び、米沢キャンパス開講の専

門基礎科目から 8単位以上を修得すること。

5.他学科開講授業科目の履修について

他学科に開講されている専門科目は， 8単位まで選択科目として修得することができる。

履修を希望する場合には学年担任教員及び当該授業担当教員の許可を得なければならない。

なお，他学科に開講されている専門基礎科目及び自学科開講科目と同一名の科目は，履

修できないので注意すること。

6. 卒業研究着手条件について

下記の条件を満たした者は， 7学期より卒業研究に着手できる。

( 1 ) 基盤教育科目

導入科目 （スタートアップセミナー） ・……・・・・・…・・・・…・…・… 2単位

基幹科目……H ・H ・－－… …・・・ … ・・ …・………...・H ・－…..4単位

導入科目（アドバンストセミナ~） J教養科目，共通制（サイエンス・スキル1韓農・スポ｝ツ｝キャリアデザイン）

.. 22単位以上

コミュニケーション・スキル1 （英語）…・・・・・……・・…・・……4単位

展開科目…・……・…・・…・・・・・・…・・・…・・・…・・・・・・…・・・・・…・…・・・・・・・ 2単位以上

の合計34単位以上を修得していること。

なお，「教養科目」については，「文化と社会j から 8単位以上，「教養科目」の「自然

と科学j 及び「共通科目」の「サイエンス・スキルJから 6単位以上を修得すること。

「サイエンス・スキノレJの「微分積分学1，微分積分学2J （各2単位）合計4単位は必

修とする。詳細については7ページ参照のこと。

(2）専門教育科目について

(a) 6学期末までに開講される必修科目をすべて修得していること。

(b) (a）の単位数を含めて74単位以上修得していること。ただし， 74単位には自由科目

(6単位）を含めることができる。
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機能高分子工学科授業科目及び単位数表

専門教育科目

開講期及び週時間数 専必修修コース毎の

区 単
－選択の別

1 2 3 4 5 6 7 8 f局 ヲ七 高分
教

位
分

範雫幸

1裁
授 業 科 ロ 名 子 子 科 担当教員

－二ぶミ子4 学 学 ナ- ナ-
戸十主A ~ ナ,_,.,. 

l成口'.'>... 物
目分 数 十生

イて,u「七1会

ヨ二
期 期期 期 期 期 期 期 て会主「4 

j白II 

微積分解法 2 2 。。。 非常勤講師・小島

高分子工学 2 2 。。。f瓦 松 葉
キ
ヤ 高分子物理化学基礎 2 2 。。。T 瀧 本
ン
ノ＼。

高分子有機化学基礎 2 。。。T 前 はlス 2 

費
数学C 2 2 。。。 非常勤講師

物理学基礎 2 2 。。。マ 加藤，非常勤講師

専
数学I 2 2 。。。 非常勤講師

数学H 2 2 。。。 早 回

物理学I 2 2 。。。T 安達，非常勤講師

門 物理学実験 2 4 。。。 加非藤常，安勤達，講小池師， 

高分子有機化学I 2 2 。。。マ 市オミT士ミ

基
高分子有機化学演習 I 2 2 。。。T 万オ本ミ二

高分子物理化学I 2 2 。。。『3 ）｜｜ 口

高分子物理化学演習 I 2 2 。。。T ) I [ 口

礎 キャリア形成論 2 2 。。。
二＇＂le:h、 キ4・

英語A 2 2 。。。 非常勤講師

英語B 2 2 。。。 非常勤講師
科

物理学E 2 2 。。。T 安達，非常勤講師

数学IV 2 2 。。。 大 槻

自 キャリアプランニング 1 * 志 村

特別講義 〔2〕 非常勤講師

物理学基礎〔補習〕（注） 1 (2) (2) 再履修クラス

数学I 〔補習〕（注） 1 (2) (2) 再履修クラス

数学E 〔補習〕（注） 1 (2) (2) 再履修クラス

物理学I 〔補習〕（注） 1 (2) (2) 再履修クラス

言十
41 4 8 

22 7 
〔43〕 (2) (6) 
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開講期及び週時間数 必専修修コ］ス毎の
－選択の別

区 単 教
1 2 3 4 5 6 7 8 高うき 光・ 高うま

｛立
月設

授 業 科 目 名
学学学学学学学学 メ成子仁合ヨ、電 子 科 担当教員

分 数 隼総E善G物性幸 目

期期期期期期期期

高分子合成化学概論 2 2 。。。fr 鳴 海

光・電子材料工学概論 2 2 。。。4ミ 高橋 （辰）

高分子物e性工学概論 2 2 。。。1た 西 岡

高分子有機化学E 2 2 。。。マ 前 山

高分子有機化学演習E 2 2 。＠ 。,, 前 山
専

高分子物理化学E 2 2 。。。v イ左 野

高分子物理化学演習H 2 2 。＠ 。マ イ左 野

機能高分子工学実験 2 4 。。。,, 機担能高当分子教工特員ヰ

高分子合成化学演習 2 2 。 fr 鳴 海

光・電子材料工学演習 2 2 。
* 高橋 （辰）

高分子物’性工学演習 2 2 。
* 西 岡

M 高分子合成化学輪講I 2 2 。
* 機担能高当分子教壬押員ヰ

高分子合成化学実験I 2 4 。
* II 

高分子合成化学実験H 2 4 。
* II 

光・電子材料工学輪講 I 2 2 。
* II 

光・霞子材料工学実験I 2 4 。
* II 

光・電子材料工学実験H 2 4 。
* II 

科
高分子物性工学輪誘I 2 2 。

* II 

高分子物性工学実験I 2 4 。
* II 

高分子物性工学実験E 2 4 。
* II 

高分子熱・統計力学 2 2 。。。1た 松 葉

構造解析・分析法 2 2 。。。
* 

機担能高当分子教工判員"} 

有機量子化学 2 2 。。 すミ 夫

光・電子材料合成化学 2 2 。。
* 城 戸

目
無機化学I 2 2 。 マ 横 はl

有機光・電子物性学 2 2 。
* 中 山

高分子表面科学 2 2 。。マ 熊木 （治）

レオロジー 2 2 。
* 瀧 本

高分子園体力学 2 2 。
* 栗 山 （卓）

ハり
円

L



区 単
開講期及び週時間数 必専修修コ・選｝択スの毎日のlj 

教
12345678  

高ラミr光－ 高ラ'J-職
授 業 科 目 名 イ立

芸成集 ~事i 件易手
科 担当教員

十主主4 寸A主与A ナ－ ナ店主A Pナ主4 Aナ主4 ρイヱAー 戸一主子4 

分 数
目

期期期期期期期期

高分子合成化学I 2 2 。
* 

方オ不之

高分子合成化学II 2 2 。
* ~~ 場

生化学 2 2 。 f足 木 島
E等

分子集合体化学 。
* 夫2 2 

ソフトマテリアル工学 2 2 。。
* 横 はi （大）

高分子計算科学 2 2 。。
* 香 田

高分子成形加工学 2 2 。
* 伊藤 （浩）

高分子材料学 2 2 。
* 杉 本 （昌）

無機化学日 2 2 。。 マ 中 山

高分子合成化学輪講E 2 2 。
* 

機能両分子工学手ヰ
担当教員

光・電子材料工学輪講H 2 2 。
* 

II 

~~ 
高分子物性工学輪講H 。古ミ2 2 II 

先端高分子工学 1 。。。
* 非常勤講師

環境高分子科学 1 。。。
* 非常勤講師

研究開発プロポーザノレ 6 6 。。。 機能向分子工科ヰ
担当教員

知的財産権概論 1 。。。
* 非常勤講師

高分子経済学 1 。。。 非常勤講師

高分子合成化学輪講皿 2 2 。
* 

機能高分子工学科
担当教員

光・電子材料工学輪誘盟 2 2 。
* 

II 

科
高分子物性工学輪講E 2 2 。

* 
II 

高分子合成化学輪講N 2 2 。 * 
II 

光・電子材料工学輪講N 2 2 。
* 

II 

高分子物性工学輪講W 2 2 。
* 

II 

細胞生物学 I（注） 2 2 2 "' 阿 昔日

地学（注） 2 2 2 "' 松 向島

工業概論（注） 2 2 2 * 
機担能高当分子教工学キ員ヰ

学外実習（インターンシップ） （注）3 1 
目

単位互換科目（注）4

卒業研究（注） 5 10 。。。。。 機担能向当分子教工学ヰ員ヰ

計 124 20 62 28 8 6 

l口'.>,. 言十 165 4 8 
22 27 62 28 8 6 

〔167) (2) (6) 

（注） 1 物理学基礎，物理学I，数学I，数学Hを再履修する学生は，再履修クラスを受講することもできる。
再履修クラスで修得した単位についても，卒業研究着手条件や卒業条件の単位として扱われる。

（注） 2 教育職員免許状取得のための科目であり，取得した単位は卒業に必要な修得単位に含まない。

（注） 3 学外実習（インターンシップ）は， 3年次（ 5学期または6学期）の希望者を対象とする。
（注） 4 「単位互換科目j の詳細については，巻末の「単位互換Jを参照のこと。
（注） 5 卒業研究着手条件を満たした者に対して， 7学期及び8学期に開議される。なお，卒業研究の単位を

修得するためには，通算して 1年以上の卒業研究を行うことが必要である。
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物質化学工学科教背目標とカリキュうム





物質化学工学科の教育目標

1. 物質化学工学科の学習・教育目標

Mind (A）人類の幸福に貢献できる技術者の育成

本学の立地環境と伝統で、培ってきた堅実な職業観を持ち，消費者の目線を持った中堅技術

者を育成する。社会に対する技術者としての責任や倫理意識を持たせ，様々な歴史，文化，

価値観，経済について理解することによって自国の利益だけでなく他者，他国の立場で物事

を考え，その文化を受け入れる能力を養う。また，地球環境や今後のエネルギー問題に対し

て化学技術者としてどうあるべきかを常に意識して様々な立場での貢献ができるように育成

する。

(A 1）技術者が社会や環境に及ぼす影響・効果について，様々な立場から考察し，

理解することができる。

(A 2）技術者の仕事として，社会的な意義や責任を自覚し，倫理的に正しい判断を

下すことができる。

Knowledge ( B）工学基礎および専門知識の習得と継続的学習

化学技術者として必要な，基礎的科目や情報技術の知識を学び，化学反応の本質とその応

用への可能性を認識できるように，物理化学系科目および無機化学系，有機化学系ならびに

化学工学系の基盤科目および発展科目等の学習を通して専門知識を習得する。さらにこれら

の知識の習得を通して社会が求めている知識と技術を的確に把握する力を養い，生涯にわた

ってその能力を保つために自発的かっ継続的に学習する能力を養う。

(B 1）化学技術者として必要な自然科学および科学技術に関する基礎知識を習得する。

(B-2）応用化学および化学工学に関する専門知識を習得する。

(B-3）自ら継続的に学習する向上心を身につける。

Ability ( C）データ収集と解析および問題解決能力の育成

技術者として与えられた課題を正確に理解・整理し，それらの解析を体系的に行い，正確

な報告・データ化が出来る能力を育成する。さらに状況を的確に判断し，自ら課題を設定す

ると共に，その解決のための方策を立てて自発的に問題解決が図れる能力を育成する。

(C-1）必要な情報を収集・理解・活用できる能力を身につけるO

(C-2）修得した専門知識や技術を問題解決に応用できる能力を身につけるo

(C-3）与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力を身につける。

Skill ( D）創造力および、コミュニケーション能力の育成

技術者として論理的に思考すると共に，独自性のある新しいものを生み出す能力を育成す

る。また自らの考えを整理して記述し，分かりやすい表現で国際社会に対しでも的確に伝達

できる能力を育成する。

(D-1）科学技術に関する知識・情報を総合して，独創性のある新しいものを生み出す能力を

身につける。

(D-2）基礎的語学力を兼ね備えた論理的記述，口頭発表，討議の能力を身につける。
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それぞれの学習・教育目標を達成するために以下の科目を設けている。

(A）人類の幸福に貢献できる技術者の育成

(A-1）人間を考える（基盤教育）， 共生を考える（基盤教育），文化と社会（基

盤教育），応用と学際（基盤教育），健康・スポーツ（基盤教育），キャ

リアデザイン（基盤教育）

(A-2）技術者倫理，経営工学，品質管理，安全工学，キャリア形成論

( B）工学基礎および専門知識の習得と継続的学習

(B 1）サイエンス・スキノレ（基盤教育），物理学基礎，物理学 I，物理学II'

エレクトロニクス概論，物理学実験，機械システム概論

(B 2) 無機化学基礎，無機化学 I，無機化学E，分析化学，有機化学基礎，

有機化学I，有機化学E，有機化学皿，物理化学基礎，物理化学 I'

物理化学E，物理化学E，反応工学I，化学工学量論，移動現象 I'

無機工業化学，固体材料設計化学，有機工業化学，生化学概論，

有機合成デザイン，化学工学基礎，移動現象E，移動現象皿，

化学工学熱力学，分離プロセス工学，粉粒体工学，反応工学II'

環境計測化学，電気化学，機械的操作

(B-3）自然と科学（基盤教育）

( C）データ収集と解析および問題解決能力の育成

(C-1)情報リテラシー（基盤教育），微積分解法，数学C，数学 I，数学II'

数学E，数学町，情報処理概論，機器分析学I，機器分析学E

(C 2）化学数学，物理化学演習，有機化学演習，無機化学演習，化学工学演習

(C-3）物質化学工学実験 I，物質化学工学実験E，物質化学工学実験ill,

物質化学工学実験W

( D）創造力およびコミュニケーション能力の育成

(D 1）創成化学演習，卒業研究，インターンシッフ。

(D-2）スタートアップセミナー（基盤教育），コミュニケーション・スキノレ1
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物質化学工学科履修心得

1.科目の履修について

授業科目は，カリキュラム表（物質化学工学科授業科目及び単位数表）にしたがって開

講される。履修にあたっては，履修心得に留意して学習の計画を立てること。

また，カリキュラム表に示されている授業科目は，種々の事情により多少変更すること

がある。この場合には，掲示等により周知する。

カリキュラム表中の記号の説明

(1）「必修・選択の別」の欄

。印：必修科目（修得が義務付けられている科目）

0印：選択必修科目（設定された科目枠から，各自選択の上，一定単位数の修得が義務

付けられている科目

無印：選択科目（修得が各自の選択にまかされている科目）

(2）「単位数」の欄

［ ］：修得可能な最大単位数

種々の理由により開講単位数に変更が生じる場合がある。

(3）「教職科目」の欄

マV女大印を付した授業科目は，教員免許取得に係わる科・目である。 V, Tは免許

教科「理科Jの教科に関する科目（Tは必修），大，大は免許教科「工業」の教科に関

する科目（大は必修）である。詳細は，各種資格欄の「1.教員免許状について」を参

照のこと。

2. 卒業に要する専門教育科目の最低修得単位数について

＜卒業に必要な最低修得単位数＞

区 分 必要単位数

必修科 目 18 

選択必修科目 58 

専門教育科目 選択科目 4 

自由科目 6 

卒業研究 10 

計 96 

① 必修科目とは，カリキュラム表でOを付した科ゐ目である。

② 選択必修科目とは，カリキュラム表でOを付した科目である。この科目は，下の＜選

択必修科目の修得について＞の表に示されている必要単位数を満たすように修得しな

くてはならない。必要単位数を超えて修得した選択必修科目の単位は，選択科目の単

位として読みかえられる。

③ 選択科目とは，カリキュラム表でOやOが付されていない科目，および，必要単位数

を超えて修得した選択必修科目である。また， 4. に記すように，他学科で開講され

ている専門科目も 4単位まで選択科目として修得することができる。必要単位数を超

えて修得した選択科目の単位は，自由科目の単位として読みかえられる。

④ 自由科目とは，必要単位数を超えて修得した選択科目であるが，基盤教育科目の「コ

ミュニケーション・スキノレ2 （初修外国語）J （し、ずれか1か国語4単位まで），「情報

tu 
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リテラシー」（ 2単イ立），及び展開科目（ 2単位の卒業要件を超過して修得した超過分

2単位まで）を含めることができる。ただし，最大6単位までとする。

また，留学生が「日本語」を修得し，その単位を「コミュニケーション・スキノレ2

（初修外国語）Jの単位として読みかえた場合，「コミュニケーション・スキル2 （初

修外国語）」 4単位まで自由科目に読みかえ，卒業単位に数えることができる。

3.選択必修科目の修得について

f卒業に必要な最低修得単位数」の表に示した選択必修科医については，以下の科目枠

の中から，次の表に示すように58単位以上を修得すること。

＜選択必修科目の修得について＞

科目 区分 必要単位数

英語系科 目 2 

数物系科 目 8 

有機化学系科目 6 

無機化学系科巨 6 

専門教育科目 物理化学系科目 6 

化学工学系科目 6 

総合系科 目 4 

発 展 科 目 16 

演 習 科 目 4 

計 58 

※ 英語系科目とは，英語A，英語Bの2科目である。

※ 数物系科目とは，微積分解法，数学C，数学 I，化学数学，物理学基礎，物理学 I' 

エレクトロニクス概論，物理学実験の8科目である。

※ 有機化学系科目とは，有機化学基礎，有機化学I，有機化学E，有機化学皿の4科目

である。

※ 無機化学系科目とは，無機化学基礎，無機化学I，無機化学E，分析化学の4科目で

ある。

※ 物理化学系科目とは，物理化学基礎，物理化学 I，物理化学H，物理化学園の4科目

である。

※ 化学工学系科目とは，化学工学基礎，反応工学 I，化学工学量論，移動現象 Iの4科

目である。

※ 総合系科目とは，安全工学，品質管理，経営工学，情報処理概論の4科目である。

※ 発展科目とは，有機工業化学，機器分析学I，機器分析学E，生化学概論，有機合成

化学，無機工業化学，回体材料設計化学，分離プロセス工学，粉粒体工学，反応工学

H，化学工学熱力学，移動現象E，移動現象E，環境計測化学，電気化学，機械的操

｛乍の16科目である。

※ 演習科目とは，有機化学演習，無機化学演習，物理化学演習，化学工学演習の4科目

である。
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4.他学科開講科目の履修について

他学科に開講されている専門教育科目は， 4単位まで選択科目として修得することがで

きる。履修を希望する場合には，学年担任教員及び当該授業担当教員の許可を得なければ

ならない。

ただし，この科目の修得単位は卒業単位には数えるが，下記の卒業研究着手に必要とす

る単位には数えない。

なお，他学科に開講されている専門基礎科目及び自学科開講科目と同一名の科目は，履修

できないので，注意すること。

5.卒業研究着手条件について

下記の条件を満たしたものは， 7学期より卒業研究に着手できる。

(1）基盤教育科目

導入科目（スタートアップセミナー）・…・・・・…－－－－－－－－…............・ H ・.......2単位

基幹科目・・・・・・・・…・・・・・・・H ・H ・－－－－．．．．．．．．．．・・・・・・…．．．．．．．．．．．－－－－…・・．．．．．．．．．．・……4単位

導入科目（アド、バンストセミナ］），教養科目，共通科目（サイエンス・スキル1健廉・スポ］ツ，キャリアデザイン）

.. 22単位以上

コミュニケーション・スキル1 （英語）…・・・・………...・H ・…・・……・…....4単位

展開科目・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・…………－－－－－－…．．．．．．．．．．・・・・・・・・……・…・－－…2単位以上

の合計34単位以上を修得していること。

なお，「教養科目Jについては，「文化と杜会j から 8単位以上，「教養科目Jの「自

然と科学」及び「共通科目」の「サイエンス・スキノレjから 6単位以上を修得すること。

「サイエンス・スキノレJの「微分積分学1，微分積分学2J （各2単位）合計4単位は

必修とする。詳細については7ページ参照のこと。

(2）情報処理系科目について

共通科目の「情報リテラシーJ( 2単位），専門基礎科目の「情報処理概論」（ 2単位）

から 2単位以上修得していること。

(3）専門教育科目について

(a) 6学期末までに開講される必修科目をすべて修得していること。

(b) 「3.選択必修科目の履修について」の表に示す選択必修科目の必要単位数58単位

以上を修得していること。このとき，表に示したそれぞれの科目枠の必要単位数を

超えて修得した単位は，その中に含めないので注意すること。

(c) (a), (b）の修得単位数を含めて82単位以上修得していること。（ただし， 82単位

には自由科目として卒業単位に数えられる「コミュニケーション・スキル2 （初修

外国語）」（し1ずれか1か国語4単位まで）， 「情報リテラシー」（ 2単位），及び展

開科目（2単位の卒業要件を超過して修得した超過分2単位まで）を，計6単位まで

含めることができる）。
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物質化学工学科授業科目及び単位数表
専門教育科自

単
開講期及び週時間数 教

区分 授業科目名 位
1 2 3 4 5 6 7 8 月設

担当教員
ρザ'4ー 戸十比 且十L, ~与ら 戸十江． 且寸Aー 去Jf.手 兵寸三l二与. 科

回、須＠，

科目区分 選択必修

数 期 期 期 期 期 期 期 期 目 0の別

微積分解法 2 2 非常勤講師・小島 数物 。
白 物理化学基礎 2 2 * 木 俣 物理化学 。
) 11 数学C 2 2 非常勤講師
地

数物 。
物理学基礎 2 2 加藤・非常勤講師 数物 。

語
無機化学基礎 2 2 T 弟患 沼

有機化学基礎 2 2 T イず 藤（和）

無機 。
有機 。

化学工学基礎 2 2 * 
EノE、ヱ 戸 化学工学 。

数学 I 2 2 非常勤講師 数物 。
数学E 2 2 早 回

専
物理学 I 2 2 T 安達，非常勤講師

エレクトロニクス概論 2 2 * 電気電子工学科担当
数物 。
数物 。

~~ 情報処理概論 2 ：乙 大 立花・伊藤（智） （注） I 。
物理学実験 2 4 }Jn if事・安達・小池

基 米 非常勤講師

英語A 2 2 非常勤講師

数物 。
英語 。

礎
沢

キャリア形成論 2 2 τd lとL、 キT
地 数学E 2 2 数物学教員

科
数学N 2 2 大 槻区

目 開 物理学E 2 2 T 安達・非常勤講師

英語B 2 2 非常勤講師
5存

キャリアプランニング、 1 
三JI七"' 村

英語 。
科 機械システム概論 2 2 * 機械システム工学手J担当教員
目 特別講義 [2] 非常勤講師

物理学基礎〔補習〕（注） 2 (2) (2) 再履修クラス

数学 I 〔補習〕（注） 2 (2) (2) 再履修クラス

数学E 〔補習〕（注） 2 (2) (2) 再履修クラス

物理学 I 〔補習〕（注） 2 (2) (2) 再履修クラス

言十
41 

6 8 
18 9 

[43) (2) (6) 2 

化学数学 2 2 * 小竹・樋口 数物 。
物理化学 I 2 2 マ 木 俣 物理化学 。
無機化学 I 2 2 ¥J 弟島 沼 無機 。
分析化学 2 2 マ 1、主主主 藤 無機 。
化学工学量論 2 2 * 松 回 化学工学 。

専 移動現象 I 2 2 * p~ 叶 化学工学 。
基 安全工学 2 2 * 桑 名

p~ 
盤 有機化学 I 2 2 マ 増 原

総合 。
有機 。

科
科 物理化学E 2 2 マ 野々 村（バイオ） ・神戸

目 無機化学E 2 2 マ ) 11 井

物J1l!化学 。
無機 。

目 有機化学E 2 2 マ 片 桐 有機 。
反応工学 I 2 2 * 桑 名 化学工学 。
物理化学E 2 2 マ 神 戸 物理化学 。
有機化学E 2 2 マ 落 i口"- 有機 。
品質管理 2 2 * 科 j耶~f,A口 。
経営工学 2 2 * 野 長 i頼 総合 。

28 -



単
開講期及び適時間数 教

区 分 授業科 目 名 位 1 2 3 4 5 6 7 8 職
担 当 教 員

学 寸旦Aニa
十-

寸旦，＿与 $ 兵ザ主lー与 且ナム
ナ-

科

必須＠，

科目的｜選町、修

数 期 期 期 期 期 期 期 期 自 0の目IJ

生化学概論 2 2 * 木 島（バイオ） 。
移動現象H 2 2 * 門 日十 。
電気化学 2 2 * 吉岡・仁科・立花 。
無機工業化学 2 2 マ 立 花 。
反応工学E 2 2 * 舎 回 。

発
移動現象E 2 2 * 

p」，A、:! 戸 。
粉粒体工学 2 2 * 木 ｛芙 。

展
有機合成化学 木 島（バイオ）2 2 マ
環境計測化学 2 2 マ 遠 藤

科
有機工業化学 1年 波多野（バイオ）2 2 。
機器分析学I 2 2 * 落 1口"' 

。
目

機器分析学H
専

2 2 マ 伊 藤 （智） 。
固体材料設計化学 2 2 マ 松 H烏 。

r~ 化学工学熱力学 2 2 1た p～ ／~、－、－ 戸 。
分離フ。ロセス工学 2 2 * 松 同

科
。

機械的操作 2 2 * 竹 。
目 演 物理化学演習 2 2 * 木俣・神戸・野々村（ハイオ） 。

習 有機化学演習 2 2 マ 伊 藤 （和）

科 無機化学、演習 2 2 マ 物質化学工学科担当教員
自

演習ι
化学工学演習 2 2 * 門 nt・ ・宍戸・桑名 。
創成化学演習 2 2 樋 口 。
物質化学工学実験I 2 4 'ff 物質｛昨；主判担当教員 。

必 物質化学工学実験E 2 4 'ff 物質化学工学科担当教員 。
修 物質化学工学実験回 2 4 1た 物質化学工学科担当教員

科 物質化学工学実験W 2 4 * 物質化学工学年J担当教員
必修ト3

目 化学英語I 2 2 * 
τ口と 回 。

化学英語E 2 2 イX 物質化学工特嗣当教員 。
輪講（注） 3 4 2 2 'ff 物質化学工判担当教員 ＠ 

地学 I 2 2 'ff 吉田 鵜沼

細胞生物学I ト（注） 4 2 2 'ff 阿 部（バイオ）

工業概論 j 2 2 * 仁科・立花

物協習（インターンシツプ）（注） 5 1 

単位互換科目（注） 6 

卒業研究（波） 3 10 物質僻工判担当教員 必修 1 @ 

計会 103 18 20 30 28 2 2 

l口"- 計
144 

8 
36 29 

32 28 2 2 
(1相〕

6 (2) (6) 

（注） 1 卒業研究着手条件参照のこと。
（注） 2 物県学基礎，物理学I，数学I，数学Hを再履修する学生は， fl}履修クラスを受講することもできる。再履修クラスで修得した単位につ

いても，卒業研究着手条件や卒業条件の単位として扱われる。
（注） 3 卒業研究着手条件を満たした者に対して， 7学期及びB学期に開講される。なお，卒業研究の単位を修得するためには，通算して1年以

上の卒業研究を行うことが必要である。
（注） 4 教育職員免許状取得のための科白であり，取得した単位は卒業に必要な修得単位に含まないロ
（注） 5 学外実習（インターンシップ）は， 3年次（5学期または6学期）の希望者を対象とする。
（注） 6 「単位互換科目jの詳細lについては，巻末の「単位互換Iを参照のこと。
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物質化学工学科における履修の流れ

1年 2年 3年

1学期 2学期 3学期 4学期 5学期 6学期
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山形キャンパス用
（進級条件確認表）

この表は， 1年次終了時に米沢キャンパスで、の履修が可能か確認するための表である。また，次のページ
には3年次終了時に卒業研究着手が可能かを確認するための表もある。各学期ごとに単位修得確認粟を受
け取ったら，適宜コピーして記入し，自身の単位修得状況を確認すること。
なお，止むを得ない事情により学年進行途中で開講科目等に変更があると，以下の表が修正される場合

がある。その際にはアドバイザ一教員から修正版を受け取ること。

基盤教育科目
区 分 進級条件 科目名等 取得単位数 不足分

導入科目 2 ロスタートアップセミナー＠

2 人間を考える（）

基幹科目

2 共生を考える（）

文化と社会（），自然と科学（），応用と学際（），山形に学ぶ
10 （），健康・スポーツ（ ），キャリアデザイン（），導入科目のア

教養科目・共通科目付 1) ドパンストセミナー（）

2 
サイエンススキル（微分積分学 Ic，微積分学II＠）から2単
位

コミユーケーション・スキル1( * 2) 2 口英語C，口英語C，口英語R，口英語R

合計 20 （口・取得したらレ印，c：必修，（）内に取得単位数を記す）

( * 1）教養科目・共通科目の卒業要件は22単位以上であり，「文化と社会J領域から8単位以上，「自然と科学Jおよび「サイエンススキルJの領域から

6単位以上である。ただし「サイエンススキルJの微分積分学 IおよびEは必修であり，力学の基礎の履修を推奨する。

(* 2）コミュニケーション・スキル1の卒業要件は4単位である。

一円一一 合計

進級条件｜ 科目名

｜ロ微積分解法，口数学c，口物理学基礎，口有機化学基礎，
口無機化学基礎，口物理化学基礎，ロ化学工学基礎

6 I （口，取得したらレ印）

取得単位数 過不足

なお，上記の専門基礎科目で修得した単位は，次ページのf専門教育科目」・選択必修科目の中の科目名に対応してカウントされる。

この表は米沢キャンパスでの履修が可能かを確認するための表である。
卒業要件はこの学生便覧の「山形大学工学部履修要項（中間コース）J中のr11 基盤教育科目Jを精読すること。
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米沢キャンパス用
（卒業研究着手条件確認表）

（※1) 
d，、・ e・

区分 着手要件 科目名等 取得単位数 過不足

導入科目 2 ロス告ー卜アップセミナー。

基幹科目 4 人間を考える（），共生を考える（）

文化と社会（8単位以上）（），自然と科学（），応用と学際（），
山形に学ぶ（ ），サイエンススキル（微分積分学 I＠，微積

教養科目・共通科目 22 分学II@)( ），健康・スポーツ（），キャリアデザイン（），導
入科目のアドバンストセミナー（）（ただし『自然と化学J領域
およびfサイエンススキルJ領域から6単位以上修得のこと）

コミュニケーション Eスキル1 4 口英語C，口英語G，口英語R，口英語R

展開科目出2) 2 
口技術者倫理。，ものづくりの基礎（），ベンチャービジネス
論（），科学と技術（）

合計 34 （口取得したらレ~P. ＠：必修，（）内に取得単位数を記す）

（※1)コミュニケーション・スキル2および情報リテラシーは専門教育科目の自由科目の欄に記載箇所がある。

（※2）卒業要件を超えて修得した単位は， 2単位までを専門教育科目の自由科巨として卒業単伎に数えることができる。

情報処理系科目
区分 着手要件｜ 科目名等 取得単位数j 過不足

情報処理系科目 ｜共通科目の情報リテラシー（2単位），
選択必修科罰の情報処理概論（2単位）から2単位以上

専門教育科目
区分 必要単位数 科目名 取得単位数 過不足

選択必修 英語系科目 2 口英語A，口英語B

数物系科目 8 
口微積分解j去，口数学C，口数学 I，口化学数学，口物理学
基礎，口物理学 I，ロエレクトロニクス概論，ロ物理学実験

有機化学系科巨 6 
口有機化学基礎，口有機化学 I，口有機化学E，ロ有機化
学盟

無機化学系科医 6 
口無機化学慕礎，口無機化学 I，ロ無機化学H，日分析化
学

物理化学系科B 6 
口物理化学基礎，口物理化学 I，ロ物混化学E，口物理化
学直

化学工学系科目 6 
口化学工学基礎，口反応ヱ学 I，ロ化学工学董論，口移動
現象 I

総合系科目 4 口安全工学，口品質管理，日経営工学，口情報処理概論

ロ有機工業化学，口機器分析学I，口機器分析学II，ロ生化学
概論，ロ有機合成化学f 口無機工業化学，口園休材料設計

発展科目 16 化学，口分離プロセス工学，ロ粉粒体工学，ロ反応工学H，ロ
化学工学熱力学，口移動現象II，口移動現象Ill，口環境計測
化学，ロ電気化学，ロ機械的操作

演習科目 4 
ロ有機化学演習，口無機化学演習，口物理化学演習，口化
学工学演習

小計① 58 （着手要件から超過した分は選択科目欄へ記載すること）

口語lj成化学演習。’口物質化学工学実験 I＠，ロ物質化学
必修科目 3年生まで 14 工学実験II＠，口物質化学工学実験III＠，口物質化学工学

実験IV＠，口化学英語 I＠，口化学英語II@

＜専門教育科目＞
選択必修（小計①）の過剰分（ ）単位

選択科目 3年生まで 4 
その他の専門科目（ ）単位

く他学科院議科目＞
他学科開講の専門教育科呂（ ）単位（最大4単位）

4単位を超える分は自由科目の欄に記載すること

＜専門教育科目＞
選択科目（上の欄）の過剰分（ ）単位

＜基盤教育科目＞（以下に示す中から最大6単位まで）

自由科目 3年生まで 6 
コミュニケーション・スキル2（ドイツ諾，フランス語，
ロシア語，中居諸，韓屈諾）（ ）単位（1科目4単位まで）
情報リテラシー（情報処理）（ ）単位（2単位）
展開科目の過剰分（ ）単位（最大2単位）

6単位を超える分は超過分の欄に記載すること

自由科医超過分（ 単位）
科目名：

超過分

小計② 24 

卒業研究着手条件 合計 82 
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バイオ化学工学科教音目標とカリキュうム





バイオ化学工学科の教育理念と教育目標

1.背景と教育理念

化学を基盤とする生命科学の研究は飛躍的な進歩を遂げ，その成果はたんぱく質工学，遺

伝子工学，細抱工学といった新しい工学の研究分野を生み出してきた。この研究分野はバイ

オ工学と呼ばれ，多くの産業分野に応用されると共に，現在，人類が直面するエネルギー，

食糧，環境，医療などの問題を解決する切り札として，強い社会的要求に応える分野である。

本学科は，化学と生物を融合させたバイオ化学工学分野の教育・研究を行う。本学科の教

育目標は，化学の広い教養と生物一化学分野での幅広い専門知識を備えた人材を育成するこ

とである。これを達成するためのカリキュラムとして，教養科目，専門基礎科目，専門科目，

演習，実験，卒業研究を重視し，教育内容に一貫性と連続性を持たせている。とくに，専門

科目において，化学と生物の学際的研究分野の授業を充実させることで教育内容の一貫性が

保たれ，さらに，異分野融合研究の重要性を学ぶことができる。これにより，知識のみを習

得するのではなく，学問の基礎をベースに様々な具体的な事象に対応し応用できる能力の養

成が可能となる。

本学科では，専門基礎教育として工学の基礎となる数学，物理学，情報処理，安全工学，

技術者倫理，語学を学ぶ。その後，バイオ化学工学科としての基盤科目である生物科学，生

化学，有機化学，物理化学，化学工学，無機化学，分析化学を十分習得しながら，生物一化

学分野にまたがるl幅広い専門教育を受ける。これらの専門教育をベースに，生体機能の利用，

あるいは複雑な生命現象の解明を卒業研究において行い，さまざまな産業分野で活躍するこ

とのできる研究者・技術者を目指す。

2.教育目標

時代とともに変化する社会の要請や新たな学際領域にチャレンジする好奇心あふれる研究

者および技術者を育成するために，本学科の教育目標を以下の通りに定める。

A）工学基礎知識の習得

工学の基礎となる数学，物理学，情報処理及び工学技術に関する基礎知識を習得し，

バイオ工学の基本となる化学と生物学の基礎を学ぶ。

B）専門知識の習得

専門教育として，無機化学，有機化学，物理化学などを学ぶことで化学の本質を理

解するとともに，化学工学，生化学，生物科学などの専門教育によりバイオ化学工

学技術者としての資質を養成する。

C）問題解決能力の育成

技術者として与えられた課題・要求に対して，基礎及び専門知識を総合して状況を

的確に分析・判断し，解決する能力を育成する。さらに，自ら積極的に社会の要求・

問題を見出し，その解決のための方策を立てて計画的に遂行し，完成させ得る自立

した技術者としてのセンスを身につけさせる。
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D）コミュニケーション能力の育成

卒業研究や実験・演習における実践的講義を通じて，書面や口頭で自分の考えを論

理的に整理・表現でき，さらに国際的に情報交換ができるコミュニケーションの基

礎能力を養う。

E）社会に貢献できる技術者の育成

実践的専門教育を通じて，科学技術が社会・環境・安全性，人間の健藤・福祉にど

の様な影響を及ぼすのか，また，そのような諸問題解決にどの様に貢献ができるか

を理解するとともに，科学技術者としての責任と倫理意識を持った工学技術者を育

成する。

これらの教育目標を達成するために，バイオ化学工学科職員は，学生への教育を惜しまな

い。また，バイオ化学工学科に所属する学生は，本教育目標を達成するために，あらゆる努

力を惜しんではならない。さらに，バイオ化学工学科に所属する学生は，教養あふれる豊か

な人間性を兼ね備えた研究者および技術者となるために，人間性を磨く努力を怠ってはなら

ない。
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バイオ化学工学科履修心得

科目の履修について

バイオ化学工学科を卒業するには，一定の授業科目の単位を修得しなければなりません。

履修すべき授業科目は，大きく「基盤教育科目」と「専門教育科目Jに分かれています。

1. 基盤教育科目

基盤教育科目は，導入科目，基幹科目，教養科目，共通科目，展開科目の 5つの基礎科目

からなります。展開科目以外の基盤教育科目は，主に一年時に小白川地区で修得します。

卒業条件を満たすには，表 1に基づいて最低34単位履修する必要があります。屡箆ζ長R

2エ民ι士会ι武霞乏主主ム長丘三度L怠三鷹笈玄長よよ民本現ヱ土ι履修計画に自信がな

い場合は，担任の先生とよく相談し，留年することのないようにつとめましょう。無理なく

無駄のない履修計画が，あなたの学生生活をより豊かなものにしてくれることでしょう。

表 1.基盤教育科目履修方法

科目群 科目・領域等 卒業に必要な最低修得単位数

導入科目 スタートアップセミナー 2単位

人間を考える 2単位

基幹科目

共生を考える 2単位

文化と社会［！］

自然と科学 ． 〔文化と社会〕の領域から 8単位以上
教養科目 ． 〔自然と科学〕又は〔サイエンス・スキ

応用と学際
ノレ〕の領域から 6単位以上

山形に学ぶ [3] ． 「『力学の基礎（物理学E）』〔サイ
22単位以上 エンス・スキル〕」と「『生物科学（授

サイエンス・スキル 業テーマは問わない）』〔自然と科学〕 J

健康・スポーツ［！］ の履修を推奨する

キャリアデザイン
共通科目

コミュニケーション・スキル 1 （英語） [1] 4単位

情報リテラシー（情報処理） [!], [2] 

コミュニケーション・スキノレ2（初修外国語） [2] 

展開科目［2] 技術者倫理 2単位

[l] 教育職員免許状取得（以降，教職）を予定しているものは， 『日本国憲法（ 2単位） Jl ' 「『健康・スポ

ーツ科学』， 『スポーツ実技』， 『スポーツセミナー』 Jから最低2単位， 『英語（C) ( 2単位）』， 『情

報処理（ 2単位）』を修得すること（教職の詳細は， 「各種資格， P 103～113」の関連項目を参照のこと）。

[2] 「情報リテラシーJ' 「コミュニケーション・スキノレ2 ( 1カ国語4単位まで） J ' 「学科共通展開科目

( p. 10表参照）」の修得単位は宝田塾宣投旦企丘車並旦よLエ旦単位主主卒業単位に数えることができ
る。表3参照。

[3] 導入科目の「アド、パンストセミナーJの単位を加えることができる。

2. 専門教育科目

バイオ化学工学科の専門教育科目は，主に二年時から米沢地匿で， 「バイオ化学工学科授

業科目及び単位数表」にしたがって開講されます。履修にあたっては，履修心得に留意して，

無理なく無駄のない学習の計画を立ててください。また， 「バイオ化学工学科授業科目及び
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単位数表Jに示されている授業科目は，種々の事情により多少変更することがあります。こ

の場合には，掲示等により周知します。

表 2.バイオ化学工学科授業科目及び単位数表中にある記号の説明。必修科目 修得が義務付けられている科目。選択必修科目 設定された科目区分から，各自選択の上，一定単位数の修得が義務付け

られている科目． 推奨科目 修得を推奨する科目

.... 教職における必修科医 教育職員免許状取得の必修科目［l]

マ 教職における選択科目 教育職員免許状取得の選択必修科目［l]

Z与 卒業研究 卒業研究

無印 選択科目 修得が各自の選択にまかされている科目

[1］教育職員免許状取得に関する詳細は， 「各種資格， p 103Jの関連項目を参照すること。

3. 卒業に要する専門教育科目の最低修得単位数

バイオ化学工学科の卒業に必要な最低修得単位数は130単位であり，その内訳は，基盤教育

科目34単位，専門教育科目96単位となっています。基盤教育科目の履修方法は，表 1を参照

してください。専門教育科目の履修方法は，表3に従い単位を修得することが必要です。単

位修得にあたっては，無理なく無駄のない履修計画を立て，余裕を持って授業に臨み，自信

を持って学習に挑んでください。笠ら必接投昆ム濃恕必箆致昆の履修に関してはん賞主主主

と忽最憲史実態宣阪三主投ふ点心ι主翌ι励企乏三主主どん

表 3. 卒業に必要な最低修得単位数（専門教育科目）

「 区 分［l]

i必修科目

専門教育科目 島量
必要単位数

園『

20 

52 [Z] 

8 [3] 

言十

6 [・!] 

10 

96 l5l 一
[l］科目の区分については， 「バイオ化学工学科授業科目及び単位数表Jを参照すること。
[2］卒業に必要な選択必修科目の必要単位数の詳細は表4を参照すること。必要単位数を超えて修得した選択必修科目の単

位は，選択科目の単位に振り替えることができる。
[3］必要単位数を超えて修得した選択科目の単伎は，自由科目の単位に振り替えることができる。また，選択科目の修得単

位数には，他学科開講専門科白の修得単位が含まれる。
[4］自由科目の修得単位数には， 「情報リテラシーJ' 「コミュニケーション・スキノレ2 ( 1カ国語4単位まで） J ' 「共

通展開科目Jの修得単位を6単位まで含めることができる。これらを修得しない場合には，必要単位数を超えて修得し

た専門教育科目の選択科目で満たすことができる。
[5］留学生が， 「日本語Jを修得し，その単位を「コミュニケーション・スキノレ2」の単位として振り替えた場合， 「コミ

ュニケーション・スキル2」を4単位まで自由科目に振り替え，卒業単位に数えることができる。

4. 選択必修科目の修得

「卒業に必要な最低修得単位数（表 3)Jに示した選択必修科目については，以下の科目

枠の中から，表4に示すように科目区分に従って合計52単位以上を修得する必要があります

（科目区分の詳細は， 「バイオ化学工学科授業科自及び単位数表」を参照すること）。金主主

眼金合長裏単位数を一つでム嵐怠ん玄心怠ビム長業班窓ι蓑主芝生三点民支主主支ム

各科目区分の履修は，余裕をもって多めに科目を履修し，取りこぼしのないように，十分注

意して履修してください。

cu 
q
u
 



表4.選択必修科目の修得について［！］

匝 日 区分 I 必要単位数［2] 1 

｜専門基礎科目下j、白川｜開講科目

専門教育科目 化学基礎系科目｜米沢開講科目

6 一

有機化学系科目

8 

14 

10 

生物化学系科目 10 

~ 演習科目 4 

計 52 

[1] 科目区分については， 「バイオ化学工学科授業科目及び単位数表j を参照すること。
[2] 必要単位数を超えて修得した選択必修科目の単位は，選択科目の単位に振り替えることが

できる。

5. 他学科開講科目および他大学との単位互換科目の履修

他学科に開講されている専門科目および他大学との単位互換科目は，原則として4単位ま

で選択科目として修得することができます。履修を希望する場合には，学年担任教員と十分

相談してください。また，当該授業担当教員の許可を得る必要があります。主主Lムj也空裂

瞬間技盟主主ω一時互換型旦縁際閉店単位民主業単位ι暗主主主主1

主記。杢業費窓惹主l;必要主主三単位ι控室主之去主主4企玄ム土全注意」三三、主主どg___なお，

他学科に開請されている専門基礎科目及び自学科開講科目と同一名の科目は，履修できないの

で注意してください。

6. 進級条件

バイオ化学工学科の学生は，入学後，一年間小白川地区にて履修し，表5に示す進級条件

（合計26単位）を満たした後に，米沢地区に履修地を変更し，専門教育科目を履修します。

進級条件を満たさない場合は，退去地区間讃赴旦企履修l主二盟認生長生五主主企ので、，十分注

意してください。

表 5.進級条件

科目 科目領域 進級に必要な最低修得単位数

基盤教 導入科目 「スタートアップセミナー」 2単位

育科目
基幹科目

「人間を考えるJ I科目 2単位

「共生を考える」 1科目 2単位

「文化と社会J

教養科目
「自然と科学J

「応用と学際」

「Jli形に学ぶj 12単位［！］

サイエンス・スキノレ

共通科目
健康・スポーツ

キャリアデザイン

コミュニケーション・スキル 1 英語2単位

専門教
専門基礎科目 小白川開講科目 6単位

育科目

[l］導入科目の「アドバンストセミナーJの単位を加えることができる。

7. 卒業研究着手条件

バイオ化学工学科の学生は，入学後，一定期間（ 3年間以上）勉学に励み，表 6，表7に

示す卒業研究着手条件（基盤教育科目： 34単位以上，専門教育科目： 80単位以上）を満たし

た後に， 7 または 8 学期より卒業研究に着手することができます。表 6 ，表 7 の杢業費~萱
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主会食堂道主主主ど場金ムニ盟ム車業班窓ι差主主五三よ民支主主主ふ

表6. 卒業研究着手条件一基盤教育科目編ー［！］

基盤教育科医・領域等 卒業研究着手に必要な最低修得単位数

スタートアップセミナー 2単位

人聞を考える 2単位

共生を考える 2単位

文化とネ士会

自然と科学
〔文化と社会〕の領域から 8単位以上

応用と学際
． 

山形に学ぶ 22単位以上［2] ． 〔自然と科学〕及び〔サイエンス・スキ

サイエンス・スキル
ノレ〕の領域から 6単位以上

健康・スポーツ

キャリアデザイン

コミュニケーション・スキル 1（英語） 4単位

展開科目 ｜技術者倫理 2単位

合計 34単位以上

[l］基盤教育科目において，卒業に必要な最低修得単位（合計 34単位以上）をすべて取得していること。

[2］導入科医の「アドバンストセミナーJの単位を加えることができる。

表7.卒業研究着手条件一専門科目

専門教育区分または科目 卒業研究着手に必要な最低修得単位数

英語A

必
化学基礎実験

修 有機化学実験 16単位［！］
科 生物化学実験
目

バイオ化学工学実験

ゼミナール

[2] 専門基礎科目 ｜小白川開講 6単位以上
選 ｜米沢開講 8単位以上
択

化学基礎系科目 14単位以上必 52単位以上
修 有機化学系科目 10単位以上
科

生物化学系科目 10単位以上目
演習科目 4単位以上

選択科目と自由科目の合計［3], [4] 12単位以上

合計 80単位以上

[l] 6学期末までに開講される必修科目の単位をすべて修得していること。

[2] 科目区分に沿って選択必修科目の必要単位数（52単位）を修得していること。

[3] 選択科目と自由科目を合計で 12単位以上修得していること。

[4] 自由科目には， ［基盤教育科目］の「情報リテラシーJ' 「コミュニケーション・スキノレ 2 (1カ

国語4単位まで） J ' 「共通展開科目」の領域で修得した単位を 6単位まで含めることができる。

8.卒業研究における単位の取り扱い

卒業研究着手条件を満たした学生は，バイオ化学工学科のいずれかの研究室に配属され卒

業研究を行います。卒業研究は，配属先の教員の指導のもとで， 1年間を通して行われ，中

開発表および卒業研究発表を行い，審査を経て合格した者のみに単位が与えられます。また，

原則として，研究室配属後の研究室の変更は認められませんので，自分の適正などを考慮し
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て，慎重に研究室を選んでください。

以上が，バイオ化学工学科の履修心得です。履修心得の内容は，種々の事情によって多少

変更することがあります。その場合には，掲示等により周知いたしますので，掲示版の確認

をお願いします。
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バイオ化学工学科授業科目及び単位数表

開講期及び週時間数 備考

必修 。
単 選択必修 。

区分 授業科目名 位 2 3 4 5 6 7 8 担当教員 推奨 ＠ 
数

づ戸，，，』
4声＂＇ 学 寸，.，一' 

－件r同
寸耐久ー 品寸＆ーん cc← ' 

教職（必修）期 期 期 期 期 期 期 期
.., 

教職（選択） マ
卒業研究 卒

バイオ化学工学入門 I 2 2 バイオ化学工学科教員 oe 
自 バイオ化学工学入門E 2 2 バイオ化学工学科教員 oe 

小白川開講専Jll バイオ化学工学英語 2 2 バイオ化学工学科教員 oe r~慕礎科目の
関
i青 微積分解法 2 2 非常勤講師，小島 08 選択必修科目

科 数学C 非常勤講師 08 
の内6単位以上

2 2 
目

物理学基礎 加藤，非常勤講師 oe 2 2 

英語A 2 2 非常勤講師 。
英語B 2 2 非常勤講師 。
数学 I 2 2 非常勤講師 。
数学E 2 2 早図 。
数学E 2 2 数物学教員

数学N 2 2 大槻
専

物理学 I 2 2 安達，非常勤講師 OT 
F守
基 物理学E 2 2 安達，非常勤講師 OT 
礎 エレクトロニクス概論 2 2 電気電子工学科教員 。
科 米

機械システム概論 機械システム工学科教員 。
自 j尺

2 2 
米沢開講専門

関 品分子科学 2 2 機能品分子工学科教員 。
慕礎科目の選

議 情報科学入門 2 2 高畑／神保 o• 択必修科巨の
科

キャリア形成論 志村
内8単位以上

関 2 2 

専 キャリアプランニング 志村

門 安全工学 2 2 桑名（物質化学ヱ学科） 08 
教

品質管理 2 2 仁科（物質化学ヱ学科） 。
育
科 経営工学 2 2 野長瀬 。
呂

特別講義 [2] 非常勤講師

物理学基礎〔補習〕（注）1 (2) (2) 再履修クラス

数学 I〔械習〕（注）1 (2) (2) 再履修クラス

数学E〔補習〕（注）1 (2) (2) 再履修クラス

物理学 I〔補習〕0主）1 (2) (2) 再履修クラス

小計
45 

4 8 
22 5 2 4 0 。

[47) (2) (6) 

物理化学 I 2 2 木俊（物質化学工学科） OT 

物理化学E 2 2 野々村／神戸（物質化学工学科） ov 
物理化学E 2 2 真壁 。
化学工学概論 2 2 多賀谷 。

4包 化粧品学 2 2 野々村 。
学

主主体界面化学 2 2 野々村 。
基 化学基礎系科
礎 食品工学 2 2 両橋（幸） 。 自の内14単位
系

無機化学 I 2 2 鵜沼（物質化学工学科） OT 
以上

科
目 無機化学E 2 2 川井 ov 

分析化学 2 2 水口 。
無機工業化学 2 2 立花（物質化学工学科） 。
機器分析学 I 2 2 落合（物質化学工学科） 。
機器分析学E 2 2 水口／神保 。
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区分

専
F守
教
育
科
自

（注） 1 

0主）2

（注）3

0主）4

（注）5

（注）6

有
機
化
品寸Lιー

系
科
呂

生
物
化
品＋
系
科
目

j寅
習
キヰ
自

実
E貴
~4 
自

輪誘

卒業研究

教職

その他

バイオ化学工学科授業科目及び単位数表（続き）

開講期及び適時間数 備考

必修 。
単 選択必修 。

授業科目名 佼 2 3 4 5 6 7 8 担当教員 推奨 ＠ 
数

7品il一． 学 寸品ilー' 寸＂＂ー 寸＂＂ーa、寸μムー 寸点ゐーa、学
期 期 期 期 期 期 真丹 期 教職（必修） v 

教職（選択） マ
卒業研究 百年

有機化学 I 2 2 波多野 OT 

有機化学E 2 2 佐藤（力） O'V 

有機化学E 2 2 佐藤（慎） O'V 

有機資源化学 2 2 多賀谷 。マ 有機化学系科
有機工業化学 2 2 波多野 。 自の内10単位

有機合成化学 2 2 木島 。 以上

有機機能材料 2 2 佐藤（力） 。
医薬品化学 2 2 佐藤（f真） 。
天然物化学 2 2 今野 。
細胞生物学 I 2 2 阿部 ov 
細胞生物学E 2 2 恒成 O'V 

微生物学 2 2 矢野／高知 。
遺伝子工学 I 2 2 黒谷 。
遺伝子工学E 2 2 黛谷 。 生物化学系科

目の内10単位
感覚生理学 2 2 恒成 。 以上

応用細胞ヱ学 2 2 阿部 。
生化学 I 2 2 木島 ov 
生化学E 2 2 今野 。勺
酵素化学 2 2 矢野／川井 。
化学基礎演習 2 2 里子々村／川井／水口 O'V 

有機化学演習 2 2 バイオ化学ヱ学科教員 O'V 
演習科目の内4
単位以上

生物化学演習 2 2 バイオ化学工学科教員 O'V 

化学基礎実験 2 4 バイオ化学工学科教員 。マ
有機化学実験 2 4 バイオ化学工学科教員 。v
生物化学実験 2 4 バイオ化学工学科教員 。マ
バイオ化学ヱ学実験 日 12 バイオ化学工学科教員 。
ゼミナール 2 2 バイオ化学工学科教員 。
バイオ化学工学輪講 I（注）2 2 2 バイオ化学工学科教員 。v
バイオ化学工学輪講宜（注）2 2 2 バイオ化学工学科教員 。マ
卒業研究（注）3 10 バイオ化学工学科教員 卒

地学（）主）4 2 2 吉田／鵜沼（物質化学工学科） ..,. 
学外実習

（インターンシップ）（浅）＂

単位互換科目（注）6

小計 101 。。 14 24 28 36 2 2 

合 言十 146 4 8 36 29 30 40 2 2 

物理学基礎，物理学 I，数学 Ip 数学Eを再履修する学生は，再履修クラスを受講することもできる。再履修クラスで修得した単位について
も卒業研究義手条件や卒業条件の単位として扱われる。

卒業研究若手条件を満たした者に対して開議される。

卒業研究着手条件を満たした者に対して， 7または8学期に開請される。なお，卒業研究は「バイオ化学工学実験Jを行った研究室で行うもの
とする。卒業研究の単位を修得するためには，通算して1年以上の卒業研究を行うことが必要である。

教育職員免許状取得のための科目であり，取得した単位は卒業に必要な修得単位には含まない。

学外実習（インターンシップ）は， 3年次（5学期または6学期）の希望者を対象とする。

「単位互換科目Jの詳細については1 巻末の「単位互換Jを参照のこと。
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バイオ化学工学科における履修の流れ

1学期

1年

: 2学期 5学期

2年

3学期 : 4学期

基盤教育科目

専門基礎科自

厄日i函~匝~
概論

3年 4年

6学期 7学期： a学期

~ 
化
学
基
礎
演
習

厄日i匝~j~i面白
i~！ i i厄日

有
パパ卒機

fヒ イイ業

パ パパ * 
オオ研

イ イイ
有機 演 化化究

オ オオ
機能材料 習 学学

化 化化 ヱエ
学 学学

学学

工 エヱ 輪輪

学 外T崎司守両dー： 議議

入 入英
I II 

門 門語
I II 同開I］同醐rr)

: ［微生物学 Ji[~；f J i [ ~；~ J I ~ 
化
学

演

（生化学 IJi ［生化学II] i ［酵素化学）

習

｜ 有機化学 l

「寸房吾ifl，し一塁LJ
し一謹LJ:r~糊昨 1

l 実験 J 

Eヨ
- 42一
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応用生命シス宇ム工学科教背目標と力リキュうム





応用生命システム工学科の学習＠教育目標

（教育理念〉

応用生命システム工学科は21世紀のキーワードである生命，情報，システムを融合した全

国初のユニークな学科です。情報コンピュータ，計測，制御，システム，エレクトロニクス

などの工学的知識を駆使して，生命の持っているすばらしい仕組みを解明するとともに，そ

れを応用したソフトウェアやシステム デ、バイスを創り出します。自然と人を理解し，環境

と調和しながら活き活きとした情報社会や健康福祉社会の発展に貢献する人材の育成を目指

しています。

（教育の目標〉

近年の技術の高度化，融合化は今後ますます進展するものと考えられます。これからは高

度な専門技術・研究開発能力と共に自然環境との調和を考えた技術，人にやさしい技術が求

められます。それぞれの問題に対処する広い視野と英知を有し，自ら新分野を開拓し，優れ

た倫理観，国際的センスを身につけた実践的な技術者が強く社会に求められます。このよう

な人材を育成するため本学科では以下のような目標を立てています。

(1) 自分で情報を集め，自分の頭の中で情報を論理的につなぎ，電子情報，計測制御，医

療福祉分野で、の社会のニーズ、に応える新しいソフトウェア，システム，電子回路，ロボ

ットを独自でつくる能力を身につける。

(2) 杜会に対する責任を自覚でき，優れた倫理観を身につける。

(3) 日本語および英語によるコミュニケーション能力を身につけるO

（カリキュラムの構成〉

「感動なくして成長なしj をモットーに下記の講義，演習，実験，輪講，卒業研究を通し

て，自分で考え，試行錯誤し，議論し，感動や喜びを数多く体験することで，共通の知識と

自分の核となる専門知識を身につける。

(1) 自然と人とを理解し，生命システムのすばらしさを学ぶ（専門基礎科目，生命系科目）

(2) 計測，制御，回路，システムの工学技術を演習を通して身につけ，基本的なものを設

計できるようにする（システム，エレクトロニクス系科目，演習，実験）

(3) コンピュータのしくみを学び，演習を通して基本的なプログラムをつくれるようにす

る（情報コンピュータ系科目，プログラミング演習）

(4) 試行委前呉し，実践力と応用力，創造力をつける（実験，演習，卒業研究）

(5) 自立的な学習習慣やチャレンジ精神をつける（特別演習，卒業研究）

(6) コミュニケーション能力や国際性を高める（特別演習，専門英語，輪講）

(7) 人を理解し，広い視野と倫理観をもっ（技術者倫理，生命倫理，経営工学，特別講義）

(8) 高等学校教諭第一種免許状（工業）が取得可能（教職関連科目）
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（学習の心得）

(1）論理的に理解することを第ーにする。理解すれば単位は後からついてくる。良く理解

し，三年次修了時までに卒業単位（卒研と論講の単位を省く）をとる。

(2) 初めてのことはわからないのが当たり前。わかろう，わかるまでやろうという強い意

志をもって繰り返し勉強していくうちに分かつてくる。

(3) 守（手足をつかってまねをする。講義を聴きノートをとる。面白い話をメモする。）

破（自分でいろいろ工夫してみる。情報を論理的につないでみる。組み立てなおして

みる。）

離（自分なりのものをつくりだす。新しいものをつくりだす。）

(4) 「自分はこれこれができる」と言えるまでやる。「自分の強みはこれだ」と言えるもの

をつくるまでやる。勉強，読書，スポーツ，ボランティアなどをいろいろやってみる。

いろいろな友達，知人をっくり，いろいろな話をする。これらを通して「自他を知り，

自分がやりたいことはこれだ」と言えるものを見つける・つくる。

（卒業研究〉

次頁の表に示すような，生命系（生体，遺伝，神経など），システム系（情報計測，システ

ム制御， Ls I設計，ロボティクスなど）の研究室があります。卒業研究時には希望の研究

室を選ぶことができます。ただし，研究室の枠以上の希望者がし1る場合には成績で調整しま

す。

（進路〉

大学院進学（深い専門知識，高い論理思考力，応用力，創造力をつける）

本学（応用生命システム工学専攻，生命環境医科学専攻等），他大学専攻

（就職〉

ソフトウェア産業，情報通信機器産業，医療福祉機器産業，電子機器産業，自動車産業の

ソフトウェア技術者，システムエンジニア，計測制御技術者， Ls I設計技術者，研究開発

者，教員，公務員等
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＜主要教育研究テーマ＞

生体計測

生体工学

バイオメカニクス

再生医工学

バイオインフオマティクス

脳科学

医周囲像

システム制御

ロボティクス

ユピキタスネットワークシステム

応用生命システム工学科の三本柱

生命

情報 システム

、ー一一一一ーーーーー”“－－－ーー一一一一一一一ーーーーーーー一一一一一ーーーーーーー一一一一一ーーーーー一一一一一ーー－－－ーー一一一一ーー－－－ーー一一一一一一一ーーーーーー一一一一ーーー’

応用生命システム工学科の卒業生は21世紀の主役です f
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応用生命システム工学科履修心得

1.科目の履修について

授業科目は，カリキュラム表（応用生命システム工学科授業科目及び単位数表）にした

がって開講される。履修にあたっては，履修心得に留意して学習の計画を立てること。

また，カリキュラム表に示されている授業科目は，種々の事情により多少変更すること

がある。この場合には，掲示等により周知する。

カリキュラム表中の記号の説明

(1) 「必修・選択の別Jの欄

。印：必修科目（修得が義務付けられている科目）

0印：選択必修科目（設定された科目枠から，各自選択の上，一定単位数の修得が

義務付けられている科目）

無印：選択科目（修得が各自の選択にまかされている科目）

(2) 「単位数Jの構

［ ］：修得可能な最大単位数

種々の事情により開講単位数に変更が生じる場合がある。

(3) 「教職科目Jの欄

大印を付した授業科目は，教員免許取得に係わる科目である。詳細は，各種資格

欄の「 I.教育職員免許状について」を参照のこと。

(4) 「備考Jの欄

大印：他学科の学生が聴講不可の科目。ただしシステム創成工学科の学生で，あ

らかじめ許可を受けた場合は聴講可とする。

2. 卒業に要する専門教育科目の最低修得単位について

（卒業に必要な最低修得単位数表〉

区 分 単位数

必修科目 33 

選択必修科目 18 

専門教育科目 選択科目 29 

自由科目 6 

卒業研究 10 

言十 96 

①選択必修科目の単位を必要単位数を超えて修得した場合には，その単位数を選択科目

の単位とみなす。

②選択科目の修得単位数には，他学科開講専門科目の修得単位数が含まれる。また，選

択科目の単位をl必要単位数を超えて修得した場合には，その単位数を自由科目の単位と

みなす。

③ 自由科目の修得単位数には，「コミュニケーション・スキル2」（初修外国語）し1ずれか
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1か国語4単位まで，「情報リテラシーj を2単位まで，及び展開科目の卒業要件（ 2単

位）を超えて修得した2単位まで，以上のうち，最大6単位までを含めることができる。

修得しない場合には，専門教育科目で満たすことができる。

また，留学生で「日本語」を修得し，その単位を「コミュニケーション・スキル2」（初

修外国語）の単位として振り替えた場合，「コミュニケーション・スキル2」（初修外国

語）の4単位まで自由科目に振り替え，卒業単位に数えることができる。

3.選択必修科目の修得について

選択必修科目は，次の条件を満たして修得すること。

① 小白川キャンパス開講専門基礎科目 12単位から 8単位

② 米沢キャンパス開講専門基礎科目（英語A，英語Bを除く） 14単位から 8単位

③ 英語Aまたは英語B 4単位から 2単位

ただし，小白川キャンパス開講の専門基礎科目の修得単位数が8単位に満たない場合に

は，その不足分の単位数を米沢キャンパスで、開講する専門基礎科目の選択必修科目（英語

A，英語Bを除く）で充足することができる。

4. 卒業研究着手条件について

下記の条件を満たした者は， 7学期より卒業研究に着手できる。

(1）基盤教育科目

導入科目（スタートアップセミナー）・…・…・・…・…………・・…………・2単位

基幹科目……・・ ・・ H ・H ・....・ H ・－……...・ H ・.....・ H ・－－…....・ H ・－……・・・4単位

導入科目（アドバンストセミナ｝）｝教養科目，共通科目（サイエンス・スキル，健康・スポ］ツ1 キャリアデザイン）

ぃ 22単位以上

コミュニケーション・スキル1（英語）…・・・・・・・・・・・・・・…・・・….....・H ・－－－…・4単位

展開科目（専門英語Iを含む）・…・・・・・・・・・……・…・・・…－－－…・・・…－－－…・・・・・・・ 2単位以上

の合計34単位以上を修得している。なお，詳細については7ページを参照のこと。

(2) 6学期末までのすべての必修科目（31単位）を修得している。

(3）選択必修科目修得条件上記3.①の8単位，②の8単位，③の2単位を修得している。

(4) 上記（2),(3）を含む専門教育科目76単位以上を修得している。（ただし， 76単位には自由

科目として卒業単位に数えられる基盤教育科目を含めることができる。詳細は上記2.

③を参照のこと。）

5.他学科開講授業科目の履修について

他学科に開講されている専門科目は， 8単位まで選択科目として修得することができる。

ただし，事前に当該授業担当教員の許可を得なければ履修できない。

なお，他学科に開講されている専門基礎科目，自学科開講科目と同一名の科目及び他学

科の学生が聴講不可の科目は，履修できないので注意すること。

6. 資格試験の成績認定について

（財）日本情報処理開発協会が実施する情報処理技術者試験の試験区分（基本情報技術者試

ワ
t

A
せ



験， ITパスポート試験など）のいずれかの試験に合格した場合，その成果をプログラミ

ング応用演習の2単位分として認定する。

7. その他

(1) 履修届を出した科目に対し， S, A, B, C, Fの成績判定を行う。履修届を出した

が受講を途中でやめたり，試験を受けなかったなどの科目にもFがつけられる。ただし，

履修手続をした後でも履修登録期間終了から約 1週間後の登録科目確認期間で，履修科

目の変更，取り消しが可能である。詳しくは， pl3，“21.米沢キャンパス開講科目の履

修手続き等について”を参照のこと。

(2) 実りある卒業研究のために， 3年次終了までに， 4年次開講の必修科目（卒業研究，

輪講等）を除く卒業に必要な最低単位数を慌たしていることが望ましい。
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応用生命システム工学科授業科目及び単位数表

専門教育科目

区 単 開講期及び遡時間数 修必 教 備

位 1 2 3 4 5 6 7 8 
択選

職
担当教員授 業 科 日 名 科

出寸A・ ず品J」ら

ナ- '* 
P寸主2こ与. 

'* 
詳寸Aー AナLι 

分 数
の 目

考
期 期 期 期 期 期 期 期 J31J 

微積分解法 2 2 。 非常勤講師・小島

月キ
化学C 2 2 。 非常勤講師

ヤ システム数理I 2 2 。 キナ 松
;_,, 
ノ＼。

物理学基礎ス 2 2 。 加藤，非常勤講師

科講開目 数学C 2 2 。 非常勤講師

応用生命システム工学入門 2 2 。 応工用学生科命担シ当ス教テ員ム

数学I 2 2 。 非常勤講師

専
数学H 2 2 。 非常勤講師

物理学I 2 2 。 加藤，非常勤講師

F~ 
物理学実験 2 4 。 加藤，安達，小池

化学概論 2 2 
物質化学工学科
担当教員

英語A 2 2 。 非常勤講師

基 キャリア形成論 2 2 志 村

技術者倫理 1 1 。
* 山 本

礎
数学盟 2 2 。 島

数学W 2 2 。 早 回

物理学E 2 2 。 小池，非常勤講師

科 英語B 2 2 。 非常勤講師

キャリアプランニング 1 1 * 
τ，，＂＂ 工λ キナ

確率統計学 2 2 
目

。 大 槻

機械システム概論 2 2 * 
機械システム工学科
担当教員

特別講義 [2] 非常勤講師

物理学基礎［補習］（注） 1 (2) (2) 再履修クラス

数学 I ［補習］（注） 1 (2) (2) 再履修クラス

数学II ［補習］（注）1 (2) (2) 再履修クラス

物理学 I ［補習］（注） 1 (2) (2) 再履修クラス

言十
40 

4 8 
17 9 

4 [42) (2) (6) 
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区 単
開講期及び適時間数 必

備｛彦 教

位
1 2 3 4 5 6 7 8 

選
職

授 業 科 自 名 科 担当教員
位寸人~ ~ ナ- "f: ナ-

戸-ft 品-ft 止寸ALゐ 択

分 数 の 目
考

期 期 期 期 期 期 期 期 別

計算機入門 2 2 。
* 金 子 4買

電気基礎 4 4 。
* 横山（道） 4町

生理学基礎－ 2 2 ＠ 山 本 4町

プログラミング演習 I 4 4 。
* 木 ノ 内 * 

システム数理E 2 2 キナ 松

専 アナログ電子回路 2 2 * 横山（道）

電気回路 2 2 * 木 ノ 内

フーリエ解析 2 2 。
* 有 我 4町

計算機工学 2 2 * 
j且、ム 子

計測工学 2 2 * j度 者日

生体システム論 2 2 J罵

分子細胞生物学 2 2 羽鳥，堀田 4町

p~ 
専門英語訂 金子，堀田2 2 。

* 4町

プログラミング演習E 4 4 ＠ * j度 音日 * 
応用生命システム工学実験I 2 4 。

* 応工用学生科命拐シ当ス教テ員ム 4町

応用生命システム特別演習 I 2 2 応工用学生科命担シ当ス教テ員ム 4町

ディジタル電子回路 2 2 * 金 子

数値情報処理 2 2 会 j馬

信号処理 2 2 * j度 音日
科

制御工学I 2 2 * キナ 中公

情報ネットワークシステム 2 2 * 堀 国

生命倫理 2 2 中 村

生体計測 2 2 中 キT

脳情報科学 2 2 美

I T産業論 2 2 野 長 瀬

日
専門英語E 2 2 。

* 新 関 ＋買

プログラミング演習E 2 2 1年 湯 浅

応用生命システム工学実験H 2 4 。イヨ 応工用学生科命担シ当ス教テ員ム 市町

応用生命システム特別演習H 2 2 応工用学生科命担シ当ス教テ員ム 4町

知能情報処理 2 2 * 井 上

集積回路 2 2 * 横山（道）

ハUE
U
 



単 開講期及び週時間数 ：必

区 ｛~ 教 備

佼
1 2 3 4 5 6 7 8 

選
職

授 業科 自 名 科 担当教員
十且L. 悼寸ん~ 且十L. 兵寸L.」 ρ守＂＇与

十- '* 
A十L. 十尺

分 数 の 目 考

期 期 期 期 期 期 期 期 月IJ

生物統計とデータ解析 2 2 新 関

画像工学 2 2 * 湯 浅

制御工学E 2 2 * 有 我

バイオロボティクス 2 2 * 井 上

再生医工学 2 2 山本， i馬 4町

生物物理 2 2 ~~ ，烏

専 遺伝子情報論 2 2 木 ノ 内

専門英語N 2 2 ＠ * 山 本 * ~~ 
工業技術概論（注）＇ 2 2 * 杏藤，右田 4町

必修

プログラミング応用演習 2 2 * 新 関
科

応用生命システム特別演習血 2 2 応工用学生科命担シ当ス教テ員ム ＋町

日 経営工学 2 2 * 野 長 i額

応用生命システム特別講義 2 2 非常勤講師

輪講（注）＇ 2 2 。
* 応工用学生科命担シ当ス教テ員ム 4町

学外実習（インターンシッフ。）（注） I 

単位互換科目（注） 5 

卒業研究（注） 6 10 。応工用学生科命担シ当ス教テ員ム 4町

計 107 14 26 28 26 6 

メ口入 音1・ 147 
4 8 

31 35 
32 26 6 [149] (2) (6) 

（注） 1 物理学基礎，物理学 I，数学 I，数学Eを再履修する学生は，再履修クラスを受講

することもできる。再履修クラスで、修得した単位についても，卒業研究着手条件や卒

業条件の単位として扱われる。

（注） 2 教育職員免許状を取得する場合の必修である。

（注） 3 卒業研究着手条件を満たした者に対して， 7学期に開講される。

（注） 4 学外実習（インターンシップ）は， 3年次（ 5学期または6学期）の希望者を対象

とする。

（注） 5 「単位互換科目」の詳細については，巻末の「単位互換j を参照のこと。

（注） 6 卒業研究着手条件を満たした者に対して， 7学期及び8学期に開講される。なお，

卒業研究の単位を修得するためには，通算して 1年以上の卒業研究を行うことが必要

である。
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国…仁二コ応用生命システム工学科
2学年

B学期
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業
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業
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産
業
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か
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業
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業
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識
、
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究
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力
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プ

大
学
院

4学年

7学期

応用生命システム
特別譲渡

応用生命システム
特別演習E

：｜ 工業技術概論｜

’仁至~記

4学期3学期

区亙璽亙］］

国霊函
医塁壁壁亙
医藍霊室TIJ
C互豆亘コ
口翠豆霊コ
ロ亙歪盈巴
亡三重コ
巨豆ヨE

言語発系

区葱語護霊ヨ

01 
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情報科学科教背目標とカリキュうム





情報科学科の技術者像学習・教育目標と評価基準

－情報科学科の教育理念

情報科学は情報と社会のかかわりや情報技術の社会への貢献を学ぶ学問分野である。

コンヒ。ュータの基礎理論から，コンヒ。ュータを応用した種々の分野，たとえば，アーキテ

クチャや情報通信，人工知能といった幅広い分野を学び，それらについての基礎的知識を

身につけるとともに，新しい分野へそれらの知識を応用できる能力を体得する。机上の学

問に偏することなく，実習や演習を通じて，実際に役立つフ。ログラミングの知識や応用も

学ぶ。さらに，技術者としての倫理観を確立して，社会に貢献できる有能な技術者の養成

を目指す。

－情報科学科の目指す技術者像

広い視野に立った健全な価値観と深い専門知識を持ち，人の幸せに貢献できる実践的な

工学技術者。

－学習・教育目標の分類

情報科学科の教育理念に基づき，学習・教育目標を基礎能力（（A）工学基礎力，（B）情報

基礎力），専門能力（(C）応用能力，（D）エンジニアリング・デザイン能力），技術者として

の素養（(E）倫理観と職業観，（F）業務遂行能力）の 3大項B，およびそれを分解した6中

項目（（A）～（F））に分類して，それぞれの項目での達成度基準を定めている。各中項目は

1項目以上の小項目からなり，小項目は 1つ以上の細目（該当科目の学習・教育目標に相

当するもの）からなる。

－目標達成の基準と評価方法

本プログラムの修了生は各目標項目について，下記の 2つの条件を同時に満たしていな

ければならない。

(1) 必修細目として示されたすべての学習・教育目標に対して，達成度基準を満たしてい

る。

(2) 小項目ごとに定めた選択細目に関する学習・教育目標に対して，最低選択数以上の細

目で、達成度基準を満たしている。

必修細目に関しては，「学習・教育目標とその該当科目」の「該当科目J欄にあるすべての

必修科目（選択科目の場合は指定単位数以上）の単位取得，または「関連教育j欄にある教

育の履修をもって，達成度基準を満たしたと判断する。

選択細目に関しては，「学習・教育目標とその該当科目jの「該当科目」欄にある少なくと

も1科目の選択科目（単位数指定のある選択科目の場合は指定数以上）の単位取得，または

「該当科目・「関連教育j欄の必修科目・関連教育の履修で目標達成が確認された場合をも

って，達成度基準を満たしたと判断する。
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－学習”教育目標に対する達成度評価の表記方法

(1) 試験・レポート等の答案や実技・成果物等による評価

「・・・できる」，「・・・を理解しているj と表記された項目は，学生の答案や実技・

成果物等によって目標を達成していることを教員が確認する。

(2) 講義テキスト，講義ノート等による教育実績の評価

「・・・を知っているJ，「・・・の知識を持つ」と表記された項目は，講義テキスト，

講義ノート等によって学生が教育を受けたことを教員が証明する。

－目標ごとの達成度基準

基礎能力

(A) 工学基礎力：工学の基礎となる数学，物理，英語を学び，底力をつける。

小項目 1: 数学的素養（必修3＋最低選択数1)

必修細目（1）一変数の微分法について知っており，微分計算ができる

必修細目（2）一変数の積分について知っており，積分計算ができる

必修細目（3）種々の確率的事象について数学的確率を求めることができ，かっ基本的な

統計的手法を使うことができる

選択細目（4）実変数の微積分学において，微積分学の公式や定理を用いて実際の演習問

題を解くことができる

選択細目（5）線形代数学の前半をなす行列と行列式を学習し，それらを十分に計算する

ことができる

選択細目（6）多変数関数の微積分についての計算力を有し，その応用として関数の極値，

体積，表面積などを計算できる

選択紺目（7）数理的議論に欠かせない線形代数の基礎的な事柄を理解している

選択細目（8）複素解析学の中心の一つで、あるコーシーの積分定理を通じて，被素積分を

計算することができる

選択細目（9）周期関数のフーリエ係数及びフーリエ級数の定義を理解し，具体的な関数

に対する計算を行うことができる

小項目 2: 物理的素養（必修2＋最低選択数1)

必修細目（1）研究者の基礎能力である実験装置の扱い方を理解しており，レポートの書

き方などを体得している

必修細目（2）力学と熱力，光学・波動，電磁気学の基礎を理解し，それらの関連した知

識を実験により検証できる

選択細目（3）自然現象を物理的に正しく理解し，数式で取り扱うことができる

選択細目（4）物体の運動を正しく理解し，微積分を用いて取り扱うことができる

選択細目（5）電磁気の法則を理解して電磁気現象を数式で表現できる

小項目 3: 英語的素養（必修3十最低選択数1)

必修細目（1）卒業研究に関連じた分野の英語論文が読め，内容が正しく理解できる

必修細目（2）平易な英語で書かれた文章を正確に理解できる
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必修細目（3）身の回りのことを英語で話せ，平易な英語テキストを聞き取れる

選択細目（4)TOEICに特徴的な語葉・慣用句を習得し，文法を理解している

選択締目（5)TOEIC500点に近い水準で、英語を聞き取り，読み込みができる

選択細目（6）情報科学に関する英語の技術用語を獲得し，使用でき石

基礎能力

(B) 情報基礎力：コンビュータやネットワークの動作に関わる基礎原理をハードウェ

ア・ソフトウヱアの両面について学ぶ。さらに，これらの原理の理論的背景に関する多

岐にわたる学問分野を理解する。

小項目 1: コンヒ。ュータの基礎原理（必修9＋最低選択数1)

必修細目（1)UNIXの基礎を理解している

必修細目（2）簡単なアセンブラの動作を説明できる

必修細目（3）関数の再帰処理，ピット操作と論理演算，文字列処理， 2次元配列，ポイ

ンタ，構造体，ファイルの入出力などを用いた基本的なフ。ログラムを記述できる

必修細目（4）組み版ソフトウェアを使って式や図を含む文書作成ができる

必修細目（5）クロス開発の場面でのOSの基本的な操作ができる

必修細目（6) 2進数について理解しており， 2進数同士の演算ができる

必修細目（7）論理回路やVHDL記述を解釈して論理動作を解明できる

必修細目（8）コンヒoュータの基本構造について理解している

必修細目（9）棲数のソート・アルゴリズムを比較して，その良し悪しが判断できる

選択細目（10）基本論理ゲートとその組合せ回路を理解し，回路解析が行える

選択細目（11）音や映像のディジタノレ化について理解している

選択細目（12）電気回路の各種法員ljを正しく使うことができる

選択細目（13）遠隔作用論と近接作用論について理解している

選択細目（14)PN接合ダイオード，バイポーラトランジスタ，電界効果トランジスタの

動作原理を説明できる

小項目 2: ネットワークの基礎原理（必修6)

必修細自（1）電子メールやe-learningシステムを利用でき， Web検索が行える

必修細目（2）情報量とは何かを理解している

必修細目（3）コンビュータネットワークの概要を知っている

必修細目（4）データ通信の基本を理解し，実際にデータ伝送フ。ログラムを作成できる

必修細目（5）イーサネットを理解してネットワークケーブルを自作し， PC間の接続を

行える

必修細目（6）ネットワークセキュリティの概要を説明できる

選択細目（7）コンビュータのデザインとWebページのデ、ザインの良し悪しを匿別でき

る

小項目 3: コンビュータの理論的背景（必修2十最低選択数1)

必修細目（1）特定のプログラムを組むためのアノレゴリズムを考えることができる

必修細目（2）論理演算を行うことができる

55 -



選択細目（3）確率論の基礎的な定理を理解している

選択細目（4）離散データが与えられたとき，補間関数を計算できる

選択細目（5）集合演算と数学的帰納法を用いた証明ができ，再帰的に定義された関数を

理解している

選択細目（6）代数学とはどういう学問であるかを理解している

選択締目（7）有限オートマトンの設計とその動作のシミュレーションを行うことができ
る

選択細目（8）可解問題と非可解問題について理解している

選択締目（9）線形時不変システムのインパルス応答，入力，出力聞のコンボリューショ

ン積分を理解している

選択細目（10）動的システムの微分方程式から，伝達関数を求めることができる

選択細目（11）ユーザーインタフェースデ、ザインの原良ljと応用について理解している

専門能力

(C) 応用能力：知識情報科学，情報メディア科学の基礎を理解し，応用ができる実力を

養う。また，情報処理分野で不可欠なプログラミング能力をj函養する。

小項目 1: 知識情報科学，情報メディア科学の基礎と応用（必修7十最低選択数2)

［コンビュータシステム］

必修細目（1)LSI設計検証ツールを用いて， VHDL記述のコーディングミスを発見でき

る

必修細目（2）計算機工学の基礎技術を使いこなすことができる

選択細目（8）情報表現と演算に関する基礎を理解している

選択細目（9）マイクロプロセッサの特徴と代表的な応用例について説明で、きる

選択細目（10)OSの基本的事項とシステム設計の概要について理解している

［通信・ネットワーク］

必修細目（3）ネットワークプログラミングの概要を説明できる

必修細目（4)Javaの機能を理解してアプレットを作成できる

選択細目（11）情報通信の基本事項・伝送方式と課題を理解している

選択細目（12）基幹網，アクセス網， LANなどの現代の情報通信を実現する通信網を理

角卒している

選択細目（13）情報セキュリティ技術の一つで、ある暗号技術とその機能について理解し

ている

［データ処理］

必修細目（5）データベースの概念を知っている

必修細目（6)DSPボードを利用してディジタルフィルタを実現できる

選択細目（14）基本的なグラフ探索法が使える

選択細目（15）関係データベースに関する基本的な仕組みを理解している

選択細目（16）システムのインパルス応答，たたみ込み和を理解している
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［応用技術］

必修細目（7)prologを用いて自然言語の構文解析ができる

選択細目（17）最適化やオベレーションズリサーチの基礎概念について理解している

選択細目（18）自然言語処理という学問体系の基本を理解している

選択細目（19）画像工学および信号処理に関する基本的な専門用語の意味を理解し使

用できる

選択細目（20）ベイズ、決定規則やニューラルネットによるパターン識別法を理解して

し1る

小項目 2: プログラミングの基礎と応用（必修12) 

必修細目（1）プログラムを作成する際の考え方の基礎を理解している

必修細目（2）自分で解決したい問題がC言語を用いて記述できる

必修細目（3）オブPジェクト指向プログラミングとは何かを説明できる

必修細目（4）二分探索木を用いたプログラムを取り扱える

必修細目（5）組込み用途で、の文字表示や音響出力のフ。ログラムを作成できる

必修細目（6）簡単なプロセッサの内部構成を理解して，機械語プログラムを作ることが

できる

必修細目（7）変数やデータ型の使い分けができる

必｛｜多細目（8）構造体やポインタを使用したプログラムが作成できる

必修細目（9）簡単な構造化プログラミングを行うことができる

必｛｜多細目（10）分割コンパイルと makeを利用できる

必修細目（11)UNIXのシェルを用いて整数演算，フロー制御，入出力制御などができる

必修細目（12）オブジェクト指向の概念を理解している

専門能力

(D）エンジニアリング・デザイン能力：創造九国際性，構想・着想九問題発見・解

決能力と，自ら計画を立案し研究を推進する能力を身につける。 それら諸能力を統合

して専門力を発揮できるよう，エンジニアリング阪デザイン能力を養成する。

項目 1: 情報リテラシー（必修3)

必修細目（1）オフィスソフトウェア（ワードプロセサ，表計算ソフトウェア，プレゼン

テーションソフトウェアなど）を使用して，レポートや報告書を作成できる

必修細目（2)UNIXのシェルスクリプトを扱うことができる

必修締目（3）数式処理言語を使ったシミュレーションとグラフ作成ができる

小項目 2: 実験・検証能力（必修1)

必修締目（1）情報科学や情報工学の機器やツールを取り扱える

小項目 3: 構想・着想力，問題発見・解決能力（必修7)

必修細目（1) c言語を用いた応用プログラムを作成できる

必修細目（2）オブジェクト指向プログラミングができる
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必｛｜多細目（3）与えられた課題に対して，それを解決するための要求分析ができる

必修細目（4）ウォーターフォールモデルとは何かを説明できる

必修細目（5）プログラムのエラー検出方法を理解して，デバッグができる。

必修細目（6）エディタやコンパイラ，リンカを利用して実行形式プログラムを生成でき

る

必修細目（7）ソフトウェアを設計し，プログラミング言語を用いてシステムを開発する

ことができる

小項目 4: 計画立案，推進能力（必修2)

必修細目(1）研究テーマの設定と研究遂行に関して，自主的かっ計画的に行動できる

必修細目（2）研究や演習の課題テーマに関して自ら実行計画を立て，所定の時間内で計

画を実現することができる

小項目 5: 相互批評に基づく判断能力（必修1)

必修細目（1）論理的な思考力・記述力，発表・討議能力，コミュニケーション基礎力を

身につけている

小項目 6: 指導者の助言受入れ能力（必修2)

必修細目（1）教員等からの助言を取り入れて，学生自身の研究課題を論文にまとめるこ

とができる

必修細目（2）教員等からの助言を取り入れて，学生自身の演習課題をアルゴ、リズムやプ

ログラムとして具体化することができる

小項目 7: 発表能力（必修4)

必修締目(1）自分の研究や考えについて，多くの人の前でプレゼンテーションをするこ

とができる

必修細目（2）発表のためのスライド等を用意し，それを使って効率よく発表内容を説明

できる

必修細目（3）質問者に対して適切な回答を行うことができる

必修細目（4）他人の発表や考え方に対して質問を行い，告身の考えを要領よく伝えるこ

とができる

小項目 8: 人間の活動に関する多面的な思考力と地球的視点（必修2十最低選択数0)

必修細目(1）文化と社会，自然と科学，応用と学際など広い分野における人間の活動に

関して，多面的な知識を身につけている

必修細目（2）種々の立場を理解し，地球的視点から多様に考えることができる

選択締目(1）人間の諸活動と専門技術の結び、つきを理解して職業観を形成している

技術者としての素養

(E）倫理観と職業観：知的財産権を尊重し，他人の財産権を侵害しない精神を体得する。

情報倫理を学ぶとともに，情報分野における職業観を形成する。

小項目 1: 知的財産権，情報論理・技術者倫理の基礎知識と職業観（必修8)

必修細目（1）情報倫理について知っており，社会やネットワーク上でしてよいこととい

けないことが区別できる
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必修細目（2）情報分野における職業観を形成できている

必修細目（3）知的財産権について理解しており，それを尊重することができる

必修細目（4）技術者倫理を理解している

必｛｜多細目（5）職業観の学習を通して社会構造を理解し，それにより自分の将来について

の展望を抱くことができる

必｛｜多細目（6）情報化社会の抱えるネットワーク上の諸問題を考察し，情報倫理の意義を

理解している

必修細目（7）事故事例に対しての的確な分析ができる

必修細目（8）情報公開の意義と危険性を説明できる

技術者としての素養

(F）業務遂行能力：複数人数による共同作業を進める上で必要とされる指導力，行動力な

らびに協調性を身につける．また，限られた時間で目的を達成するための計画遂行能力

を身につける。

小項目 1: 指導力，行動力ならびに協調性（必修2)

必修細目（1）実習や演習等の課題をグループ活動により解決することができる

必修細目（2）実習や演習等の課題解決に積極的に関与し，指導力を発揮できる

小項目 2: 計画遂行能力（必修4)

必修細目（1）実験データの整理の方法や技術的報告書に必要な論理的な文章表現力を身

につけている

必修細目（2）与えられた課題以外に学生自身が考えた課題について，プログラムを作成

するための応用力を身につけている

必修締目（3）課題テーマに関する調査報告のまとめや発表などのプレゼンテーション能

力を習千尋している

必修細目（4）限られた時間で目的を達成するために，自主的かつ計画的に行動できる

以上
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学習・教育目標とその該当科目－1

学習・
小項目 細目 必修・選択

最低
該当科目 関連教育

教育目標 選択数

(1) 微分積分学1，情報科学基礎

(2) 必修 微分積分学2

(3) 確率統計学

住） 微積分解法

(5) 数学C

(6) 
選択＊1 1 

数学I

(7) 数学E

(8) 数学班

(9) 数学W

(A) 
(1) 

必修
物理学実験

(2) 物理学実験

2 (3) 物理学I

(4) 選択＊2 1 物理学基礎

(5) 物理学H

(1) 輪講

(2) 必修 英語Rと英語CRを合せて2単位

3 
(3) 英語Cと英語CRを合せて2単位

(4) 
選択＊3

英語Aまたは英語B

(5) 英語Aまたは英語B

(6) 選択 。 情報英語セミナ~i ，情報英語セミナー 2

(1) プログラミング演習 I

(2) 計算機基礎，情報科学実習 I

(3) プログ、フミング演習E

(4) 情報科学実習 I

(5) 
必修

情報科学実習 I

計算機基礎，情報科学実習 I，情報科学実習H，情報
(6) 

科学基礎

1 (7) 情報科学実習 I，情報科学実習仏計算機工学演習

(8) 計算機基礎，情報科学基礎，計算機工学演習

(9) データ構造とアルゴリズム

同 論理回路

仕自 マルチメディア入門

~2) 選択 1 電気回路

仰） 電磁気学

任司 電子回路

(1) 情報科学演習 巴 learning
(B) (2) 情報理論

(3) 
必修

計算機基礎

2 (4) 情報科学実習 I

(5) 情報科学実習E

(6) 情報倫理 e-Iearning 

(7) 選択 。認知科学入門

(1) 
必修

プログラミング演習豆

(2) 情報数学I

(3) 応用確率論

(4) 数値解析

(5) 情報数学入門

3 (6) 情報数学H

(7) 選択 1 オートマトンと言語理論

(8) 計算態論

(9) 線形システム入門

(10) 制御工学

仕自 認知科学入門

* 1)' *2）から 4細目以上．

* 3）英語Aまたは英語Bいずれか1つ含むこと
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学習・教育目標とその該当科目－2

学習・
小項目 細目

必修・ 最低
該当科目 関連教育

教育目標 選択 選択数

(1) 情報科学実習E，計算機工学演習

(2) 計算機工学演習

(3) プログラミング演習湿

(4) 必修 プログラミング演習田

(5) ソフトウェア工学

(6) 情報科学実習E

(7) 情報科学実習E

(8) 計算機アーキテクチャ

(9) マイクロプロセッサとインタフェース

任。 情報システム設計とos 
住由 情報通信

仕2) 情報ネットワーク工学

仰） 暗号とセキュリティ

任司 選択 2 知識情報処理

仕5) データベース論

仕掛 信号処理
(C) 間 情報計爾工学

(18) 自然言語処理

住骨 画像工学

位。） 認識工学

(1) 
プログラミング演習 I，プログラミング演習H
計算機工学演習

(2) プログラミング演習E，言十算機工学演習

(3) プログラミング演習血

(4) 情報科学実習H

(5) 情報科学実習 I，計算機工学演習

2 (6) 必4多 情報科学実習 I

(7) プログラミング演習 I，プログラミング演習E

(8) プログラミング演習E

(9) プログラミング演習E
仕0) プログラミング演習皿

仕自 情報科学実習H

住由 プログラミング言語
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学習園教育目標とその該当科目－3

学習・
小項目 細目 該当科目 関連教育

教育目標 選択 選択数

(1) 
必修

情報科学演習，卒業研究

(2) 情報科学実習E
(3) 情報科学実習 I

2 (1) 必修 情報科学実習 I，情報科学実習E，計算機工学演習

(1) プログラミング演習E，計算機工学演習

(2) プログフミング演習皿

(3) 
ソフトウェア工学，プログラミング演習IV，計算機工学演

習

(4) ソフトウェア工学
3 必イ日E プログ、フミング演習E，プロクゃブミング演習III,

(5) 
プログラミング演習IV，言十算機工学演習

プログフミング演習 I，プログラミング演習H
(6) プログラミング演習m，プログラミング演習IV

計算機工学演習

(7) プログラミング演習W，計算機工学演習

(D) 4 
(1) 

必修
卒業研究，プログラミング演習W，計算機工学演習

(2) 卒業研究，プログラミング演習IV，計算機工学演習

5 (1) 必修
卒業研究，輪講，情報科学演習，プログラミング演習IV
計算機工学演習

6 
(1) 

必修
卒業研究

(2) プログラミング演習W，言1・算機工学演習

(1) 卒業研究，プログラミング演習IV，計算機工学演習

7 
(2) 

必修
卒業研究，輪講，プログラミング演習IV，計算機工学演習

(3) 卒業研究，輪講，プログラミング演習W，計算機工学演習

(4) 卒業研究，輪講，プロク守フミング演習W
自由科目（基盤教育

(1) 基盤教育科目（基幹科目 4単位，教養科目等22単位） 科目），他学科開講

必修 科目
8 

(2) 基盤教育科目（教養科目「文化と社会J8単位） 単卒位業研互換究科，輪目誘，

(3) 。キャリア形成論，学外実習，情報科学特別講義，専門基礎
卒報化業研社会究，と職輪業講， 情

特別講義

(1) スタートアップセミナー，情報倫理 e-learning 

(2) 情報化社会と職業 進路指導

(3) 情報化社会と職業，情報倫理

(E) 1 
(4) 

必修
情報化社会と職業，技術者倫理

(5) 情報化社会と職業

(6) 情報倫理

(7) 情報倫理

(8) 情報倫理

(1) 
情報科学実習 I，情報科学実習E，プログラミング演習IV

1 必修
計算機工学演習

(2) 情報科学実習 I，情報科学実習E，プログラミング演習IV

(1) 情報科学実習 I，情報科学実習E，計算機工学演習

(F) 
(2) 

プログ、フミング演習H，プログ、フミング演習IV
計算機工学演習

2 必修 情報科学演習，卒業研究，プログラミング演習W
(3) 

計算機工学演習

(4) 
情報科学実習 I，情報科学実習E，情報科学演習，卒業研
究，プログラミング演習IV，計算機工学演習

- 62 



情報科学科履修心得

1.科目の履修について

授業科目は，カリキュラム表（情報科学科授業科目及び単位数表）にしたがって開講さ

れる。履修にあたっては，履修心得に留意して学習の計画を立てること。

また，カリキュラム表に示されている授業科目は，種々の事情により多少変更すること

がある。この場合には，掲示等により周知する。

カリキュラム表中の用語・記号の説明

(1) 「単位区分」の欄

必修科目 ：修得が義務付けられている科目

選択必修科目：語学選択および選択群 I～Vの設定された科目枠から，各自選択の

上，一定単位数の修得が義務付けられている科目

選択科目 ：修得が各自の選択にまかされている科目

(2) 「単位数Jの欄

［ ］：修得可能な最大単位数

種々の事情により開講単位数に変更が生じる場合がある。

(3) 「教職科目」の欄

大印を付した授業科目は，教員免許「情報」取得に係わる科目である。ム印を付

した授業科目は，教員免許「工業」取得に係わる科目である。詳細は，各種資格欄

の「 I.教育職員免許状についてj を参照のこと。

(4) 「備考jの欄

大印：他学科の学生が聴講不可の科目。ただしシステム創成工学科の学生で，あ

らかじめ許可を受けた場合は聴講可とする。

2.卒業に要する専門教育科目の最低修得単位数について

（卒業に必要な最低修得単位数表〉

区 分 単位数

必修科目 44 

選択必修科目 18 

専門教育科目 選択科目 18 

自由科目 6 

卒業研究 10 

計 96 

① 選択必修科目の単位を必要単位数を超えて修得した場合には，その単位数を選択科目

の単位とみなす。

②選択科目の修得単位数には，他学科開講専門科目の修得単位数が含まれる。また，選

択科目の単位を必要単位数を超えて修得した場合には，その単位数を自由科目の単位と

みなす。

③ 自由科目の修得単位数には，以下，ア．～ウ．のうち 6単位までを含めることができ

る。修得しない場合には，専門教育科目で満たすことができる。
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ア．〔コミュニケーション・スキル2 （初修外国語）〕 4単位まで（いずれか1か国語）

イ．〔情報リテラシー（情報処理）〕 2単位

ウ．［展開科目］の卒業要件単位（2単位）を超えて修得した単位2単位まで

また，留学生が〔コミュニケーション・スキル2 （日本語）〕修得した場合， 4単位ま

で専門教育科目の自由科目に振り替え，卒業単位に数えることができます。

3.選択必修科目の修得について

「卒業に必要な最低修得単位数Jの表に示した選択必修科目に関しては，専門基礎科目

と専門科目の区別なく，次に示す条件を満たすように，それぞれの科巨枠に属する選択必

修科目の中から必要単位数を修得すること。なお，各科目枠に属する選択必修科目につい

ては，「情報科学科授業科目及び単位数」の表を参照すること。

(a) 語学選択の選択必修科目から 2単位（目標（A）小項目 3の選択細目履修条件）

(b) 選択群 Iの選択必修科目から 2単位（自標（A）小項目 1の選択細目履修条件）

(c) 選択群Hの選択必修科目から 2単位（目標（A）小項目 2の選択細目履修条件）

(d) 選択群Eの選択必修科目から 2単位（目標（B）小項目 1の選択細目履修条件）

(e) 選択群町の選択必修科目から 2単位（目標（B）小項目 3の選択細目履修条件）

(f) 選択群Vの選択必修科目から 4単位（目標（C）小項目 1の選択細目履修条件）

また，上記（a）～（f）の選択必修科目の条件の他に，次の（g）の条件も満たすように必要単

位数を修得すること。

(g) 選択群I，選択群II（ただし選択群 Iから 2単位以上，選択群Eから 2単位以上を含

むこと）から 8単位以上を修得すること。（数学・自然・情報分野の学習時間保証条件）

4.他学科の開講授業科目の履修について

他学科に開講されている専門科目は， 8単位まで選択科目として修得することができる。

ただし，事前に当該授業担当教員の許可を得なければ履修できない。なお，他学科に開講

されている専門基礎科目及び他学科の学生が聴講不可の科目は履修できないので注意する

こと。

5. 卒業研究着手条件について

下記の条件を満たした者は， 7学期より卒業研究に着手できる。

(1）基盤教育科目

導入科目（前期開講「スタートアップセミナー」）・・・・…・・・…....・H ・－－…・・・…・・・・ 2単位

基幹科目・・…・・…............・ H ・－－－－－－－－…・・・・・…・・・・・・・…・・・……・….........・ H ・－－－－－－－－－ 4単位

導入科目「アド、パンストセミナーJ，教養科目，共通科目（〔サイエンス・スキル〕，

〔傭来・スポーツ〕， 〔キャリアデザイバ）・…・・・…・・・・…・・………・・・・・・・…H ・H ・・22単位以上

〔コミュニケーション・スキル1 （英語）〕 ・…・・・・・・…・・・・…...・ H ・..........・ H ・－ 4単位

展開科目 （［情報科学演習］を含む） …・・・・・……・・・…・・・・・・・・・・・….......・H ・...2単位以上

の合計34単位以上を修得している。

なお，［教養科目】の〔文化と社会〕から 8単位以上，［教養科目］の〔自然と科学〕
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及び［共通科目】の〔サイエンス・スキル〕から 6単位以上修得すること。〔サイエンス・

スキル〕の［微分積分学1（数学A)］・［微分積分学2（数学B)］の各2単位合計4単位は

必修とする。また，展開科目の学科指定科目は［情報科学演習］であり，必ず修得するこ

と。なお，詳細については p6，“11.基盤教育科目”を参照のこと。

(2）専門教育科目

(a) 6学期末までに開講されている必修科目および語学選択科目を以下の条件を満足す

るように履修している。

情報数学 I

計算機基礎

情報理論

データ構造とアルゴリズム

情報倫理

技術者倫理

ソフトウェア工学

情報化社会と職業

プログラミング言語

2単位

2単位

2単位

2単位

1単位

1単位

2単位

2単位

2単位

プログラミング演習E 4単位

情報科学基礎 2単位

確率統計学 2単位

物理学実験 2単位

英語Aまたは英語B 2単位

プロログラミング演習 I 4単位

12単位以上

フ。ログラミング演習E 4単位 「24単位（すべて修得すること）

情報科学実習 I 2単位

情報科学実習E 2単位

プログラミング演習N 2単位

計算機工学演習 2単位

(b) 上記（a）を含む専門教育科目74単位以上を修得している。（ただし， 74単位には自由

科目として卒業単位に数えられる〔コミュニケーション・スキル2 （初修外国語）〕，

〔情報リテラシー（情報処理）〕 及び卒業要件を超過して修得した【展開科目］の超

過分（2単位まで），のうち最大6単位までを含むことができる。）

6. その他

(1）履修届を出した科目に対し， S90～100点， A80～89点， B70～79点， C60～69点， F

O～59点の成績判定を行う。履修届を出したが受講を途中でやめたり，試験を受けなか

ったなどの科目にもFO～59点がつけられる。ただし，履修手続をした後でも履修登録

期間終了から約 1週開後の登録科目確認期間で，履修科目の変更，取り消しが可能であ

る。詳しくは， p13，“21. 米沢キャンパス開講科目の履修手続き等について”を参照

のこと。

(2) 実りある卒業研究にするために， 3年次終了までに， 4年次開講の必修科目（卒業研

究，輪講）を除く卒業に必要な最低単位数を満たしていることが望ましい。
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専門教育科目
情報科学科授業科目及び単位数表

区 開講期及び週時間数 単位区分 教職科目 担当教員 考備

単
1 2 3 4 5 6 7 8 必 選択必修 選 情報 工業

授業科目名 ｛立

語選択弓乙 選択群 選択群 選択群 選択群 選択群

必、 選 必 選
ρナ4与 ρザιー ρf "' 井f主4 A寸主4三4 寸会泣一． 泣子J一与 主f主4

数
分 期 期 期 期 期 期 期 期 f彦

I II III IV v 
択 修 択 修 択

) キ自IJ 

微積分解法 2 2 。 非常勤講師・小島

j情報科学基礎 2 2 。
* 田中，永井，井上 4町

ヤ 化学C 2 2 。 非常勤講姉ン
ノ〈

物理学基礎 2 2 。 加藤，非常勤講師エぇ

費開 数学C 2 2 。 非常勤講師

情報数学入門 2 2 。 ム 久 保 田

物理学実験 2 4 。 安田・永井

数学I 2 2 。 非常勤講師

専 数学H 2 2 。 非常勤講師

確率統計学 2 2 。 大 槻

門 物理学I 2 2 。 加藤，非常勤講師

英語A 2 2 。 非常勤講師

2去 キャリア形成論 2 2 。 ’ゴlユゴ,, 村

数学園 2 2 。 島

礎 数学W 2 2 。 早 回

物環学E 2 2 。 小池，非常勤講師

科 英語B 2 2 。 非常勤講師

技術者倫理 1 。
* 内 草草

目 キャリアプランニング 1 。 志 キ4

情報英語セミナー1 2 2 。 宇中 谷

情報英語セミナー2 2 2 。 情報科学科担当教員

特別講義 [2] 。 ム 非常勤講師

物理学基礎〔補習〕（注） 1 (2) (2) 再履修クラス

数学I 〔補習〕（注） 1 (2) (2) 再履修クラス

数学E 〔補習〕（注） 1 (2) (2) 再履修クラス

物理学I 〔補習〕（注） 1 (2) (2) 再履修クラス

小言十
38 6 6 

17 9 
2 2 [40] [2] [6] 

情報数学I 2 2 。 [',. f申 谷 * 
計算機基礎 2 2 。

* 多 回 * プログラミング演習 I 4 4 。
* 

;J、 坂 * 電気回路 2 2 。 ム 平中・永井 * 専 電磁気学 2 2 。 ム 初H 国 * マルチメディア入門 2 2 。
* 平 中

データ構造とアルコ‘リズム 2 2 。
* 山 ヲ蛇

門 情報理論 2 2 。 [',. 安 間 * プログラミング演習E 4 4 。
* 山 内 * 情報倫理 1 。
* 回 中 * 科 ソフトウェア工学 2 2 。 ム 永 井 4町

論現回路 2 2 。 ム 相F 回

電子回路 2 2 。 ム 初R 回 4町

目 情報数学E 2 2 。 ム 田 中

応用確率論 2 2 。 ム 坂

オートマトンと言語理論 2 2 。 ム 内 津

線形システム入門 2 2 。 ム 回 キナ

情報科学実習 I 2 4 。
* 情報科学糊当教員 4町
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情報科学科授業科目及び単位数表
専門教育科目

区 開講期及び週時間数 単位区分 教職科目 担当教員 考備

単
1 2 3 4 5 6 7 8 必

選択必修
選 情報 工業

授業科目名 ｛立
必 選 必、 選

子洋右一 Aナu. 弓払ユ ρ寸＇.込 位寸2一． A子＂＇一 悼ィんー戸寸4」
言選P択7吾': 選択群 選択群 i択群Z塁選択群 選択群

数 II III IV v 
分 期 期 期 期 期 期 期 期 4多 十尺 イ彦 択 修 択

プログラミング演習E 4 4 。
* 小山，井上 * 数値解析 2 2 。 ム 干中 谷

計算理論 2 2 。 ム 内 j肇

認知科学入門 2 2 。 ム 山 戸ヲ

信号処理 2 2 。 /',. 回 村

自然言語処理 2 2 。 /',. 非常勤講師

プログラミング言語 2 2 。
* !lr 4町

計算機アーキテクチャ 2 2 。 ム 多 回

情報通信 2 2 。
* 平 中

情報化社会と職業 2 2 。
* 111内・深見 女

情報科学実習H 2 4 。 τ廿 情報科学科担当教員 * 専 情報計画工学 2 2 。 /',. 安 田

知識情報処理 2 2 。 /',. 野； 本

データベース論 2 2 。 /',. 井上，武田

F~ 情報システム設計とOs 2 2 。
* 平 中

マイクロプロセッサどインタフェ］ス 2 2 。 ム 国 キナ

制御工学 2 2 。 ム 野 本 * 科 画像工学 2 2 。 ム 深 見

目

プログラミング演習W 2 2 。 情報科学科担当教員 * 計算機工学演習 2 5乙 。
* 山内・永井 * 工業技術概論（注）＇ 2 2 ム 野本・糊開也教員 ヲ蛇

輪講 2 2 。 ム 情報科学科担当教員 * 
情報ネットワーク工学 2 2 。

* 山

認識工学 2 2 。 ム 坂

暗号とセキュリティ 2 2 。 どミ 内 津

IT産業論 2 2 。 野 長 i頼

学外実習（インタ｝ンシップ）（注）＇ 1 。
単位互換科目（注）4 。
情報科学特別講義 2 2 。 ム

卒業研究（注）5 10 。 情報科学科担当教員

ノj、 104 15 22 28 22 10 

メfコ主、 言i 142 
6 6 

32 31 
30 24 10 [144] [2] ［的

（注） 1 物理学基礎，物理学 I，数学 I，数学Eを再履修する学生は，再履修クラスを受講
することもできる。再履修クラスで修得した単位についても，卒業研究着手条件や卒
業条件の単位として扱われる。

（注） 2 教育職員免許状敢得のための科目であり，取得した単位は卒業に必要な修得単位に
は含まない。

（注） 3 学外実習（インターンシップ）は， 3年次（ 5学期または6学期）の希望者を対象
とする。

（注） 4 「単位互換科目」の詳細については，巻末の「単位互換Jを参照のこと。
（注） 5 卒業研究着手条件を満たした者に対して， 7学期及び8学期に開講される。なお，

卒業研究の単位を修得するためには，通算して 1年以上の卒業研究を行うことが必要
である。
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6学期

圃
己

8学期

履修科目のつながり

4年

7学期一「

情報科学科

※英語Aか英語Bはいずれかを選択

oo 
cu 



米沢地区への移行＝卒研着手圃卒業に必要な最低限の単位数
（履修については教養科目の項目と情報科学科履修心得を熟読すること）

区分 領域等

＼
ノ
－
＼
／

ザ
〈
叫
す

hv

h

え一、ぇ

一考一考

一を一を

一生一間

一共一人

－
ノ
＼
－
ノ
＼

間
同
－
問
問

裕
一
科

入
一
幹

導
一
基

導入事国
〈文化と社会〉
lく応用と月際〉

教義科目住宅与信吾等
I ド山形こぶ〉

基盤｜ 衿掛出当話各
教育｜ ド自然と科学〉

科目
くサイエンス・スキル〉

授業科目名等

スタートアップセミナー

アドバンストセミナー
伊ト白名不問）

（科目名不問）

係国名不問）
微 分 ゆ 学1
l微分布行士学2
i上吉田科目以外）
｜（科目名不問）

共通科目 r<信康三京~；> 
くキャリアデザイン＞ I苓ヤリアデ子イン I・II 
くコミュニケーション・スキル1>I（英語）※l

展開科目（米沢地区隣諸）※2 1情報科学演習

必修

茸
l
i
－

－

開
削
一
講
引

区
樹
一
開
問

団
基
一
一
弘
教

H
H川
口

同

J

－h昨
叫

n
H
J

直
前
哨
一
紙
朝

σコ
にD

小白川地区開講
専門基礎科目

選択必修 i
※3 ｜米沢地区開講

｜専門基礎科目
専門｜ ' 

｜ ｜専門科目教育 l

！選択科目※4
科目

自由科目

情報科学基礎

(8科目20単位）

山主且辺監立）
盤謹一一一
（科目名不問）

（科目名不問）

明記一一一献一一一猷一聾一議一献額四一三一豊一一
選択必修

塁車止藍
選択

選択

米沢扇E
移行条件

~ 宮古

最低限必要な単位数

卒研若手条件

語亙一一一一
語ι
語隼

卒業条件

2皐孟
4単位

↑ I s単位 ↑ 

合計｜ ↑ 合計
E百百百て 12単位「古車亙一合計 22単位
2単位 ｜ 円事{ft6単位 ｜ 

I 「一一一 ↓ ｜ 
↓ ｜↓  

2単位 I 4単位

一一－ I 2単位

2単位

4単位※7

選択

選択

生主主
2単位

2単位

↑ 「寸百軍司 ↑ 
I I o・：立｜
｜ 「2軍国 ｜ 
｜ 「一一「 ！ ｜下記条件を満たすように選択するこ

! I is単位 ! ！と出択州

i 日間，1Ri 1 l選択群I2靴
｜及びEから計 ｜ ｜ 選択群II 2単位

｜ 「単位以ーは ｜ ｜ 選択群m2>M立

合計十一1 合言十霊長官！~~li
74単位トで古宮吋 96単「 E' 「寸百草m l ー｜他学科開訴科目閥単位まで

[ I i b単位まで
I I ! 位がてきる

I i 陥~c~，か間4単位までを自由｜ ｜科目として数えることができる．留学
I I I ｜生こっしては別途規定あ明※6

I I 単位 I I~詰臨時）：信：住吉E
I I I iることができる
↓ ｜ ｜ ｜情報リテラシー，コミュニケーション・

↓ lスキル2または展開科目を超過して
．修得してし、ない場｝合は専門科目で
充足できる

呂田
4単位※7

実害士一一
または 2単位
英語B

22単位

｜卒業研究 辺栴宣

係国名不問）
俸は名不問）
く情報リテラシー〉

（基盤教育科目） ！（情報処理）（2単位）
合計8単位から，最大61くコミュニケ一泊ン・スキlレ2>
単位を自由単位として｜（初修外国語）（4単位）

数えることができる※51展開科目の卒業要件を超えて修得
｜選択

した分（2単位まで）※2

選択必修・選択科目
として数えなかった
専門科目※3※4

必修 I 一一一
合計1 26単位 108単位

※l：くコミュニケーション・スキノレl>（英語）を専門教育科目の英語A，英語B，情報英語セミナーI，情報英語セミナーIIで代替することはできない。
※2：卒業要件（2単位）を超過して履修した展開科目の単位は，その超過分を2単位まで自由科目としてみなすことができる。
※3：卒研若手条件を上回って履修した選択必修科目の単位は選択科目としてみなすことができる。
※4：卒研若手条件を上回って履修した選択科目の単位は自由科目としてみなすことができる。
※5：卒研若手単位・卒業単位として数えることができるのは（全8単位を取得したとしても）6単位まで、で、あるので、注意すること。
※6：留学生が「日本語jを修得し，その単位を共通科目くコミュニケーション・スキル2＞（初修外国語）の単位とした場合，

共通科目くコミュニケーション・スキノレ2＞（初修外国語）分の4単位まで、自由科目に振り替え，卒業単位に数えることができる。
※7：移行条件，卒研若手条件については，選択科目の「化学C」を含めることができる。

備考・注意

合計
34単位

B単位以上必要

2年次に開講





電気電子工学科教蕎到達自標とカリキュラム





電気電子工学科の理念および学習・教育到達目標

1 .学科の理念

電気電子工学科は，産業界や地域社会のリーダーとなる技術者・研究者の育成と高震な研

究を通して日本と世界の幸福に貢献することを目的とし，次の3つを学習・教育および研究

の理念とする。

(1) 21世紀の高度情報社会，高齢福祉社会に対応できる，心豊かで総合的な判断力に富む

工学技術者ならびに研究者の養成

(2) 人間にやさしく自然と調和した科学技術への貢献

(3）独創的な新技術の開発と新しい産業の創出

2. 学科における学習同教育到達目標 FACE to FACE 

2. 1 教員と学生，学生間士，教職員間士が互いの向上のために本音で向き合う（faceto face) 

2. 2 自立した技術者のFACEを目指して，学習・教育到達自標のFACEを達成する

0自立した技術者のFACE

電気電子工業分野の基礎学力と応用力を備え，高度な電子技術社会，情報社会に貢献でき

る自立した技術者，即ち，豊富な工学的知識，科学的・論理的思考力，複眼的で柔軟な思考

力およびコミュニケーション能力を有し，信頼される技術者，責任感のあるリーダーとして，

自己研鎖により能力を高めていける能動的な技術者の育成を目指す。

Flexibi I ity柔軟性： Activity能動性： Creativity創造性： Endeavor自己研鎖

0学習贋教育到達目標のFACE

A 基礎学力 (Fundamentals) 

数学，自然科学，電気電子工学の基礎知識や情報技術を習得し，論理的に考える力を養う。

また，社会の要請や新たな科学技術の展開に対応し，適切な手法を用いて問題解決できる能

力を高める。

B 専門知識と応用力 (Application of technical knowledge) 

電気・電子・情報通信工学分野の専門的知識や関連分野の知識を蓄積し，仕事上の問題点

や課題を主体的かっ的確に分析・理解する力を養う。また，計画的に仕事を発展させて問題

解決できる能力を養うとともに，自主的，継続的な学習により専門性を深めてゆくことので

きる能力を高める。

c コミュニケーション能力 (Co11111unication ski I Is) 

書面や口頭で自分の考えや技術的内容を論理的に表現でき，相手の考えを理解して議論を

交わすことができる日本語コミュニケーション能力および国際的に情報交換ができるコミュ

ニケーション基礎能力を養い，チームで協力して仕事を遂行できる能力を高める。

D 技術者倫理と複般的思考能力 (Ethics for engineers and compound thinking) 

社会の要求に対する課題に技術者としての倫理観と使命感を持って誠実に忍耐強く取り組

み，人類社会と自然の調和的・持続的発展について多面的に考える能力を養うとともに，基

礎知識，専門知識を応用して問題を解決することができるデザイン能力を高める。
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電気電子工学科履修心得

1.科目の履修について

授業科目は，カリキュラム表（電気電子工学科授業科目及び単位数表）にしたがって開

講される。履修にあたっては，履修心得に留意して学習の計画を立てること。

また，カリキュラム表に示されている授業科目は，種々の事情により多少変更すること

がある。この場合には，掲示等により周知する。

カリキュラム表中の記号の説明

(1) 「必修・選択の別Jの楠

。印：必修科目

電磁気学 I及び演習，電気回路 I及び演習，電子物性 Iは初修生のみ受講可。

再履修生はそれぞれの科目の補習を受講すること。

0印：選択必修科目

無印：選択科目

(2) 「単位数」の欄

［ ］：修得可能な最大単位数

種々の事情により開講単位数に変更が生じる場合がある。

(3) 「教職科目Jの欄

女印を付した授業科目は，教員免許取得に係わる科目である。詳細は，各種資格

欄の fI.教育職員免許状についてJを参照のこと。

(4) 「備考」の楠

大印：他学科の学生が聴講不可の科目。ただしシステム創成工学科の学生で，あ

らかじめ許可を受けた場合は聴講可とする。

2. 卒業に要する専門教育科目の最低修得単位数について

〈卒業に必要な最低修得単位数表〉

区 分 単位数

必修科目 27 

選択必修科目 30 

専門教育科目 選択科目 23 

自由科目 6 

卒業研究 10 

言十 96 

①選択必修科目の単位を必要単位数を超えて修得した場合には，その単位数を選択科目

の単位とみなす。

②選択科目の修得単位数には，他学科開講専門科目の修得単位数が含まれる。また，選

択科目の単位を必要単位数を超えて修得した場合には，その単位数を自由科目の単位と

みなす。

円ノ

ω
ワ
t



③ 自由科目の修得単位数には，

1. 共通科目〔コミュニケーション・スキル2〕（初修外国語）をいずれか1か国語

4単位まで

2. 共通科目〔情報リテラシー〕を 2単位まで

3. 卒業要件（ 2単位）を超過して修得した展開科目の超過分を 2単位まで

の合計8単位から最大6単位を修得単位数に含めることができる。上記1.～3.を修得し

ない場合には，専門教育科目で満たすことができる。

また，留学生が（日本語）を修得し，その単位を共通科目〔コミュニケーション・ス

キル2〕（初修外国語）の単位として振り替えた場合，共通科目〔コミュニケーション・

スキル2〕（初修外国語）分の4単位までを自由科目に振り替え，卒業単位に数えることが

できる。

3.選択必修科目の修得について

選択必修科目30単位は，次の条件を満たして修得すること。

①小白J11キャンパス開講専門基礎科目 12単位中10単位

② 米沢キャンパス開講専門基礎科目

③専門科目

18単位中10単位

16単位中10単位

ただし，小白川キャンパス開講の専門基礎科目の修得単位数が10単位に満たない場合に

は，その不足分の単位数を米沢キャンパスで、開講する専門基礎科目の選択必修科目で充足

することができる。

4. 基盤教育科目の修得について

基盤教育科目は次の条件を満たして修得すること。

①導入科目［スタートアップ・セミナー］・……・・・…－……・・・・・……………・2単位

②基幹科目・・…・・・・・・…・・・・．．．．．．．．．．・・・・・・・……・・・・・・…・・・・・・・・・…．．．．．．．．．．．．・・・・・・・4単位

③導入科目［アドバンスト・セミナー］，教養科目，共通科目〔サイエンス・スキノレ〕，

共通科呂〔健康・スポーツ〕，共通科目〔キャリアデザイン〕 ・・・・・・・・・22単位以上

④共通科目 〔コミュニケーション・スキル1〕（英語）…・…・…・・・・・・・・…・・4単位

⑤展開科目・・……・・・・・・・・・…・・・・・・…・・．．．．．．．．．．・・・・…．．．．．．．．．．・……・・・・・・・…・・…・2単位以上

の合計34単位以上を修得している。

①の区分について，導入科目は［スタートアップ・セミナーJ(2単位）を修得している

こと。

②の区分について，基幹科目〔共生を考える〕領域から 2単位，基幹科目〔人間を考え

る〕領域から 2単位を修得していること。

③の区分について，教養科目〔文化と社会〕領域から 8単位以上を，共通科目〔サイエ

ンス・スキノレ〕領域の［微分積分学1J ( 2単位）及び［微分積分学2J ( 2単位）を含む

6単位以上を修得していること。上記14単位を含めて，導入科目［アドバンスト・セ

ミナー］，教養科巨のすべての領域，共通科目〔サイエンス・スキノレ〕領域，共通科

目〔健康・スポーツ〕領域，共通科目〔キャリアデザイン〕領域から合計22単位以上

を修得していること。工学部では共通科目〔サイエンス・スキノレ〕領域の［力学の基
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礎J(2単位）の修得を推奨している。

④の区分について，共通科目〔コミュニケーション・スキル1〕（英語） 4単位を修得

していること。この科目は基盤教育科目であるため，専門教育科目の「英語AJ，「英

語BJ，「電気電子英語IJ，「電気電子英語IIJをもって置き換えることはできない。

⑤の区分について，展開科目は［技術者倫理J( 1単位）［環境論J( 1単位）を含む2単

位以上を修得していること。

（基盤教育科目の必要最低単位数表〉
区分 領域名等 授業テーマ等 必修等 必要最低単位数

導入科目 スグー卜717° ・セミナー 必修 2単位

基幹科目
共生を考える （授業テーマ不問） 選択必修 2単位

人間を考える （授業テ｝マ不問） 選択必修 2単位

導入科目 T卜守ハ守ンスト・セミナー 選択

文化と社会 （授業テーマ不問） 選択必修 8単位

教養科目
応用と学際 （授業テーマ不問） 選択

山形に学ぶ （授業テーマ不問） 選択 この範囲

自然と科学 （授業テーマ不問） 選択 から22単

微分積分学l ＆；・、｛彦 2単位
この範囲

位以上を 合計34

微分積分学2 必修 2単位
から 6単

修得する 単位以

サイエンス・スキル 力学の基礎 選択（推奨）
位以上を

こと 上

（上記3授業テーマ以
修得する

共通科目 選択 こと
外）

健康・スホ。－＇！ （授業ァーマ不問）

キャリアデザイン キャリアデザ、イン
選択

コミュニケーション・スキル1 英語（C），英語（R) 必修 4単位

技術者倫理 必修 1単位
展開科目（米沢キャンパス開講）

環境論 必修 1単位

5. 卒業研究着手条件について（次ページく卒業研究着手に必要な最低単位数表〉参照）

下記の条件を満たした者は， 7学期より卒業研究に着手できる。

(1) 基盤教育科目を上記4.の条件に基づき34単位以上修得していること。

(2) 6学期末までのすべての必修科目（25単位）を修得していること。

(3) 選択必修科目修得条件の上記3.①の10単位，②の10単位，③の10単位を修得している

こと。

(4) 英語A，または英語Bの単位を修得していること

(5) 上記（2),(3）を含む専門教育科目74単位以上を修得していること。（ただし， 74単位には

自由科目として卒業単位に数えられる共通科目〔コミュニケーション・スキル2〕（初

修外国語）（いずれか1か国語），共通科目〔情報リテラシー〕，及び卒業要件（2単位）を

超過して修得した展開科目の超過分（ 2単位まで）の合計8単位から最大6単位を含め

ることができる。）

6.他学科開講授業科目の履修について

他学科に開講されている専門科目は， 8単位までを選択科巨として修得することができ

る。ただし，事前に当該授業担当教員の許可を得なければ履修できない。

なお，他学科に開講されている専門基礎科目，自学科開講科目と同一名の科目及び他学

科の学生が聴講不可の科目は，履修できないので注意すること。

7. カリキュラム表に示されている授業科目は，種々の事情により多少変更することがある。

この場合には，掲示板等で周知する。
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8. 電気主任技術者の資格について

電気電子工学科の卒業者で，工学部在学中に必要な科目の単位を修得し，卒業後に事業

所等において一定の経験年数を有する者は，経済産業省の定める第1種及び第2種電気主

任技術者免許状取得の資格が得られる。（詳細は該当ページを参照のこと。）

なお，「電気法規及び施設管理jは，隔年に開講される。

9. その他

(1) （注意）受講科目の試験で不合格となった科目，並びに履修届を出したが受講を途中で

やめたり，試わ験を受けなかったなどの科目には評価F （不可）がつけられ記録として残

される。評価Fが多い者は成績評価で不利となる。履修に当たってはこのことを良く考

慮すること。

なお，履修手続をした後でも履修登録期間終了から約 1逓間後の登録科目確認期間で，

履修科目の変更，取り消しが可能である。詳しくは，pl3，“21.米沢キャンパス開講科目

の履修手続き等について”を参照のこと。

(2) 卒業研究を実りあるものとするために， 3年次終了までに， 4年次開講の必修科目（卒

業研究，輪講等）を除く卒業に必要な最低単位数を満たしていることが望ましい。

（卒業研究着手に必要な最低単位数表〉
区分 領域等 授業科目名等 必要最低単位数 備考・注意

基盤教育科目 条件に従って34単位

6学期末ま

必修 (10科目27単位）
でに院議さ

れる25単位

すべて

10単位に満たない場合

小白川キャンパス糠苦
(6科目12単位）

は米沢キャンパス開講

専門基礎科目
10単位 専門基礎科目を多く修

得することで充足でき

選択必修 る。

米沢キャンパス開講
10単位の中には英語Aま

専門基礎科目
(9科目18単位） 10単位 たは英語Bの2単位が含

専門科目 (6科目16単位）

まれなければならない。

10単位

専 選択科目 （科目名不問）
他学科開講科目は8単位

F~ 
まで。

教 〔情報リテラシー〕 合計
2単位までを自由科目と

育 （情報処理） (2単位） 108 
して数えることができ

科 合計 単位
る。

目 （基盤教育科目） 〔コiュニケーション・スキル2〕 74単位 いずれか1か国語4単位

合計8単位から， （初｛彦外国語）
までを自由科目として

最大6単位を自由 いずれか1か国語
数えることができる。留

科目として数え （最大4単位まで）
学生については別途規

ることができる。
定あり。

自由科目 展開科目の卒業要件
卒業要件（2単位）を超え

を超えて修得した分
て修得した分を2単位ま

(2単位まで）
で自由科目として数え

ることができる。

情報リアフシー，コミュ

選択必修・選択科目と
ニケーションスキノレ2ま

して数えなかった専
たは展開科目を超過し

F~教育科目
て修得していない場合

は専門教育科目で充足

できる。

rnυ 
ワ
t



電気電子工学科授業科目及び単位数表

専門教育科目

区 単 開講期及び週時間数 修必 教

位 1 2 3 4 5 6 7 8 選択
1談

授 業 手ヰ 目 名 科 担当教員 備 考
学学学学学学学学 の 日

分 数 期期期期期期期期 }jlj 

微積分解法 2 2 。非常勤講師・小島

川白
化学C 2 2 。非常勤講師

キ
ヤ
ン

数学C 2 2 。非常勤講師

ノ、。

ス
物理学基礎 2 2 。加勝，非常勤講師

車官
工業数学 I 2 2 。

* 
｛左 藤（学）
寺署 藤

工業数学H 2 2 。
* 

佐 藤（学）
手堅 藤

専
数学 I 2 2 。非常勤講師

数学日 2 2 。佐 藤（邦）

物理学 I 2 2 。加藤，非常勤講師

門 物理学実験 2 4 。加藤，安達，小池，
非常勤講師

英語A 2 2 。非常勤講師

キャリア形成論 2 2 ’二1七＇、 キナ

基
数学E 2 2 。大 久 保

数学IV 2 2 。早 回

物理学E 2 2 。小池，非常勤講師
礎

英語B 2 2 。非常勤講師

キャリアプランニング 1 1 志 村

科 確率統計学 2 2 。大 槻

化学概論 2 2 
物質化学工学科
担当教員

機械システム概論 2 2 * 
機械シスァム

工学科担当教員

目 高分子科学 2 2 * 
機能両分子
工学科担当教員

特別講義 [2] 非常勤講師

物理学基礎［補習］（注） I (2) (2) 非常勤講師 再履修クラス

数学 I［補習］（注） I (2) (2) 非常勤講師 再履修クラス

数学II ［補習］（注） 1 (2) (2) 非常勤講師 再履修クラス

物理学 I ［補習］（注） 1 (2) (2) 非常勤講師 再履修クラス

計
41 

4 8 
14 9 

6 2 [43] (2) （自）

専 電磁気学 I及び演習 4 4 。
* 稲葉，中島 * 

F号 電気回路 I及び演習 4 4 。1た 東山・足立 ヲ蛇

科 電子物性 I 2 2 。
* 

庚 瀬（文）
ヰ耳 藤

目 電子物性演習 2 2 。1た 苦手藤・原因 4町
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区 単
開講期及び週時間数

必修 教

位
1 2 3 4 5 6 7 8 

選
耳裁

授 業 科 目 名 科 担当教員 備考
ナ,,,,. ~ 二 出寸ム- er: 且 A

ナ-
A十L, 

十-
戸ナ且包 択

分 数 の 目

期 期 期 期 期 期 期 期 別

プログラミング演習 I 4 4 。す瓦 近 1事

グループプロジェクト I 1 2 ＠ 電担気電当子教工学科員 4町

技術系文書作成法 2 2 東山，仁科 申町

量子物理 2 2 。f迂 高橋 （豊）

電磁気学E及び演習 4 4 。
* 

高橋 （愛）

* F~ 
成 同

電気回路E及び演習 4 4 。
* 

ヰ三 本
申町

南 谷

電子物性E 2 2 3年 高橋 （豊）

電磁気学I及び演習［補習］ (4) (4) 
)¥ 塚

再履修，tクラス有 d馬

電気回路I及び演習［補習］ (4) (4) 石 井
再履修女クラス山 回

電子物性 I［補習］ (2) (2) 稲 葉 再履修大クラス

プログラミング演習H 4 4 。1た 奥 山 * 
計算機基礎 2 2 。

* 稲 葉

システム基礎 2 2 * 近 藤

半導体工学 2 2 * 奥 山

電子回路 2 2 。1た 松 下

エネノレギ一変換 2 2 * キ多 本
科

電気電子英語I 2 2 * 足 立 * 
電気電子材料 2 2 * 

石 井
有 ，馬

信号処理 2 2 * 高 野

電磁波工学 2 2 * 奥 山

電気電子工学実験I 2 4 。
* 

担電気電当子教工学員科 ヲk

電気法規及び施設管理 1 1 1 * 非常勤講師 隔年開講

IT産業論 2 2 野 長 瀬 集中講義

電気電子工学特別講義 I 1 1 * 電担気電当子工教学科員
集積回路 2 2 1た 資 i額（文）

通信システム 2 2 * 近 藤

パワーエレクトロニクス 2 2 * 南 谷
白

電力工学 2 2 * 東 山

アナログ回路 2 2 * 中公 下

ディジタル回路 2 2 * 近 藤

d情報通信 2 2 * 両 野

制御工学 2 2 1た 佐藤（学）

- 77一



区

分

専

~q 

科

目

単 開講期 及 び 週 時 間 数 修必
教

位
1 2 3 4 5 6 7 8 

選択
可裁

授 業 科 目 名
$ t十,, p十且． 位寸ι- 民寸主ー‘ 戸寸ιー

十- ナ-
科 担 当 教 員 備考

数
の 自

場 期 期 期 期 期 期 期 JJIJ 

電気電子英語E 2 2 * 足 立 * 
電気電子工学特別実習 2 担電気電当子教工学員科 * 
電気電子工学実験E 2 4 。

* 
電気電子工学科

* 担当教員

電気電子工学特別講義H 1 1 4ミ 電気電子工学員科
担当教

計測工学 2 2 * 八 塚

エネノレギー輸送 2 2 * 東 山

基礎製図 2 2 * 前 橋 ヲ骨

輪講（注）2
電気電子工学科2 2 。

* 担当教員

工業技術概論（注）3 2 2 1た 手年藤，杉本，近藤

学外実習（インターンシッブ＇） （注）4

単位互換科目（注）5

卒業研究（注）6 10 。電気電子工学科員
担当教

計 102 22 
14 

26 25 11 (10) 

主口主、 計
143 8 

34 36 
23 32 25 13 

[145] (2) (16) 

（注） 1 物理学基礎，物理学I，数学I，数学Eを再履修する学生は，再履修クラスを受講することもできる。

再履修クラスで修得した単位についても，卒業研究着手条件や卒業条件の単位として扱われる。

（注） 2 卒業研究着手条件を満たした者に対して開講される。

（注） 3 7学期開講の工業技付概論は，教育職員免許状の授与には必修であり，取得した単位は卒業に必要な

修得単位には含まない。

（注） 4 学外実習（インターンシップ）は， 3年次（ 5学期または6学期）の希望者を対象とする。

（注） 5 f単位互換科目Jの詳細については，巻末の「単位互換」を参照のこと。

（注） 6 卒業研究着手条件を満たした者に対して， 7学期及び8学期に開講される。なお，卒業研究の単位を

修得するためには，通算して 1年以上の卒業研究を行うことが必要である。

再履修クラスについて

3学期に開議される下記各科目については， 4学期に再履修クラスを設置する。

1.電磁気学 I及び演習（必修科目）

2.電気回路I及び演習（必修科目）

3.電子物性 I （必修科目）

上記科自の履修者のうち， 3学期終了時点で単位未修得の者でかつ単位修得を希望する者は， 4学期に開講さ

れる下記の再履修クラスを受講すること（上記科目を再度履修することはできないので注意すること）。

1.電磁気学I及び演習［補習］

2.電気回路I及び演習［補習］

3.電子物性 I［補習］

再履修クラスにおいて，所定の成績を修めた者に対しては， 3学期開講の該当科目の単位が与えられる。なお，

再履修クラス実施の詳細について，掲示等により別途告知する場合があるので注意すること。

10月に小白川キャンパスから米沢キャンパスに履修地を変更した学生は，担当教員と相談し，翌年の開講を待

たずに4学期の再履修クラスで受講すること。
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--1 
巳0

基盤
教育
科目

専門
教育
科目

米沢キャンパスへの移行圃卒研着手掴卒業に必要な最低限の単位数
（履修については6ページ基盤教育科呂の項目と， 70ページ電気霞子工学科履修心得を熟読すること）

最低限必要な単位数

区分 領域等 授業テーマ等 必修等
米沢地区

卒研着手条件 卒業条件
移行条件

導入科目 スタートアッ7＂セミナー 必修 2単位 2単位 2単位

基幹科目 共生を考える 、択必修 2単位 2単位
4単位

人間を考える 択必修 2単位 2単位
導入科目 アドハeンストセミナー 択

文化と社会 （授業テーマ不問） 1 宇尺必修； 8単位

教養科目
応用と学際 （授業ァーマ不問） 宇尺
山形に学ぶ （授業ァーマ不問） 選択 合計 合計
自然と科学 （授業ァーマ不問） 選択 12単位 22単位

微分積分学l 必修 どちらか 2単位 ムロ弘ロl
22単位

サイエンス・スキル
微分積分学2 必イ彦i 2単位 2単位 6単位
力学の基礎 選択（推奨）

共通科目 （上記3授業ァーマ以外） 選択
健康・スホ。ーツ （授業ァーマ不問） 選択
キャリアプ了ザイン キヤジアデザイン 選択
コミュニケーション・スキルl （英語）※1 必修： 2単位 4単位 4単位

展開科目（米沢地区開講）※2 技術者倫理 必修 l単位
2単位

環境論 必修i 1単位
6学期末までに

必修 Clo科目27単位） £,{rt 開諾される 27単位
25単位すべて

小白川地区間講
6単位

専門基礎科目
(6科目12単位） 選択必修 10単位

選択必修
※3 米沢地区開講

(9科居18単位） 選択必修 10単位
30単位

専門基礎科目
専門科目 (6科目16単位） 選択必修 10単イ立

選択科目※4 （授業ァーマ不問） 選択 合計 23単位
〔情報リアフシー〕

選択 74単位

（基盤教育科目） （情報処理）（2単位）

合計8単位から，最大6〔コミュニケーション・スキル2〕
選択

単位を自由単位として （初修外国語）（4単位）

自由科目 数えることができる※5展療科目の卒業要件を超えて 6単位
選択

修得した分（2単位まで）※2

選択必修・選択科目
として数えなかった 選択
専門科目※3※4

卒業研究 必修 10単イ立
ぷに〉コ、苦ロ1ー 26単位 108単位 130埠

※1：〔コミュニケーション・スキルl〕（英語）を専門教育科目の英語A，英語B，電気電子英語I，電気電子英語IIで代替することはできない。
※2：卒業要件（2単位）を超過して履修した展開科目の単位は，その超過分を2単位まで自由科目としてみなすことができる。
※3：卒研着手条件を上回って履修した選択必修科目の単位は選択科目としてみなすことができる。
※4：王手研着手条件を上回って履修した選択科目の単位は自由科目としてみなすことができる。
※5：卒研着手単位・卒業単位として数えることができるのは（全8単位を取得したとしても）6単位までであるので注意すること。
※6：留学生が（日本語）を修得し，その単位を共通科目〔コミュニケーション・スキノレ2〕（初修外国語）の単位とした場合，

共通科目〔コミュニケーション・スキノレ2〕（初修外国語）分の4単位まで自由科目に振り替え，卒業単位に数えることができる。

↑ 

合計
34単位

合計
96単位

位

備考・注意

B単位以上必要

2年次に開講

!OJ:]i位に満たない場合は米沢キャ
ンパス閲；，~；W門基礎科目を多く履
修することで充足できる
10単位の中には英語Aまたは英語B
の2単位が含まれなければならない

他学科OOci耳科目l土8単位まで
2単位までを自由科目として数えるこ
とができる
いずれかlか国詰4単位までを自由
科目として数えることができる．留学
生については別途規定あり※6

卒業要件（2単位）を超えて修得した
分を2単位まで自由科目として数え
ることができる
情報日テラシー，コミューケーション・
スキル2または展開科目を起過して
修得していない場合は専門科目で
充足できる
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己コ

学習・

教育 年
目標 前 期 後期

基盤教育科目＊ 物理学基礎O 一一一

（サイエンススキル・

白然と科学）

微積分解法O一一一
数学co ----

(A) 
基礎学力 情報リテラシー＊

化学co 工業数学~~け『」、；：－、
工業数学

(B) 
専門知識

と

応用力

(C) スタート717°セミナ｝。＊

コミュニ

ケーショ 外国語科目。＊一一 外国語科目。＊一

ン能力

(D) 
基盤教育科目。＊ 基盤教育科目。＊

（サイエンススキル・
技術者倫

自然と科学以外）
理と複眼

的思考能
スタート717°セミナー。＊

力

。：必修科目， O選択必修科目，＊：基盤教育科目

2 

前期
物理学IO

物理学実験。

数学IO]
数学no
プログラミンク叩演習 I＠一一一一

電磁気学I及び演習。

電子物性I。 『

電子物性演習O

日子物理O

グル~J" 7・ ロγェクト I。

英語A 0 

技術系文書作成法

〔

キャリア形成論

グルー7° 7° ロγェクト I@

科目履修の流れ

授 業 不十 目 名

年 3 年 4 年

後期 前期 後期 前 期 後期
物理学no

数学四0コ 確率統計学O

数学IVO

タ ラ 抑 制＼ 
電磁気学問び演習0 ""-

計開基与一一一／一〈L 
情報通信

電磁波工学 通信システム

信号処理 アナログ回路

電子回路O ディジタル回路

システム基礎 制御工学 計測工学

ネ すだ

電力工学 了一 エネノレギー輸送

電子物性H一一一f半導体工 ハ。ワーエレクトロニクス

電気電子材 集積回路

電気電子工学実験I＠ 一 電気電子工学実験立。

卒業研究。 卒業研究。

電気電子工学実験I@{電気電子工学実験立。

電気電子工学特別実習

隠語B u 電気電子英語I 電気電子英語H一一一 輪講。

卒業研究。 卒業研究。

IT産業論

環境論。＊ 電気電子材料

技術者倫理。＊ 化学概論 通信システム 工業技術概論

機械システム概論 電力工学 高分子科学

キャリア7・ 7ニング ’忍気電子工学特別議義I 電気電子工学特別講義E 基礎製図

（電気法規及ひ施設管理） （電気法規及び施設管理）

電気電子工学実験I＠＼〔電気電子工学実験立。

電気電子工学特別実習 卒業研究。 卒業研究。



械シスチム工学科教青到達目標とカリキュうム





機械システム工学科の教育理念および学習・教育到達目標

機械系エンジニアへの社会の期待

機械システム工学科が関わる分野は，輸送，生産，エネルギー，家電，医療福祉，建設，

航空宇宙，海洋など多岐にわたり，機械系エンジニアには人間活動のあらゆる分野で科学技

術的な側面からの強力な推進役として幅広い貢献が求められている。同時に，「ものづくり」

という観点から人間生活に最も密着したところでの科学技術に貢献しており，社会生活や環

境に科学技術が与える波及効果や責任を常に念頭において次世代を担う新たな製品開発が求

められている。自動車一つを例にとってみても，安全で快適なドライピング性能だけでなく，

人間の感性を駆使した外観デザインや排気ガス，省エネルギーおよび騒音対策など対環境性

の高いデザインコンセプトが必要不可欠となってきている。したがって，現在，機械系エン

ジニアには機械工学の基礎力を身につけ，グローパノレな視点から機械をシステムとして統合

する柔軟な幅広い素養をもち，かっ，進展の著しい科学技術の担い手として独創性・創造性

を発揮できることが強く要請されている。

機械システム工学科の教育理念

このような機械系エンジニアに対する社会の要請を踏まえて，本学科では，機械工学の基

礎知識の上に，多岐にわたり高度に成長する先端技術を取り入れ，かっ，技術が杜会や自然

に与える波及効果や社会に対して技術者が負う責任を認識させながら，国際的な視点から社

会と産業の発展に貢献しうる技術者ならびに研究者の養成を目的とする。そのために，学生

個々人の個性を尊重した人格を形成するとともに，健全かっ多様な価値観に基づき主体的に

行動できる「前向きJで「独創性，想像性豊な」人材を育成する。

育成する技術者像

上記の理念にもとづき，本学科は次に示す（ 1）～（ 5）の能力を備えた技術者ならびに

研究者を育成する。

(1) 機械工学の基礎知識を有している。

(2) 多岐にわたり高度に成長する先端技術を継続的に学び続ける能力がある。

(3) 国際的な視点を持ち，技術が社会や自然に与える波及効果や，技術者が負う責任を理

解した上で，社会と産業の発展に貢献できる。

（必 健全かっ多様な価値観に基づき主体的に行動で、き，前向きで独創性と創造性に富んで

いる。

(5) 研究，開発，設計，生産など，ものづくりの場面で実践力を発揮し，課題に粘り強く

取り組むことができる。

機械システム工学科の学習・教育到達目標

本学工学部の創設は，名君上杉鷹山公が興した地場産業「米織」が礎となっており， 1910

年に開設された米沢高等工業学校が前身である。それ以来，本学機械系出身者は「ものづく

り」の現場で研究，開発，設計，生産に携わる粘り強く誠実で堅実な技術者として高い評価

を受けてきている。このような歴史と伝統に脊まれた卒業生の活躍分野に鑑みて，本教育プ
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ログラムでは，実践的・実学的教育を重視している。特に，演習，実験，機械工作実習，設

計製図，ゼミナールなどの実技科目，およびエンジニアリング創成や卒業研究などのデザイ

ン科目を通して達成される，次の2大教育目標を掲げている。

1. ものとの触れ合いを通して，研究，開発，設計，生産の技術を体得できる実践的・実

学的な教育を行なう。

2.筋道を立てて説明できる「理論的思考力と記述力J，自分の考えを表現し正確に伝える

ことができる「プレゼンテーション能力j，幅広い視野をもち他人の意見も尊重しなが

ら判断，討議できる「判断力及びディベート能力」，グローパル化時代に相応しい「国

際感覚を身につけたコミュニケーション能力」，そして既成の概念にとらわれない「創

造力j を養成する。

これらの教育目標を実現するため，教養・専門教育に共通の具体的な学習・教育到達目標

を次のように掲げている。

(A）工学の基礎力：工学の基礎としての数学（特に，線形代数学，微積分学，確率・統計），

物理学，情報処理の基礎知識を身につけ，それらを応用できる能力を養う。

(B）技術者倫理と国際性を兼ね備えたリーダーシップ：山形という恵まれた自然環境のもと

で健全な価値観に基づいた技術者倫理観を体得し，外国人教員や国際感覚豊な教員との

触れ合いを通じて外国語に関する教養と国際性を養い，地球的視点から多面的に物事を

捉え先導できるリーダーとしての素養を養う。

(C）計画的遂行力とグループ活動能力：実験・実習・演習を通じて，与えられた制約の下で計

画的に仕事を進め，まとめる能力を身につける。また，これらを通じて友人と切嵯琢磨

しあうことによって，グルーフo活動能力，協調性，行動力，決断力，指導力を養う。

(D）創造力，自主的行動力およびコミュニケーション能力：卒業研究や実験・実習・演習・ゼ

ミナーノレなどにおける実践的科目を通じて，創造力，構想・着想力，問題発見・解決能

力を身につける。さらに，日本語による論理的な思考力・記述力，発表・討議能力，国

際的に通用するコミュニケーション基礎力を身につけ，自主的かっ計画的に行動で、きる

能力を養う。

(E）自主的・継続的学習能力：知識の単なる暗記ではなく，知識の本質を理解しながら自主的

に学習する能力を身につけ，社会および科学技術の変化に常に対応して進展著しい最先

端の分野を継続的に学習できる生涯自己学習能力を養う。

(F）職業観：早期から専門領域における自分の関心を見極めることによって目的意識や健全

な職業意識を育み，将来の職業選択を自主的に行える能力と職業観を身につけ，社会と

産業の発展に果敢に取り組む意欲を養う。

さらに，機械工学分野の専門教育では，機械工学の基礎となる各種力学および，広い工学

問題の解決に機械工学を応用する発展的分野について，次の具体的な学習・教育到達目標を

掲げている。

(G）機械工学の基礎：工業力学，材料力学，流体力学，熱力学，運動学・機械力学などの機械

工学の基礎知識を身につけ，それらを機械の解析・設計および問題解決に応用できる能

力を養う。
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(H）実践的機械工学：機械工学の中心をなす以下の実践的分野の中から，自身の将来ビジョ

ンに基づき選択した科目履修を通し，積極的な学習姿勢で専門性を高める。

〔材料・構造工学分野〕

機械材料のミクロ挙動，構造強度および振動の解析，各種機械システムの力学的特性を

踏まえた構造設計，および関連する分野。

〔熱流体・エネノレギー工学分野〕

熱移動および流れの精密測定や解析，エネノレギーの有効利用を図るシステム，および関

連する分野。

〔デザイン・ロボティクス分野〕

機械要素，運動機構および各種ロボットの解析と設計，コンピュータ技術を援用した新

しい機械制御システムの開発，および関連する分野。

また，以上の分野を含め，専門知識を多様な工学問題に応用し，解決する能力を養う。

(I）開発・設計・生産技術およびデザイン能力：ものとの触れ合いを重視した実践的な教育を

通じて，開発，設計および生産の技術を身につけ，それらを利用して社会が要求する機

械関連の問題を解決するデザイン能力を養う。

(J）実験・シミュレーションの計画・遂行力：卒業研究や実験などを通して，問題解決に必要

な実験やシミュレーションなどを計画・遂行し，その結果を解析して考察できる能力を

養う。

(K）技術者倫理観：技術（者）のあるべき社会的責任や環境・エネルギー問題を学ひ、ながら，

地球的視点から物事を考える能力を養う。

山形大学工学部機械システム工学科昼間コースは， 2003年度に日本技術者教育認定機構

(JABEE）より認定された教育フ。ログラムである。 次に掲げる達成度基準を満たした本フ。ロ

グラムの卒業生は，技術者として必要な知識や能力が社会のニーズに応えられて，国際的に

も通用する教育を受けたことが証明されている。また，技術士一次試験（国家試験）が免除

され，技術土補となる資格を有する。

以上
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各学習・教育到達目標を達成するための科目および達成基準一覧

科目名の後の。は必修科目， 0は専門基礎科目の選択必修科目嘗 Aは専門科医の選択必修科目を表す．

設定ポイント数！ま（単位数）と（重み）を乗じた｛直を表す
学習・

達成度評価対象 単位数 重み 到達ポイ
各対象の評価方法と評価基準教育到達目標 ント数

［数学・物浬学関連科目］ 左記のうち29.6ポイント以上を取得．
機械工学基礎11(0) 2 0.5 1.0 各科目の取得条件はシラパスに記載の通り
機械工学基礎狙（0) 2 0.5 1.0 60点以上を合格とする．
機械工学基礎N(O) 2 0.5 1.0 数学・物理学関連科医から14.0ポイント以上を
物理学実験（。） 2 1.0 2.0 取得
物濠学 1(0) 2 1.0 2.0 
物理学11(0) 2 1.0 2.0 
化学概論（0) 2 1.0 2.0 

エレクトロニクス概論（0) 2 1.0 2.0 
教養科目の自然と科学φ 2xn 1.0 2.0xn 
教養科医の応用と学際（理工系） φ 2xn 1.0 2.0xn 

教養科巨の山形に学ぶ（理工系） φ 2xn 1.0 2.0xn 

力学の基礎（サイエンス・スキル）＠ 2 1.0 2φO 

［情報処理関連科目 物理学 I,IIから2単位以上を取得．
情報リテラシー（自由科目）※（共通科目） 2 1.0 2.0 

機械情報処理演習 2 0.7 1.4 理工系の教養科目，力学の基礎，
機械システム基礎及び実験（。） 3 0.1 0.3 
［微積分学関連科目

微分積分学1（＠）（サイエンス・スキル） φ 2 1.0 2.0 自然と科学，サイエンス・スキルから
(A) 微分積分学2（。）（サイエンス・スキル） φ 2 1.0 2.0 6単位以上を取得

工学の基礎力 機械工学基礎 1(0) 2 0.4 0.8 
微積分解j去 2 1.0 2.0 学習・教育到達目標A,Bの教養科目，健康・スポーツ，
数学 I(0) 2 1.0 2目。 サイエンス・スキル＠から22単位以上を取得，
数学班（0) 2 1.0 2.0 
数学N(O) 2 1.0 2.0 情報処理関連科目から1.7ポイント以上を取得．
運動と力学（。） 2 0.5 1.0 ※取得することが望ましい．
工学解析及び演習 2 0.3 0.6 

［線形代数学関連科目

数学C(O) 2 1.0 2.0 微積分関連科白から6.0ポイント以上を取得．
数学百（0) 2 1.0 2.0 数学 I,III,Nから2単位以上を取得．
工学解析及び演習 2 0.2 0.4 線形代数学関連科目から3.0ポイント以上を
伝熱工学 2 0.1 0.2 取得
計算力学 2 0.2 0.4 

口ボティクス 2 0.3 0.6 

［確率・統計関連科医］

機械システム基礎及び実験（＠） 3 0.1 0.3 確率・統計関連科目から0.9ポイント以上を
確率統計学（0) 2 1.0 2.0 取得
機械計j郎j去 2 0.3 0.6 確率統計学，機械計測法から2単位以上を取得．
設計工学 2 0.15 0.3 

人聞を考える（。）（基幹科目） 2 1.0 2.0 左記のうち12ポイント以上を取得．

共生を考える（。）（基幹科目） 2 1.0 2.0 各科目の取得条件はシラパスに記載の通り．

教養科目の文化と社会。闘 2xn 1.0 2.0xn 60点以上を合格とする
教養科目の応用と学際（人文社会系）φ 2xn 1.0 2.0xn 文化と社会固から8単位以上取得，
教養科目の山形に学ぶ（人文社会系） φ 2xn 1.0 2,0xn 学習・教育到達目標A,Bの教養科目，健康・スポーツ1

（日） 共通科目の健康・スポーツ φ 2(1)xn 1.0 2.0(1.0)xn サイエンス・スキル＠から22単位以上を取得
技術者倫理と コミュニケーション・スキル2（自由科目）※ 2x2 1.0 2.0x2 
国際性を兼ね

英語A(O) 2 1.0 2.0 左記のうち8.9ポイント以上を取得．備えたリーダー
シップ 英語8(0) 2 1.0 2.0 各科目の取得条件はシラパスに記載の透り．

英語（R,C）（＠）（コミュニケーション・スキル1) 2x2 1.0 2.0x2 60点以上を合格とする

ゼミナール（。） 2 0.2 0.4 ※取得することが望ましい．

機械技術者倫理（。）（展開科目） 2 0.25 0.5 

ス9ートアップセミナー（。）（導入科目） 2 1.0 2.0 

アドJtンストセミナー（導入科目） 2 1.0 2.0 

左記の科目1.2ポイントを取得．

( c) 機械システム基礎及び実験（。） 3 0.1 0.3 与えられた課題に対する実験または実習（40%),

計随的遂行能 エンジニアリング創成（。） 5 0.1 0.5 及び提出されたレポート（60幼を評価する．
カとグループ 機械工作実習（＠） 2 0.2 0.4 エンジニアリング創成ではポス告一発表を課す
活動能力 全て出席することを義務付ける．

60点以上を合格とする

84 

総合評価基方準法
及び評価

左記を全て

満足すること

基準ポイント数：

29.6 

“n”は科目数を

表す

左記を全て

満足すること

基準ポイント数：

20.9 

“n”は科目数を

左記を全て

満足すること

基準ポイント数・

2.2 



科医名の後の。は必修科目， 0は専門基礎科目の選択必修科目，ムlま専門科呂の選択必修科目を表す

到達ポイント数は（単位数）と（重み）を乗じた値を表す
学習・

達成度評価対象 単位数 重み 到ン達卜ポ数イ 各対象の評価方法と評価基準
総合評価方法

教育歪I）達隠標 及び評価基準

(C) 
研究発表（20%），研究内容（80%）の割合で 基準ポイン卜数：

（前ページから 卒業研究（。） 10 0.1 1.0 所定の項目評価に従って評価し，
2.2（前ページか

の続き） らの続き）
平均点60点以上を合格とする．

工学解析及び演習 2 0.2 0.4 左記の科巨のうち0.4ポイント以上を取得
機械情報処理演習 2 0.3 0.6 各科目の取得条件lまシラパス！こ記載の通り．
機械システム設計及び演習 4 0.3 1.2 ゼミナールでは全て出席することを義務付ける
ゼミナール（。） 2 0.2 0.4 60点以上を合格とする

与えられた課題に対する実習（40出）及び

機械工作実習（。） 2 0.4 0.8 提出されたレポート（60見）を評価する．

全て出席することを義務付ける

平均点60点以上を合格とする．

(D) 機械シスTム設計及び製図 I（。） 1.5 0.2 0.3 左記の科目1.2ポイントを取得 左記を全て

創造力，自主 機械システム設計及び製図II（。） 1.5 0.2 0.3 取得条件はシラパスに記載の通り 満足すること
的行動力およ 機械システム設計及び製図ill（。） 3 0.2 0.6 全て出席することを義務付ける
びコミュニケー 60点以上を合格とする． 基準ポイント数：
ション能力

左記の科目1.3ポイントを取得． 4.7 

与えられた課題に対する実験（40百）及び

機械システム基礎及び実験（＠） 3 0.1 0.3 提出されたレポート（60%）を評価する．
エンジニアリング富lj成（。） 5 0.2 1.0 エンジニアリング創成ではポスヲ一発表を課す

全て出席することを義務付ける

60点以上を合格とする．

研究発表（20出），研究内容（80弘）の割合で

卒業研究（。） 10 0.1 1.0 所定の項目評価に従って評価し1

平均点60点以上を合格とする

与えられた課題に対するレポートを提出させ

ゼミナール（。） 2 0.2 0.4 
理解の程度を評価する

全て出席することを義務付ける

60点以上を合格とする．

エンジニアリング創成ではポス告一発表を課す．

エンジニアリング創成（。） 5 0.2 
全て出席することを義務付ける 左記を全て

1.0 
所定の項目評価に従って評価し 満足すること

( E) 
平均点60点以上を合格とする．

自主的’継続
研究発表（20日），研究内容（80見）の割合で 基準ポイント数：的学習能力

卒業研究（。） 10 0.1 1.0 限定の項巨評価に従って評価し， 2.7 

平均点60点以上を合格とする．

学外実習（インヲーンシップ） 0.3 0.3 友記の科目のうち0.3ポイント以上を取得
特別講義 [1] 1.0 1.0 与えられた課題に対するレポートを提出させ
機械システム工学特別講義 [1] 1.0 1.0 理解の程度を評価する．
工場見学（3年）（A,.) 0.3 0.3 60点以上を合格とする．

特別講演会（随時）（4.) 0.3 0.3 .は参加を推奨するレポートを提出のこと

機械技術者倫理（。）（展開科目） 2 0.5 1.0 

ものづくりの慕礎（展開科目） 2 1.0 2.0 左記の科目のうち1.4ポイント以上を取得

ベンチャービジネス論（擦問科目） 2 1.0 2.0 取得条件iまシラバスに記載の通り 友記を

科学と技術（展開科巨） 2 1.0 2.0 60点以上を合格とする． 満足すること
( F) キャリア形成論（0) 2 1.0 2.0 

職業観 キャリアプランニング（0) 1.0 1.0 基準ポイント数
学外実習（イン告ーンシップ）（3年）（4.) 0.4 0.4 左記のAのいずれかに参加してレポートを 1.4 

工場見学（3年）（A,.) 0.4 0.4 f呈出のこと
特別講演会（槌時）（4.) 0.4 0.4 

学科が指定する職業に関する講演会（A) 1.0 I 0 

機械工学基礎 I(0) 2 0.6 1.2 

機械工学基礎宜（0) 2 0.5 1.0 左記の科目のうち2.6ポイント以上を取得
機械工学基礎ill(O) 2 0.5 1.0 各科呂の取得条件はシラパスに記載の通り
機械工学基礎N(O) 2 0.5 1.0 60点以上を合格とする．

工学解析及び演習 2 0.3 0.6 

( G) 連続休の振動学 2 0.5 1.0 

機械工学の 機械工作法 2 0.5 1.0 左記を全て
基礎力 材料力学 I（ム） 2 1.0 2.0 満足すること

工業材料（,6.) 2 1.0 2.0 学習・教育到達目標で指定した科目のうち
流体工学（ム） 2 1.0 2.0 8.0ポイント以上を取得． 基準ポイント数．
工業熱力学（ム） 2 1.0 2.0 各科目の取得条件はシラパスに記載の還り 26.8 

機構学（.6.) 2 1.0 2.0 60点以上を合格とする．
制御工学（,6.) 2 1.0 2.0 

F
h
u
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科医名の後の。は必修科呂， 0は専門基礎科目の選択必修科悶， Aは専門科目の選択必修科隠を表す，

到達ポイント数は（単位数）と（重み）を乗じた値を表す

学習・
達成度評価対象 単位数 重み

到達ポイ
各対象の評価方法と評価基準

総合評価方法
教育到達目標 ント数 及び評価基準

基礎材料力学及び演習（＠） 2 1.0 2.0 

基礎振動工学及び演習（。） 2 1.0 2.0 左記の科目11ポイントを取得

基礎熱力学及び演習（。） 2 1.0 2.0 各科白の取得条件はシラパスに記載の通り

基礎流体力学及び演習（。） 2 1.0 2.0 60点以上を合格とする．

運動と力学（。） 2 0.5 1.0 

運動と力学演習（。） 2 1.0 2.0 

取得条件はシフパスに記載の通り．

基礎製図（。） 1.0 1.0 全て出席することを義務付ける

60点以上を合格とする

機械シスァム設計及び製図 I（。） 1.5 0.3 0.45 左記の科目1.8ポイントを取得。 左記を全て

機械システム設計及び製図 II(@) 1.5 0.3 0.45 取得条件はシラパスに記載の通り． 満足すること

機械システム設計及び製図ill（。） 3 0.3 0.9 全て出席することを義務付ける
(G) 60点以上を合格とする 基準ポイント数

機械工学の
与えられた課題に対するレポートを提出させ 26.8 

基礎力
（前ページから ゼミナール（。） 2 0.2 0.4 環解の程度を評価する （前ページから

の続き） 全て出席することを義務付ける の続き）

60点以上を合格とする

与えられた課題に対する実験（4日目）及び

機械システム基礎及び実験（。） 3 0.2 0.6 
提出されたレポート（60拍）を評価する

全て出席することを義務付ける

平均点60点以上を合格とする

与えられた課題に対する実習（40%）及び

機械工作実習（。） 2 0.2 0.4 
提出されたレポート（60%）を評価する

全て出席することを義務付ける．

平均点60点以上を合格とする．

研究発表（20出），研究内容（80見）の割合で

卒業研究（。） 10 0.1 1.0 所定の項目評価に従って評価し，

平均点60点以上を合格とする

材料力学豆 2 1.0 2.0 

連続休の振動学 2 0.5 1.0 

材料・構 計算力学 2 0.6 1.2 

造工学分 材料科学 2 1.0 2.0 
野 材料塑性学 2 1.0 2.0 

先端工業材料 2 1.0 2.0 

伝熱工学 2 0.9 1.8 左記の科目のうち
熱流体・ エネルギー変換工学 2 0.7 1.4 5ポイント以上を取得
ヱネル

計算熱流体力学 2 0.5 1.0 各科目の取得条件はシラパスに記載の通り
ギー工学

分野 熱流体工学 2 1.0 2.0 60点以上を合格とする

流体機械 2 1.0 2.0 左記を全て

機械シスTムプログラミング 2 1.0 2.0 満足すること

メカトロニクス 2 1.0 2.0 
デザイ 口ボティクス 2 0.7 1.4 基準ポイント数
ン・ロボ

CAD/CAM/CAE 2 1.0 2.0 9.0 
ティクス
分野 設計ヱ学 2 0.85 1.7 

機械工作法 2 0.5 1.0 

微細加工 2 1.0 2.0 

(H) エンジニアリング創成ではポス告一発表を課す．

実践的機械工学
エンジニアリング創成（。） 5 0.2 

全て出席することを義務付ける
1.0 

所定の項目評価に従って評価し

平均点60点以上を合格とする

研究発表（20引，研究内容（80日）の都合で

卒業研究（。） 10 0.3 3.0 所定のI頁巨評価に従って評価し，

平均点60点以上を合格とする
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科目名の後の。！ま必修科目， 0は専門基礎科目の選択必修科目， .6.1ま専門科目の選択必修科目を表す．

至lj達ポイント数iま（単位数）と（重み）を乗じた値を表す

学習・
達成度評価対象 単位数 重み

到達ポイ
各対象の評価方法と評価基準 総合評評価価方法

教育到達目標 ント数 及び 基準

与えられた課題に対する実習（40%）及び

機械工作実習（。） 2 0.2 0.4 
提出されたレポート（60却を評価する．

全て出席することを義務付ける．

平均点60点以上を合格とする

機械シスTム設計及び製図 I（。） 1.5 0.3 0.45 友~aの科目 1.8ポイントを取得．
機械システム設計及び製図II（。） 1.5 0.3 0.45 取得条件lまシラパスに記載の通り．

機械システム設計及び製図狙（。） 3 0.3 0.9 全て出席することを義務付ける．

60点以上を合格とする．

(I) 左記の科闘のうち1.3ポイント以上を取得 左記で判定

開発・設計・生 機械システム基礎及び実験（。） 3 0.1 0.3 与えられた課題ごとに対する実験（40出）及び

産技術および エンジニアリング創成（。） 5 0.2 1.0 提出されたレポート（60%）を評価する． 基準ポイント数・
デザイン能力 機械システム設計及び演習 4 0.4 1.6 エンジニアリング創成ではポス宇一発表を課す． 4.5 

全て出席することを義務付ける

平均点60点以上を合格とする

研究発表（20出），研究内容（80弘）の割合で

卒業研究（＠） 10 0.1 1.0 rli定の項目評価に従って評価し1

平均点60点以上を合格とする．

与えられた課題に対するレポートを提出させ

学外実習（インヲーンシップ） 0.3 0.3 理解の穏疫を評価する

60点以上を合格とする．参加を推奨する

計算力学 2 0.2 0.4 左記の科目のうち0.4ポイント以上

計算熱流体力学 2 0.5 1.0 取得することが望ましい．

機械計測法（0) 2 0.7 1.4 各科目の取得条件はシラパスに記載の通り

機械システム設計及び演習 4 0.3 1.2 60点以上を合格とする

機械シスTム設計及び製図 I（。） 1.5 0.2 0.3 左記の科目1.2ポイントを取得．

機械システム設計及び製図 II（。） 1.5 0.2 0.3 取得条件はシラパスに記載の通り

機械システム設計及び製図III（。） 3 0.2 0.6 全て出席することを義務付ける 左記を全て
( J) 

平均点60点以上を合格とする 満足すること
実験・シミユ

左記の科目1.4ポイントを取得．
レーションの計
国・遂行力 与えられた課題ごとに対する実験（40出）及び 基準ポイント数・

機械システム基礎及び実験（。） 3 0.3 0.9 提出されたレポート（60%）を評価する 4.0 

エンジニアリング創成（。） 5 0.1 0.5 エンジニアリング創成ではポス告一発表を諜す．

全て出席することを義務付ける

平均点60点以上を合格とする

研究発表（20%），研究内容（80%）の割合で

卒業研究（。） 10 0.1 1.0 所定の項目評価に従って評価し，

平均点60点以上を合格とする

エネルギー変換エ学 2 0.3 0.6 左記の科目のうち0.9ポイント以上を取得．

ゼミナール（。） 2 0.2 0.4 平均点60点以上を合格とする

機械技術者倫理（。）（展関税巨） 2 0.25 0.5 左記で判定

( K) 研究発表（20見），研究内容（80%）の割合で

技術者倫理観 卒業研究（。） 10 0.1 1.0 所定の項目評価に従って評価し， 基準ポイント数：

平均点60点以上を合格とする 1.9 

工場見学（3年）（.A) 0.3 0.3 参加を推奨する

特別講演会（随時X企） 0.3 0.3 ...は参加を奨励するレポートを提出のこと
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機械システム工学科履修心得

1. 科目の履修について

授業科目は，カリキュラム表（機械システム工学科授業科目及び単位数表）にしたがって

開講される。履修にあたっては，履修心得に留意して学習の計画を立てること。また，カ

リキュラム表に示されている授業科目は，種々の事情により多少変更することがある。こ

の場合には，掲示等により周知する。

「専門教育科目」は，「専門基礎科目Jと「専門科目Jに区分され，さらに，必修科目，

選択必修科目，選択科目の指定がある。

カリキュラム表中の記号の説明

(1) 「単位数」の欄

［ ］：修得可能な最大単位数（種々の事情により開講単位数に変更が生じる場合

がある。）

(2) 「必修・選択の別」の欄

。印：必修科目， 0印：選択必修科目，無印：選択科目

(3）「教職科目j の欄

大印を付した授業科目は，教員免許取得に係わる科目である。詳細は巻末の，「各

種資格j の「 I.教育職員免許状についてJを参照のこと。

2. 卒業研究着手条件について

下記の条件を満たした者は，卒業研究に着手できる。

(1）基盤教育科目

導入科目（スタートアップセミナー） ・….........・ H ・－－－…－ 2単位

基幹科目 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4単位

導入科目（7ドバンストセミナ］）？教養科目，共通科目（ rサイエンス・スキルJI 「健康・スポ］ツJ，「キャリアデザインJ)

22単位以上

コミュニケーション・スキル1 （英語）－…・・・…・・・一…－－－－－ 4単位

展開科目 （機械技術者倫理） ・・・・…・……・・・…・・…・一－－－…－－－－－ 2単位

の，合計 34単位以上を修得していること。

教養科目の「文化と社会Jから 8単位以上修得していること。教養科自の「自然

と科学J及び共通科目「サイエンス・スキル」から，サイエンス・スキノレ「微分積

分学1J及び「微分積分学2」の2科目 4単位を含む6単位以上を修得しているこ

と。詳細については7ページを参照のこと。

88 



(2）専門教育科目

（卒業研究着手までに必要な専門教育科目の最低修得単位数表〉

応五：：： 専門基礎科目 専門科目 専門教育科目合計

必修 2 29 31 

選択必修 18 8 26 

選択 12 12 

計 69 69 

下記の（a）～（m）の条件を全て満たすこと。

（内訳） ( a ）物理学実験 2単位
( b ）専門基礎の中の選択必修科目 18単位
( c ）基礎製図 1単位
( d ）機械システム設計及び製図 I 1. 5単位
( e ）機械システム設計及び製図H 1. 5単位

( f ）機械システム設計及び製図E 3単位
( g ）機械工作実習 2単位 I 69単位
( h ）機械システム基礎及び実験 3単位 l以上

( i ）ゼミナール 2単位
( j ）エンジニアリング創成 5単位
( k ）上記以外の必修科目

基礎材料力学及び演習，基礎熱力学及び演習，

基礎流体力学及び演習，運動と力学，運動と力学演習，

基礎振動工学及び演習の 6科目から 10単位
( 1 ）専門科目の選択必修科目 8単位
( m ）選択科目・・・．．．．．．．．．．・・・・・・ 12単位以上

(b）の選択必修科目 18単位は，下記の条件を満たして修得すること。

①機械工学基礎 I, II，皿， Nから

②数学 I，盟， Nから

③数学C, IIから

④確率統計学，機械計測法から

⑤物理学 I, IIから

⑥英語A,Bから

⑦上記①～⑥の修得単位数を超えて修得した単位数

及びその他の専門基礎科目の中の選択必修科目から

3. 他学科開講科目の履修について

4単位

2単位

2単位

2単位

2単位

2単位

4単位

他学科で開講されている専門科目は， 8単位まで選択科目として修得することができる。

履修を希望する場合は学年担任及び当該授業担当教員の許可を得なければならない。
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なお，他学科に開講されている専門基礎科目，自学科開講科目と同一名の科目及び他学

科の学生が聴講不可の科目は履修できないので注意すること。

4. 卒業に必要な専門教育科目の最低修得単位について

（卒業に必要な専門教育科目の最低修得単位数表〉

必選＼修択＼，必＼、修選＼択＝5;l科iJ－－－－－目＼丘＼分 専門基礎科目 専門科目 専門教育科目合計

必イ彦 2 31 33 

選択必修 18 8 26 

選択 21 21 

自由科目 6 6 

卒業研究 一一一一一一J

10 10 

言十 96 96 

5. その他

① 選択必修科目の単位を，必要単位数を超えて修得した場合，その単位数を選択

科目の単位とみなす。

② 選択科目の修得単位数には，他学科開講専門科目の修得単位数が含まれる。ま

た，選択科目の単位を，卒業に必要な単位数を超えて修得した場合には，その単

位数のなかから，最大6単位までを自由科目に振り替え，卒業単位に数えること

ができる。

③ 専門教育科目の自由科目の修得単位数には，「コミュニケーション・スキノレ2（初

修外国語）」（ 1か国語4単位まで），「情報リテラシー」（2単位）及び「展開科目J

の卒業要件2単位を超えて修得した単位（ 2単位まで）のなかから，合計で最大

6単位までを含め，卒業単位に数えることができる。修得しない場合には，専門

教育科目で満たすことができる。

また，留学生が「日本語」を修得し，その単位を「コミュニケーション・スキ

ノレ2 （初修外国語）」の単位として振り替えた場合，「コミュニケーション・スキ

ノレ2 （初修外国語）J分の4単位までを自由科目に振り替え，卒業単位に数えるこ

とができる。

④ 成績が所定の順位以内で山形大学大学院理工学研究科機械システム工学専攻に

進学を希望する者は， 7学期から同専攻の講義科目を受講することができる。

また，同専攻に入学予定の者は， 8学期から同専攻の講義科目を受講すること

ができる。ただし，履修を希望する場合は，卒業研究の指導教員と相談の上，当

該授業担当教員の許可を得なければならない。

大学院の科目を履修し取得した単位は，学部の卒業に必要な単位には含まれな

いが，大学院に進学した後，大学説の履修単位として認定される。
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機械システム工学科授業科目及び単位数表
専門教育科目

開講期及び週時間数 義 教
区 単

授業科目名 イ立 1 2 3 4 5 6 7 8 
選択

月議
担当教員

分 数
十""- 』f-4 ~ 品-4 A十三A Aナ江． 且寸A- ナ且A A十-4 科

の 目期 期 期 期 期 場 期 期 日IJ

J 白II 

微積分解法 2 2 。 非常勤講師

機械工学基礎I 2 2 。
* 大町，小沢田

キ
ヤ

機械工学基礎E 2 2 。
* 妻木， 西山

ン
ノf

数学C 。 非常勤講師ス 2 2 

講科開 機械工学基礎皿 2 2 。1た 水戸部，峯閏

回 機械工学基礎W 2 2 。
* 奥山， 篠田

数学I 2 2 。 非常勤講師

数学E 2 2 。 早 回

物理学I 2 2 。 非常勤講師

専 物理学実験 2 4 。 刀井日勝坂，安，達多，小田池隈， 

p~ 
化学概論 2 2 。 物質f昨工判担当教員

エレクトロニクス概論 2 2 。
* 電気電子工学年担当教員

基 英語A 2 2 。 非常勤講師

礎
キャリア形成論 2 2 。 志 キナ

キャリアプランニング 1 1 。 志 村

科 確率統計学 2 2 。 島

目
数学E 2 2 。 数物学教員

数学W 2 2 。 大 槻

物理学H 2 2 。 非常勤講師

英語B 2 2 。 非常勤講師

機械計測法 2 2 。
* 奥 山

特別講義 [2] 

数学I 〔補習〕（注）1 (2) (2) 

数学E 〔補習〕（注）1 (2) (2) 

物理学I 〔補習〕（注）1 (2) (2) 

ノト 計
41 

6 6 18 
11 

2 [43] (6) 

!]18Jllキ竹崎 1 2 。
* 上原 南後

基礎材料力学及び演習 2 2 。1た 黒 田

専 基礎熱力学及び演習 2 2 。
* 幕田 赤松

p~ 基礎流体力学及び演習 2 2 。
* 李鹿， 篠田

科 運動と力学 2 2 ＠ * 峯 回 ， 秋山

目 運動と力学演習 2 2 。
* 峯田 秋山

機械工作実習 2 4 。
* 大 町

基礎振動工学及び演習 2 2 。
* 

小沢田，ランジェム
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開講期及び週時間数

必修
区 単

教

授業科目名 位 1 2 3 4 5 6 7 8 
選択

I故
担当教員

分 数
$ ナ-

』f4 』十J三 戸f三4 且十4 戸寸Aー 十且A 科
の

目期 期 期 期 期 期 期 期 日lj

機械システム設計及び製図 1 1. 5 2 。
* 中西，小松原

ゼミナール 2 2 。
* 機械システム工判担当教員

機械システム設計及び製図E 1. 5 2 。
* 妻木， 赤松

機械システム基礎及び実験 3 4 。
* 蹴システム工学病担当教員

エンジニアリング創成 5 6 。
* 機械システム工学制担当糠

機械システム設計及び製図E 3 4 。
* 久米7 井坂，大町，西山

卒業研究 （注）2 10 （注） I 。 機械システム工特醐教員

材料力学 I 2 2 。
* 黒 田

工業材料 2 2 。
* キT j翠

工業熱力学 2 2 。
* 赤松，幕田

流体工学 2 2 。1た 李鹿， 鹿野

制御工学 2 2 。
* 戸 部

機構学 2 2 。
* 南 後

工学解析及び演習 2 2 * ラ ン ジ ェ ム

材料科学 2 2 * 上 原

専 機械工作法 2 2 * 近 藤

門 機械情報処理演習 2 2 * 奥山，小松原，多聞限
科 材料力学E 2 2 1た 黒 回

目 材料塑性学 2 2 * 久 米

伝熱工学 2 2 * 赤 松

エネノレギ一変換工学 2 2 * 李 鹿

機械システムフqログラミング 2 2 * 妻 木

メカトロニクス 2 2 * 戸 音日

設計工学 2 2 * 飯 塚

連続体の振動学 2 2 す亙 沢 回

計算力学 2 2 4瓦 黒 回

計算熱流体力学 2 2 * 中 西

流体機械 2 2 * 篠 回

熱流体工学 2 2 * 中 西

ロボティクス 2 2 * 多 閏 隈

微細加工 2 2 4亙 峯 回

CAD/C馴／GAE 2 2 4亙 大 町

先端工業材料 2 2 * 古 ) 1 I 

機械システム設計及び演習 4 4 * 峯 回

つ臼Qd
 



開講期及び適時間数
必修

区 単
教

授 業科目名 位
1 2 3 4 5 6 7 8 

選択

1裁
担当教員

分 数
ナ""- 'T' 品4 兵ずLらー $ 戸ナ主A 戸十三A $ ナ-

科
の ロ期 期 期 期 期 期 期 期 日り

特使習（インタ｝ンシッフ7（出3

単位互換科目（注） 4 

専 機械システム工学特別講義 [3] 非常勤講師
r~ 

工業技術概論（注） 5 2 2 * 学科担当教員
科

目 言十
100 

2 16 20 24 28 6 [103] 

メ口盗、 言十
141 

6 8 34 
31 

24 30 6 
[146] (6) 

（注） 1 物理学基礎，物理学I，数学I，数学Eを再履修する学生は，再履修クラスを受講する

こともできる。再履修クラスで修得した単位についても，卒業研究着手条件や卒業条件の

単位として扱われる。

（注） 2 卒業研究着手条件を満たした者に対して， 7学期及び8学期に開講される。なお，卒業

研究の単位を修得するためには，通算して 1年以上の卒業研究を行うことが必要である。

（注） 3 学外実習（インターンシップ）は， 3年次（ 5学期または6学期）の希望者を対象とする。

（注） 4 「単位互換科目」の詳細については，巻末の「単位互換」を参照のこと。

（注） 5 教育職員免許状取得のための必修科目であり，取得した単位は卒業に必要な修得単位に

は含まない。
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機械システム工学科履修科目のつながり

1学期 ｜ 2学期 ｜ 3学期 ｜ 4学期

94 

5学期 6学期 7学期 8学期

。必修科目

。選択必修

科目



位



単位五換科目の履修について

I 単位互換について

山形大学と他大学との相互交流により，学生に多様な教育を提供することを目的として

単位互換を行っている。単位互換科目の履修は，次の協定に基づくものとする。

1. 「大学コンソーシアムやまがた」の包括協定に基づく単位互換

「大学コンソーシアムやまがたJにおいて，山形大学，東北芸術工科大学，山形県立保

健医療大学，東北公益文化大学，山形県立米沢栄養大学，山形県立米沢女子短期大学，

東北文教大学，東北文教大学短期大学部，羽陽学園短期大学，鶴岡工業高等専門学校，

放送大学及び山形県立農業大学校，山形県立産業技術短期大学校（オブザーパー参加）

が「単位互換に関する包括協定Jを締結している。単位互換科目の履修については，覚

書及び規程を参照のこと。

2. 5大学問交流協定に基づく履修科目

5大学とは，山形大学，群馬大学，徳島大学，愛媛大学及び熊本大学であり， 「教育

・研究の交流に関する協定書j が締結されている。単位互換科目の履修については，覚

書を参照のこと。

3. 学術交流協定に基づく単位互換

学術交流協定を締結している海

締結している機関は，山形大学ホームページ「国際交流一学術交流協定一j を参照の

こと。

宜 単位互換科目の履修について

単位互換科目の履修を希望する者は，学生センター教務課学務担当（小白川｜キャンパス

在学生）又は学生サポートセンター教育支援担当（米沢キャンパス在学生）に申し出るこ

と。



単位互換

1 .「大学コンソーシアムやまがたJの包括協定に基づく単位互換

単位互換に関する包括協定書

この協定に参加する各大学（短期大学・高等専門学校を含む）は，相互の交流と協力を振

興し，教育研究の活性化及び教育課程の充実を図りつつ，学生に多様な教育を提供すること

を目的とし，次により単位互換を行うことに合意する。

（対象学生）

第 1条本協定による単位互換制度の対象となる学生は，本協定に参加する各大学に在学す

る学生とする。

（受入学生の呼称）

第2条本協定に基づき，各大学が受け入れる他大学の学生は，単位互換履修生と称する。

（受入学生数）

第3条各大学が受け入れる単位互換履修生の数は，受入大学が決定する。

（履修方法）

第4条 単位互換履修生の科目登録，単位の認定等の履修方法については，受入大学の規則

の定めるところによる。

（授業料等の費用）

第5条 単位互換履修生の受入に係る検定料，入学科及び授業料は徴収しない。ただし，放

送大学が受け入れた単位互換履修生及び放送大学の全科履修生で放送大学以外の大学が受

け入れた単位互換履修生の授業料については，受入大学の定めるところによる。

（運営組織）

第6条本協定書に基づく単位互換を円滑に実施するため，本協定に参加するすべての大学

の代表者による運営組織を設ける。

（改廃）

第7条本協定に参加する大学の変更及び本協定書の改廃については，学長開の協議による

ものとする。

（その他）

第8条本協定書に定めるもののほか，単位互換の実施に関する細目は，覚書により別に定

める。

附員lj この協定は，平成 18年4月 113から施行する。
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単位互換実施に関する覚書

「単位互換に関する包括協定書」による単位互換については，下記の事項に基づいて実施する。

（授業科目の範囲）

1 本協定に参加する各大学（短期大学・高等専門学校を含む）は，各年度ごとに，単位互

換履修生が履修できる授業科目を単位互換科目として指定する。

（単位数）

2 単位互換履修生が修得できる単位数は，学生の所属する大学において認められた単位数

以内とする。

（履修期間）

3 単位互換履修生の履修期間は，当該学生が履修する単位互換科目の開設期間とする。

（履修開始年次）

4 単位互換履修生として履修を開始できる年次は， I年次以上とする。ただし，高等専門

学校においては， 4年次以上とする。

（時間害。）

5 単位互換科目の時間割は，受入大学の時間割に従うものとし，特別の時間割は組まない。

（学生数）

6 各大学が受け入れる単位互換履修生の数は，授業に支障のない範囲とし，必要に応じ各

大学問で調整を行い，受入大学が決定する。

（受入手続）

7 単位互換履修生の受入手続きは，次のように行なうものとする。

(1）開設される単位互換科目のシラパス及び、時間割は，完成後速やかに，各大学に通知する。

(2）派遣大学は，各学期ごとに履修希望学生の履修願を取りまとめ，受入大学に申請する。

(3）受入大学は，派遣大学へ受入許可の決定通知を行うとともに，派遣大学を通じて履修希

望学生に受入許可書を交付する。

（成績評価及び単位の授与）

8 単位互換履修生の成績評価及び単位の授与については，受入大学の定めるところにより

実施する。ただし，両大学の試験日が重複した場合には，派遣大学の授業科目について，

追試験等の措置を講じるものとする。
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（成績の通知及び単位の認定）

9 受入大学は，派遣大学に対し，単位互換履修生の単位互換科目の単位授与に係る合否並

びに成績評価の結果を通知し，派遣大学は，受入大学の通知に基づき，単位の認定を行う

ものとする。

（単位互換履修生に係る通知等）

10 単位互換履修生に休学または退学等の異動があった場合には，派遣大学は速やかに受入

大学に通知する。また，授業等に係る単位互換履修生への諸連絡事項については，受入大

学が派遣大学へ通知することとし，両大学で周知する。

（施設の利用と規則の遵守）

11 履修上必要とする施設・設備の利用については，受入大学の定めるところにより便宜を

供与するものとし，単位互換履修生は，受入大学の規則等を遵守するものとする。

（各大学の内規）

12 本協定に参加する各大学は，本協定及び本覚書に則り，各大学ごとに単位互換を実施す

るにあたって必要な細目を内規として定める。

（運営組織）

13 本覚書に定めるもののほか，本協定の実施に関し必要な事項は，運営組織における協議

により定める。

（その他）

14 本覚書は，本協定に参加する各大学の合意の下に，必要に応じて見直すことができる。

附 則 この覚書は，平成 18年4月 1日から施行する。

附員lj この覚書は，平成 20年4月 1日から施行する。
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山形大学における単位互換実施に関する規程

目次

第1章総別（第1条）

第2章受入（第2条一第5条）

第3章派遣（第6条第10条）

（平成20年4月113)

改正平成23年4月HI規程第48号平成26年10月1日

第4章放送大学との単位互換（第11条・第12条）

第5章雑 良IJ （第13条・第14条）

関員lj

第 1章総期

（趣旨）

第1条 「単位互換に関する包括協定書j による単位互換を円滑に実施するため，山形大

学（以下「本学Jという。）における規程を定めるものとする。

第2章受入

（単位互換履修生の身分）

第2条本学が受入れる単位互換履修生の身分は，特別聴講学生とする。

（単位互換科目の範囲と指定）

第3条 単位互換科目は，本学で開講される基盤教育科目及び各学部で開講される専門教

育科目とする。単位互換科目として提供する授業科目は，教養教育科目にあっては山形

大学基盤教育院，専門教育科目にあっては開講する各学部が指定するものとする。

（受入学生数）

第4条 本学において開講する単位互換科目に受入れる単位互換履修生の数は，原則とし

て1授業科目につき 5名以内とする。ただし，履修可能な受入れ人数については，当該

授業科目の担当教員の判断による。

（履修手続き及び成績評価）

第5条本学において開講する単位互換科目の履修手続き及び成績評価に関しては，本学

の諸規則に基づき実施する。

第3章派遣

（単位互換履修生の範囲）

第6条 単位互換制度の対象となる学生は，人文学部・地域教育文化学部・理学部・匿学

部・工学部及び農学部の各学部に在籍する学生とし，大学院に在籍する学生を除くもの

とする。

（履修開始年次）

第7条 単位互換履修生として履修を開始できる年次は， 1年次以上とする。

（修得できる単位数）

第8条 本学から派遣する単位互換履修生が履修登録して修得できる単位互換科目の単位
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数は，各年度ごとに8単位以内，当該学生の在学期間を通じて 24単位以内とする。

（成績の評価）

第9条本学から派遣した単位互換履修生が他大学等において履修した授業科目の成績は，

「認定」として累加記録簿に記載する。

（単位の取扱い）

第10条 本学から派遣した単位互換履修生が他大学において修得した単位の取扱いは，各

学部が定める。

第4章放送大学との単位互換

（派遣）

第11条 本学から放送大学に派遣する単位互換履修生の授業料については，放送大学の定

めるところによる。

（受入）

第四条 本学が放送大学から受入れる単位互換履修生は，学部全科履修生に限るものとし，

その授業料については，本学が別に定めるところにより徴収する。

第5章雑則

（業務の所管）

第13条本協定に基づく単位互換の所管業務は，小白川キャンパス事務部において担当す

る。

（その他）

第14条 この規程の見直しは，山形大学教育・学生委員会において審議の上，学長が決定

する。

附則

この規程は，平成20年4月1日から施行する。

附則

この規程は，平成20年7月初日から施行し，平成20年7月1日から適用する。

附則

この規程は，平成22年4月1日から施行する。

附則（平成23年4月1日規程第48号）

この規程は，平成23年4月1日から施行する。

附員lj （平成26年10月1日）

この規程は，平成27年4月1日から施行する。
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2. 5大学問単位互換

山形大学，群馬大学， 徳 島 大 学 ， 愛 媛 大 学 及 び 熊 本 大 学 の

各工学部聞における学生の単位互換に関する覚書

この覚書は，山形大学，群馬大学，徳島大学，愛媛大学及び熊本大学（以下「5大学」と

いう。）の開での「教育・研究の交流に関する協定書jが平成8年 11月21日に締結されたこ

とに伴い， 5大学工学部及び工学系の大学院研究科（以下「工学部等」としづ。）聞における

学生の単位互換を行うに当たっての必要な事項を定めるO

記

（派遣時期等の協議）

1 単位互換を行う授業科目とそのシラパス，大学院で行う研究指導の内容，派遣の時期，

派遣学生数，受入学生数等の協議は，実施前年度に 5大学工学部長会議を開催して行い，

派遣又は受入学生の選考等の詳細については，派遣大学工学部等と受入大学工学部等で行

つ。

（派遣手続き及び受入手続）

2 当該大学の学則等の規定による学長の派遣願及び受入許可は，派遣大学工学部等と受入

大学工学部等との事前協議の結果に基づき行うものとし，その事前協議は派遣及び受入予

定日の 1か月前までに完了しなければならない。

（学生の派遣の願出）

3 派遣を希望する学生は，別紙様式第1号又は第2号の 5大学工学部等学生交流派遣願を

派遣を希望する学期の始まる 2か月前までに提出しなければならない。

（学生の身分）

4 受入大学工学部等における学生の身分は，学部学生の場合は「特別聴講学生Jとし，大

学院学生で授業科目を履修する者にあっては「特別聴講学生J，研究指導を受ける者につい

ては「特別研究学生」とする。なお，これらの学生を以下「派遣学生j としづ。

（学生証の発行）

5 受入大学工学部等が受入れを許可した場合は，学生証を発行する。

（履修できる授業科目）

6 5大学工学部等において履修できる授業科巨は，専門教育科呂とし，実施前年度の 12

月までに公表する。

（履修期間）

7 5大学工学部等において履修できる期間は，原則として 1年以内とする。ただし，特別

な理由がある場合は，協議の上，更に 1年を限り延長することができる。
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（成績評価）

8 受入大学工学部等は，当該大学の学則等の規定により受入学生の成績評価を行い，別紙

様式第3号の 5大学工学部等派遣学生（特別聴講学生）単位修得報告書により派遣大学工

学部等に報告する。

（単位の認定）

9 派遣大学工学部等は，前項の報告に基づき，単位の認定を行う。

（研究指導の終了報告）

10 派遣学生のうち特別研究学生は，所定の研究が終了したときは別紙様式第4号の 5大学

工学部等派遣学生（特別研究学生）研究終了報告書を受入大学の工学研究科長等に提出し

なければならない。

（派遣大学への報告）

11 受入大学の工学研究科長等は，前項の報告に基づき派遣大学の工学研究科長等に別紙様

式第5号の5大学工学部等派遣学生（特別研究学生）研究指導報告書により研究指導の終

了の報告をする。

（授業料等）

12 受入大学における検定料，入学料及び授業料は，徴収しない。ただし，実験，実習等に

関する費用は徴収することがある。

（施設等の利用）

13 派遣学生は，受入大学の施設・設備を当該大学の学生と同様に使用することができる。

（学期等の違反者の措置）

14 受入大学工学部等は，派遣学生が当該大学の学則等に違反したときは特別聴講学生又は

特別研究学生としての身分を取り消すことができる。この措置を講じたときは速やかに派

遣大学工学部等に通知しなければならない。

（学生の異動通知）

15 派遣大学工学部等は，派遣学生に休学，退学等の許可又は処分を行ったときは，速やか

に受入大学工学部等に通知しなければならない。

（覚書の改廃）

16 この覚書の改廃は， 5大学工学部長会議の議を経なければならない。

（実施日）

17 この覚書に基づく学生の単位互換は，平成 11年4月1日から実施する。

日
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種資格

I .教育職員免許状

について

II. 電気主任技術者





各 種資格

I .教育職員免許状について

1 本学部の卒業生で所定の単位を修得した者は，次の教育職員免許状の授与を申請する

ことができる。

寸己主」‘ 科 免許状の種類 免許教科

機能高分子工学科 高等学校教諭一種免許状 工業・理科

物質化学工学科 高等学校教諭一種免許状 工業・理科

バイオ化学工学科 高等学校教諭一種免許状 理科

応用生命システム工学科 高等学校教諭一種免許状 工業

情報科学科 高等学校教諭一種免許状 工業・情報

電気電子工学科 高等学校教諭一種免許状 工業

機械システム工学科 高等学校教諭一種免許状 工業

2 上記の免許状の授与を受けるためには，教育職員免許法及び教育免許法施行規則に定

める次に示す単位を修得しなければならない。

教科に関する科目
教職に関 教科又は教職

免許教科
する科目 に関する科目

工業 ・工業の関係科目〉それぞれの科目につい 23単位 16単位
・職業指導 て1単位以上計 20単位

－物理学

・化学
科目につい

－生物学 て1単位以

・地学 上

－物理学実験
、

合計
（コンビユ｝タ活用を含む） ← 20単位

23単位 16単位理科
－化学実験

（コンピュータ活用を含む） 〉この中から

－生物学実験 1単位以上

（コンピュータ活用を含む）

・地学実験
（コンピュータ活用を含む）ノ

－情報社会及び情報倫理

・コンヒ。ュータ及び情報処理

（実習を含む）

それぞれの－情報システム（実習を含む）

情報 －情報通信ネットワーク 科目につい
23単位 16単位

て1単位以（実習を含む）
上計20単位

・マルチメディア表現及び技

術（実習を含む）

・’情報と職業

なお，本表は法規上の単位数であるので，実際の履修方法は次によること。

qd 
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(1）免許教科「工業」の「教科に関する科目，「教職に関する科目」及び「教科又は教

職に関する科目」について

「教育職員免許法附則第11」により，「教職に関する科目」についての単位数の全部

又は一部の数の単位の修得は，当分の間，工業の「教科に関する科目（工業の関係科

目）」についての単位修得をもってこれに替えることができる。このため，各学科の

カリキュラム表及び展開科目（P.10）に示した「教職科目」欄に大印（機能高分子工

学科及び物質化学工学科は大印及び女印，情報科学科はム印）がある科目から， 57単

位以上及び職業指導2単位（職業指導 I・ IIいずれか1科目 2単位）を修得すればよ

し＼

(2）職業指導について

免許教科「工業」の免許状の授与を申請する場合，職業指導は必修科目である。

職業指導I及び職業指導Eは， 3年次以上の学生を対象にして集中講義で隔年開講

される。開講科目と開講年度は，次表のとおりである。詳細については，別に指示す

る。

開講年度

開講科目名

平成27年度

職業指導E

(3）免許教科「理科」について

平成28年度

職業指導I

平成29年度

職業指導E

平成30年度

職業指導I

「教科に関する科目Jの専門教育科目における授業科目及び単位数表は，機能高分

子工学科においては別表1，物質化学工学科においては別表2，バイオ化学工学科に

おいては別表3のとおりである。また，「教職に関する科目j の専門教育科目におけ

る授業科目名及び単位数表は別表5のとおりである。なお，「教科に関する科目」に

ついては，機能高分子工学科，物質化学工学科及びバイオ化学工学科のカリキュラム

表「教職科目」欄にV印及びマ印を付している。

(4）免許教科「情報」について

「教科に関する科目Jの専門教育科目における授業科目及び単位数表は別表4のと

おりである。また，「教職に関する科目」の専門教育科目における授業科目名及び単

位数表は別表5のとおりである。なお，「教科に関する科目Jについては，情報科学

科のカリキュラム表「教職科目j欄に大印を付している。

(5) その他の必要な修得科目について

免許教科「工業」， f理科」及び「情報j の免許の授与を受ける場合，上記のほかに

も，次の科目を必ず修得しなければならない。

(a) 「日本国憲法」（基盤教育科目） 2単位

米沢キャンパスで、も毎年集中講義で、開講するが，受講対象者は3年次以上に眼定

しているため，；J、白）, ，キヤンパスで

(b) 「健康．スポ一ツ科学J，「スポ一ツ実技J，「スポ一ツセミナ｝」から 2単位（し¥ 

ずれも基盤教育科目）。なお，スポーツ実技を含み3単位以上修得することが望
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ましい。

(c) 「英語（C）」（基盤教育科医） 2単位

(d) 「情報処理」（基盤教育科目） 2単位

3 教育職員免許状の授与申請手続

教育職員免許状は，都道府県の教育委員会が授与する。したがって，教育職員免許状

の授与を申請する者は，所定の申請書類を準備した上で，当該教育委員会に申請手続を

行わなければならない。

なお，本学部を卒業と同時に申請手続を行う場合は，学生サポートセンター教育支援

担当で山形県教育委員会に対し，一括して申誇手続を行う。申請手続の詳細については，

掲示にて周知するので，見落としのないように十分留意すること。

－hu
 

nu 



別表1

「教科に関する科目」の専門教育科目における授業科目及び単位数表。機能高分子工学科対象（高一種免許状「理科」取得希望者）

教科に関する科目 授業科目名 イ数単立
必｛｜多・選択の別

必修 選択

物理学基礎 2 2 

物理学
物理学 I 2 2 

物理学H 2 2 

高分子表面科学 2 2 

高分子物理化学基礎 2 2 

高分子有機化学基礎 2 2 

高分子有機化学 I 2 2 

高分子有機化学演習 I 2 2 

高分子物理化学I 2 2 

高分子物理化学演習 I 2 2 
化学

高分子有機化学E 2 2 

高分子有機化学演習E 2 2 

高分子物理化学H 2 2 

高分子物理化学演習E 2 2 

無機化学I 2 2 

無機化学E 2 2 

生物学 細胞生物学 I 2 2 

地学 地学 2 2 

物理学実験（コンビュータ 機能高分子工学実験 2 2 

活用を含む）

化学実験（コンヒ。ュータ活

用を含む）

生物学実験（コンヒ。ュータ

活用を含む）

地学実験（コンヒ。ュータ活

用を含む）

注：開講期等は， P19～P21を参照のこと。
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別表2

「教科に関する科目」の専門教育科目における授業科目及び単位数表。物質化学工学科対象（高一種免許状「理科j取得希望者）

教科に関する科目 授業科目名 イ数単立
必修・選択の別

必修 選択

物理学
物理学 I 2 2 

物理学E 2 2 

無機化学基礎 2 2 

有機化学基礎 2 2 

無機化学 I 2 2 

無機化学H 2 2 

分析化学 2 2 

有機化学 I 2 2 

有機化学E 2 2 

有機化学E 2 2 

物理化学 I 2 2 

化学 物理化学E 2 2 

物理化学国 2 2 

環境計測化学 2 2 

無機工業化学 2 2 

機器分析学E 2 2 

固体材料設計化学 2 2 

有機合成化学 2 2 

無機化学演習 2 2 

有機化学演習 2 2 

輪講 4 4 

生物学 細胞生物学 I 2 2 

地学 地学 2 2 

物理学実験（コンヒ。ュータ 物質化学工学実験 I 2 2 

活用を含む） 物質化学工学実験E 2 2 

化学実験（コンピュータ活

用を含む）

生物学実験（コンピュータ

活用を含む）

地学実験（コンピュータ活

用を含む）

注：開講期等は， P28～P29を参照のこと。

- 107 -

備 考



別表3

「教科に関する科目」の専門教育科目における授業科目及び単位数表。バイオ化学工学科対象（高一種免許状「理科j取得希望者）

教科に関する科目 授業科目名 イ数単立
必修・選択の別

必修 選択

物理学
物理学 I 2 2 

物理学E 2 2 

生化学 I 2 2 

生化学E 2 2 

有機化学 I 2 2 

有機化学H 2 2 

有機化学E 2 2 

有機資源化学 2 2 

化学
物理化学I 2 2 

物理化学E 2 2 

無機化学I 2 2 

無機化学E 2 2 

化学基礎演習 2 2 

有機化学演習 2 2 

バイオ化学工学輪講I 2 2 

バイオ化学工学輪講E 2 2 

細胞生物学 I 2 2 

生物学 細胞生物学H 2 2 

生物化学演習 2 2 

地学 地学 2 2 

物理学実験（コンピュータ 化学基礎実験 2 2 

活用を含む） 有機化学実験 2 2 

化学実験（コンヒ。ュータ活 生物化学実験 2 2 

用を含む）

生物学実験（コンピュータ

活用を含む）

地学実験（コンヒ。ュータ活

用を含む）

注：開講期等は， P40～P41を参照のこと。
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別表4

「教科に関する科目j の専門教育科目における授業科目及び単位数表。情報科学科対象（高一種免許状「情報」取得希望者）

教科に関する科目 授業科目名 イ数単立
必修・選択の別

必修 選択

情報社会及び情報倫理 情報科学基礎 2 2 

情報倫理 1 1 

技術者倫理 1 1 

コンピュータ及び情報処理 データ構造とアルゴリズム 2 2 

（実習を含む） プログラミング言語 2 2 

計算機基礎 2 2 

プログラミング演習 I 4 4 

情報システム 情報システム設計とOs 2 2 

（実習を含む） プログラミング演習阻 4 4 

計算機工学演習 2 2 

情報通信ネットワーク 情報通信 2 2 

（実習を含む） 情報ネットワーク工学 2 2 

情報科学実習 I 2 2 

マノレチメデ、イア表現及び技術 マノレチメディア入円 2 2 

（実習を含む） プログラミング演習H 4 4 

情報科学実習E 2 2 

情報と職業 情報化社会と職業 2 2 

注：開講期等は， P66～P67を参照のこと。
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別表5

「教職に関する科目の専門教育科目における授業科目及び単位数表

（高一種免「理科」又は f情報J取得希望者）

I I 

単 開講期及び週時間数

1 2 3 4 5 6 7 8 
授業 科 目 名 位

十ρゐ
備 考

子，，，..，＿弘 件子A一 戸守主2一． 旦寸A- 止寸ι- ~ 主二主子之，

数 期 期 期 期 期 期 期 期

0教職論 2 2 

0教育原論 2 2 

0学習心理学 2 2 

0教育社会学 2 2 

0教育課程編成論 2 2 

0特別活動論 2 2 

0教育方法・技術 2 2 

0生徒指導・進路指導 2 2 

0教育相談 2 2 

0事前・事後指導 1 1 

0教育実習 2 2 

0教職実践演習（中学校・高等学校） 2 2 

なお，上記の他に免許状の種類に応じて，次の科目を履修しなければならない。

単 開講期及び適時間数

1 2 3 4 5 6 7 8 
授業 科 目 名 位 イ庸 考

Pザ'-4ー 悼ヴιム 寸止L- ；と4－ 
ρ子，＿与 ：悼子ι ナρι 1位子£． 

数 期 期 期 期 期 期 期 期

高一種免「理科」取得希望者

理科教育法A 2 2 

理科教育法B 2 2 
J-1科目選択必修

高一種免「情報」取得希望者

0情報科教育法 2 2 

0情報の教材分析 2 2 

（注） 1. 0印は必修科目なので必ず履修すること。

2. 上記の科目の一部は，夏季，冬季及び春季休業中に集中講義で行われることがある

が，その詳細は別に指示する。
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4 教育実習について

(1) 教育実習の内諾について

教育実習を履修しようとする者は， 2年次の春休みに各自で自分の出身校（中学校又

は高等学校）へ願い出て内諾を得ることとし，実習を行う前年9月中旬頃に工学部学生

サポートセンター教育支援担当で履修申込みの手続きをすること。

(2) 教育実習の履修申込み資格について

①免許教科が「工業」の場合，下記のアに該当する者は，次年度の教育実習を申込む

ことができる。

②免許教科が「情報」の場合，下記のアに該当する者で，イを満足する者は，次年度

の教育実習を申込むことができる。

ア 3年次以上の学生の内，次年度に卒業する見込みがある者で，当該学科長の承認

を得た者。または，学土の学位を有する者及び申込み年度中に有する見込みの者。

イ 下記の単位を修得した者及び申込み年度内に修得する見込みのある者。

別表5に示す「教職に関する科目」の専門教育科目のうち， 6学期までに開講さ

れる必修科目（0印を付した授業科目）で「情報の教材分析Jを必ず含む20単位

③免許教科が「理科jの場合，下記のアに該当する者で，イを満足する者は，次年度の

教育実習を申込むことができる。

ア 3年次以上の学生の内，次年度に卒業する見込みがある者で，当該学科長の承認

を得た者。または，学士の学位を有する者及び申込み年度中に有する見込みの者。

イ 下記の単位を修得した者及び申込み年度内に修得する見込みのある者。

別表5に示す「教職に関する科目Jの専門教育科目のうち， 6学期までに開講さ

れる必修科目（0印を付した授業科目） 18単位，「理科教育法AJ又は「理科教育

法BJ 2単位

(3) 教育実習の履修取消について

教育実習を行う年度内に卒業が不可能となった者及び申込み年度内まで、に（2）一②・③

ーイに定める所定の単位を修得できなかった者は教育実習の履修を取り消す。

(4) 「教育実習の事前・事後指導j は4年次に実施するが，その詳細は別に指示する。

(5) 教育実習のオリエンテーションについては，別に指示する。
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II. 電気主任技術者（電気事業法参照）

電気電子工学科の卒業生で工学部在学中に必要な科目の単位（注1）を修得し，卒業後5

万ボルト以上の電気工作物の工事，維持又は運用の経験が 5年以上ある場合は，第1種電気

主任技術者， 1万ボルト以上の電気工作物の工事，維持又は運用の経験が 3年以上ある場合

は，第2種電気主任技術者免許状取得の資格が得られる。 （主務官庁：経済産業省）

（注1）電気主任技術者免許状認定に必要な科目単位

科 目 本学授業科目 単位数

1.電気・電子工学等の基礎に関す 。電磁気学 I及び演習 4 

るもの 。電磁気学E及び演習 4 

。電気囲路 I及び演習 4 

。電気回路E及び演習 4 

17単位以上 。計測工学 2 

システム基礎 2 

電子園路 2 

アナログ回路 2 

集積回路 2 

電子物性I 2 

電子物性E 2 

電子物’性演習 2 

単位合計 32 

科 日 本学授業科目 単位数

。電気電子材料 2 
2.発電，変電，送電，配電並びに

。電力工学 2 
電気材料及び電気法規に関するも

。エネノレギー輸送 2 
の

半導体工学 2 

機械システム概論 2 
8単位以上

。電気法規及び施設管理 1 

技術者倫理 1 

単位合計 12 

キヰ 目 本学授業科目 単位数

3. 電気・電子機器，自動制御，電 。エネノレギ一変換 2 

気エネルギーの利用及び情報伝 。制御工学 2 

送・処理に関するもの 。パワーエレクトロニクス 2 

情報通信 2 

10単位以上 計算機基礎 2 

化学概論 2 

通信システム 2 

信号処理 2 

単位合計 16 
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科 目 本学授業科目 単位数

4. 電気・電子工学実験及び電気・ 。グループ。フ。ロジェクト I 1 

電子工学実習に関するもの 。電気電子工学実験 I 2 

6単位以上
。電気電子工学実験H 2 

。電気電子工学特別実習 1 

単位合計 6 

科 自 本学授業科目 単位数

5. 電気・電子機器設計及び製図に 基礎製図 2 

関するもの

2単位以上 単位合計 2 

。印の科目は，免許の必要条件なので必ず取得すること。

電気法規及び施設管理は，隔年に講義が行われる。
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学生生活
I .学生生活の心得

II.諸手続について

III.授業料

IV. 奨学制度について

v.保健

VI. 学生相談室について

刊．学生教育研究災害傷害保険

V町就職について

IX. アノレバイト求人について

x.アパート等の紹介について

沼．厚生施設

理．課外活動

？姐．その他

XIV. 諸願出，届出，手続一覧

o体育施設使用心得

。テニスコート夜間照明灯使用上の注意

。山形大学工学部課外活動共用施設使用心得

。山形大学工学部構内交通規制に関する実施要項

。駐車許可心得

。山形大学工学部配置図

。山形大学工学部屋外運動場

。講義棟・実験棟見取図





学生生活案内

I .学生生活の心得

1. 自動車・バイクによる通学の自粛

本学部構内への自動車・バイクの乗入れは，騒音による授業等の妨げにもなるため自

粛してください。なお，自動車による通学は，駐車場も少ないため，構内駐車許可申請

により特に許可された場合を除き禁止します。

2.掲示 板

皆さんへの通知・連絡・呼出し等は，すべて掲示によって行われますので，掲示板は

毎日注意して見る習慣をつけ，重要な掲示を見逃して自己に不利益な結果を招くことの

ないよう心がlナてください。

0学部の掲示板は， 5号館1階ピロティに設置しであります。

3. 掲示・ホ。スター等

掲示・ポスター等は，事前に工学部学生サポートセンター学生支援担当に届け出て許

可を受けた後，学生用掲示板（4号館1階）に掲示し，それ以外の場所には掲示しては

いけません。また，期限を過ぎたものは速やかに取り除いてください。

4. 喫煙

キャンパス内は，決められた場所以外は全面禁煙となっています。喫煙できる場所で

も，他の人への迷惑にならないよう十分気を付けてください。

5.交通事故について

本学部では学生が当事者となった交通事故が毎年多数発生しており，特に死亡事故等

の悲惨な人身事故も毎年数件発生しています。ひとたび事故が起こると学業への支障

ばかりでなく，精神的・経済的にも多大な負担が生じます。

自動車，バイク等を運転する際は，自己本位の姿勢は捨て，交通ルールを厳守すると

ともに，無謀な運転は厳に慎み，安全運転を心がけてください。

また，交通事故の当事者となった場合は，被害者側，加害者保ljの如何にかかわらず，

宜ちに事故状況屈を学生支援担当に提出してください。帰省先等で発生した事故につい

ても同様に提出してください。（届出用紙は学生サポートセンター学生支援担当にあり

ます。）

6. その他

日頃の学生生活において，警察に検挙（交通法規違反等を含む）された場合は，速や

かに学生支援担当窓口に届けてください。届け出用紙は，窓口にあります。

II.諸手続について

1.学生証について（学生サポートセンター学生支援担当：①番窓口）

－学生証は，学生としての身分を証明する重要なものですから必ず携帯してください。

定期試験の時は学生証がないと受験できなくなります。

－出席管理も学生証で行います。
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－学生証は卒業，退学，除籍又は有効期間が経過した場合は，直ちに返納してください0

・学生証を紛失したとき又は使用に耐えなくなったときは，速やかに再発行願を提出し

てください。

2.諸証明書の発行について

証明書の発行は，自動発行機によるものを除き，原則として申込日の 2日後に行いま

す。

なお，証明書自動発行機により発行する証明書は，在学証明書，学業成績証明書，卒

業見込証明書，学割証及び健康診断証明書です。

(1) 学生旅客運賃割引証（学割証）・…・自動発行機

年間 1人当たりの発行枚数に限度（年間10枚）がありますから有効に使用してくだ

さい。なお，他人に譲渡したり，不正に使用したりしないでください。また，乗車券

の購入及び旅行の際は，必ず学生証を携行してください。

(2) 列車の通学証明書（学生サポートセンター学生支援担当：①番窓口）

列車の通学証明書を必要とする者は，学生証を持参し，申し出てください。

(3) 健康診断証明書・・…自動発行機

4月の定期健康診断を受診した場合は自動発行機で受け取れます。

性） 在学証明書……自動発行機

(5) 学業成績証明書・…・・自動発行機

(6) 単位修得証明書（学生サポートセンター教育支援担当：②番窓口）

交付願に所要事項を記入し，窓日で申し込んでください。

(7) 卒業見込証明書・…・・自動発行機

3.諸届出について

(1) 住所変更届について（学生サポートセンター学生支援担当：①番窓口）

現住所を変更した場合は，速やかに届け出てください。

(2) 転籍，改姓及び改名（保証人も含む）について（学生サポートセンター学生支援担

当）転籍，改姓及び改名した場合は，戸籍抄本を添えて20日以内に届け出てください。

(3）保証人（住所）変更について（学生サポートセンター学生支援担当：①番窓口）

保証人又は保証人の住所が変更になった場合は，保証人（住所）変更届を提出して

ください。

(4) 欠席届について（学生サポートセンター教育支援担当：②番窓口）

病気，忌引き，教育実習，インターンシップ等の理由で授業を欠席する場合は，所

定の用紙にその事由を記入し，証明する書類等を添えて，授業担当教員に届け出てく

ださい。

4.転学科・転学部・休学・復学・退学・除籍について

(1）転学科（学生サポートセンター教育支援担当：②番窓口）

転学科を希望する者は，転学科願を保証人連署の上，学科長及び指導（アドバイザ

ー）教員の許可を得たうえで提出してください。

願い出の受付は，転学科時期の前学期（ 2学期終了時及び4学期終了時）の 1月20

日から 1月末日までとなっています。

なお，詳細は教育支援担当で確認してください。
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(2）転学部（学生サポートセンター教育支援担当：②番窓口）

転学部を希望する者は，転学部願を保証人連署の上，学科長及び指導（アドバイザ

ー）教員の許可を得たうえで提出してください。

房長し1出の受付は，転学部時期の前学期（2学期終了時及び4学期終了時）の 1月20

日から 1月末日までとなっています。

(3）休 学（学生サポートセンター学生支援担当：①番窓口）

病気その他の理由で2ヶ月以上修学できない場合は，願い出により休学することが

できます。休学しようとする者は，休学願を保証人連署の上，指導（アドバイザー）

教員の許可を得たうえで提出してください。

休学期間は 1カ年以内です。ただし，特別の理由により引き続き休学する場合は，

改めて願い出なければなりません。（期間を延長する場合は，休学期間満了前に休学

願を改めて提出してください。）なお，休学期間は通算して 3年を超えることはでき

ません。

また，休学期間は在学期間に算入しません。

学期開始の月の末日（前期は4月3013，後期は10月31日）までに休学を許可された

場合は，月割計算によって休学する翌月から復学する前月までの授業料は免除されま

す。

したがって，学期開始の月の末日後に休学が許可された者は，全額納付しなければ

なりません。

(4）復 学（学生サポートセンタ｝学生支援担当：①番窓口）

休学期間中にその理由が消滅した場合は，復学願を保証人連署の上，指導（アドバ

イザー）教員の許可を得たうえで提出してください。なお，休学期間満了に伴う復学

の場合には，休学期間満了前に復学届を提出してください。

(5）退 学（学生サポートセンター学生支援担当：①番窓口）

退学しようとする者は，退学願を保証人連署の上，詳細な理由を記入し，指導（ア

ドバイザー）教員の許可を得たうえで提出してください。

退学する場合には，その学期に属する授業料は納付しなければなりません。

また，退学する者は学生証を返納しなければなりません。

(6）除籍

在学期聞が修業年眼の2倍を超えた者，病気その他の理由で，成業の見込みがない

と判断された者は除籍されます。

また，授業料の納付を怠り，督促を受けてもなお納付しない者も除籍されます。

ill.授業料

1. 授業料の納付方法

授業料は，希望に応じて以下の4つのパターンから選択して口座振替により納付

してください。この方法は，本学指定の銀行口座（学生本人または保護者名義）を届け

ていただき，選択されたパターンに応じて本学の指定日にその口座から引き落としによ

り納付していただくものです。申込手続は，所定の依頼書により直接銀行・郵便局に届

け出をしてください。当該預貯金口座を変更する場合も同様の手続を行ってください。
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なお，変更手続きは，学期開始の前々月末までに行わなければなりません。

預貯金口座への入金は，遅くとも預金引落月の20日頃までにお願いします。

(1) 年1回払い 1年間分（前期＋後期）の授業料を4月に口座振替

(2) 年2回払い 前期を4月，後期を10月に口座振替

(3) 年10回均等払い 前期を4月～8月，後期を10月～2月に口座振替

(4) 年10囲ボーナス併用払い年10回払いで前期を8月，後期を 1月にボーナス分を加

算して振替

2.授業料の免除について

授業料の納付が困難な場合に，原品、出により選考の上，前期・後期毎に，その期の授

業料の全額又は半額を免除する制度があります。

経済的理由による免除：経済的理由等によって授業料の納付が困難であり，かつ，学

業成績優秀と認められる者

特別な事情による免除：授業料の納期前6ヶ月（新入学者については1年）以内にお

いて，学生の学資を主として負担している者が死亡し，又は

学生若しくは学資負担者が風水害等の被害を受け授業料の納

付が困難と認められる場合

授業料の免除等に関する諸手続は，学生サポートセンター学生支援担当で取り扱いま

す。

（注意事項）

0 申請手続き，提出書類，期日等については，その都度掲示により周知しますので注

意してください。

0 授業料の免除の房長し1出をした者は，判定結果の通知があるまで，授業料を納付しな

いでください。

IV. 奨学制度について

1. 日本学生支援機構

手続きは，すべて学生サポートセンター学生支援担当で行います。その都度掲示によ

り指示しますので注意してください。

詳細については，「学生生活ハンドブックj の奨学金についての項目を参照してくだ

さい。

2. その他の奨学団体

地方公共団体等の奨学生募集は，大学を経由するもの以外に，公報などで屑知し本人

から直接出願させるものなどがあります。募集通知があり次第その都度掲示するので注

意してください。

V.保健

よりよい学生生活の基盤は何といっても健康です。また，意欲的な学業修得の第一条件
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も，心身ともに健康でなければなりません。それを全うするためには，自分の心身に日々

留意し，あらゆる機会と施設を利用して，常に自分の健康は自分が進んで保持し，増進す

るよう心がけることが健康管理の第一歩であり，一番大切なことです。

1.保健管理室

保健管理室では， 日常の軽いけがや大学内における正課，課外活動中，またはその他

において負傷または急病等不時の疾病の場合，開室中であればいつでも診療や応急処置

を行いますので利用してください。

2.健康診断

(1) 定期健康診断

学生の定期健震診断は，学校保健安全法に基づき毎年4, 5月に行い，注意を要す

るものについては精密検査を実施し，療養に関する注意や適切な助言指導を行ってい

ます。

健康は，自分でつくり出すものであるという認識にたって，病気の予防，早期発見

のために，積極的に健康診断を受診してください。

定期健康診断を受診しないと，就職等に必要な健康診断証明書は発行できません。

(2) 学校医（専門置）による健康相談

内科，眼科，精神科の各科目について，毎月 1～ 2回，学校医が学生の健康相談に

応じています。詳しい日時は，前もって掲示板に掲示します。

(3) スポーツ関係者健康診断

対外試合出場学生等に対して，随時行し、ます。

VI.学生相談室について

工学部では，学生の心の悩み，学習上の悩み，またはセクシュアル・ハラスメントやキ

ャンパス・ハラスメントの問題について気軽に相談してもらうことを目的に学生相談室を

設けております。あなたの問題解決の第一歩として是非利用ください。相談の秘密は厳守

されます。

場所は，保健管理室内にあります。お気軽にお尋ねください。相談室のホームページに

は自分でするメンタノレヘルスチェックもあります。

窓口：干992-8510 米沢市城南4-3 -16 

山形大学工学部保健管理室電話： 0238-26 3034 

H Pアドレス http：／／阿w2.yz.yamagatau.ac. jp/student/counsel/index.html 

VII. 学生教育研究災害傷害保険盲学研災付帯賠償責任保険

保険請求の手続きは保健管理室で、行っていますO

詳締については「学生生活ハンドブpックJを参照してください。
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四．就職について

就職を希望する学生には，工学部キャリアサービスセンター及び各学科において就職支

援を行っています。

詳細については，工学部キャリアサービスセンターホームページ

(http: //www2. yz. yamagata u. ac. jp/ career/ career_indexl. html）を参照してください。

区．アルバイト求人について

1.企業からのアルバイト求人については，山形大学生活協同組合（生協）が行つており，

以下のHPで

また，携帯電話からの閲覧も可能です。

アルバイトを申込む前に，注意事項をよく読んでください。

HPアドレス http://blog.yamagata.u-coop.or.jp/arbeit/ 

2.個人からの申込みによる家庭教師のアルバイト求人は，学生サポートセンター学生支

援担当（工学部5号館）で、紹介を行っています。

X.アパート等の紹介について

アパートなどの紹介は，山形大学生活協同組合（生協）で行っています。

なお，学生寮（白楊寮）は，経年による老朽化に伴い建て替えを検討しており，当分の

問，入寮募集を行っておりません。

河．厚生施設

学生の憩いの場，学生相互間，学生と教職員との親睦を図るための施設として工学部会

館があります。また，大学生活協同組合が経営している食堂，購買部等があります。

〈工学部会館使用心得〉

(1）開館時間

平日：午前9時から午後8時まで。

ただし，春季，夏季及び冬季休業期間は，午後5時までです。

(2）休館日

土曜日，日曜日，国民の祝日及び年末年始（12月28日から 1月4日まで）。

XII. 課外活動

本学部は，学生全員が会員となる学友会があり，正課のほかに諸君の人格を高め情操豊

かな社会人を育成するため，各種の運動部，文化部，研究会等があります。進んで課外活

動に参加し，課外活動を通して，各自の自主的創造的能力を発揮して，社会性（規律遵守，
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責任感，指導力と協調性，礼儀，奉仕の精神）をもった教養豊かな人となることを希望し

ます。なお，課外活動を行うに当たっては，正課の妨げにならない範囲で，常に規律正し

く，責任ある行動をしなければなりません。

（クラブ活動）

本学部には多くのクラブが組織され，多数の学生が参加し活動しています。また，近く

の大学と交流をはかり成果を上げています。なお，各サークル（会）の責任者は以下のよ

うな諸届や，物品の管理，部屋の清掃等責任をもって行うことになっていますから，部員

は自主的に協力してください。

(1) サークノレを結成しようとするときは，サークル登録願を提出後，登録団体として 1年

以上活動した後，サークル結成願と活動報告書を学生支援担当に提出してください。

(2) サークルを継続する場合は，毎年4月30日までにサークル継続届を学生支援担当に提

出してください。また，サークノレ（会）員の変更等があった場合は速やかに届け出てく

ださい。

(3) 学外において，合街・試合等クラブ活動を行う場合は，顧問の承認を得たうえで工学

部施設外課外活動届を学生支援担当へ提出してください。

性）施設使用について

0体育館，課外活動施設，武道館，テニスコート，グランドの借用については，使用す

る前月の20日（休みの場合は休み明け）午前8時30分以降に学生支援担当に申し込み

許可を受けてください。

0備品等の借用を希望する場合は，所定の用紙に記入し学生支援担当に申し込み借用の

許可を受けてください。

※ 課外活動共用施設，体育使用の使用心得は後頁を参照してください。

〉佃．その他

(1）図書館の利用について

工学部内に図書館が設けられています。学生証を提示して利用してください。

利用時間 平 日 8 : 45～22: 00 

土曜日 9 : 00～17 : 00 

日・祝日 13 : 00～17 : 00 

ただし，学生の休業期における期間中は平日のみで， 8 : 45～17: 00です。

H Pアドレス http：／／阿w.lib. yamagata-u. ac. jp/ 

(2）火災防止

①火災防止については特に注意を払い，災害の起こらぬよう心がけてください。

② 設備に不完全な点を認めた場合は，直ちに警務員室又は施設管理に連絡してくださ

し＼0

③ 指定の場所以外で喫煙しないでください。

④ 実習，実験等で火気を使用する場合は，その取扱い及び後始末は特に注意してくだ

さい。また，木造の施設を使用する場合も，火の後始末は十分に注意してください。

⑤ 屋外での焚火はしないでください。
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(3）遺失，拾得物

構内，教室等において，遺失，拾得したときは，速やかに学生支援担当に届け出てく

ださい。

(4）盗難の予防

学内で盗難が時々発生していますので教室内，研究室内，課外活動共用施設等におい

て被害のないよう，また，自転車等にも鍵をかけ忘れないよう十分気をつけて，盗難予

防には特に留意してください。

(5）緊急時の連絡について

地震，風水害，火災等の災害に被災した学生は，自分及び友人の安否，被災の程度に

ついて，速やかに学生支援担当とアドバイザーへ連絡してください。

学生支援担当電話： 0238-26-3017 FAX : 0238-26-3406 

メールアドレス： kougakusei@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

XN. 諸願出，届出，手続一覧

1.願出事項

種 別 提出先

悼すι占 生 証

学生証再発行願

休 件ナ4 厚長
学生支援担当
（①番窓口）

f変 ナ件4 届

退 点寸主Lら・ 願

転 子~ 科 願 教育支援担当

転 旦寸ι~ 苦日 原長 （②番窓口）

在 学証明書 ／／／／  

学業成績証明書 ／／／／  

卒業見込証明書 ／／／／  

健康診断 証 明 書 ／〉／

卒業証 明書 教育支援担当

成績証明 書 （②番窓口）

構内駐車許可申請書 施設管理担当

サークル結成願

授業料 免除願

授業料徴収猶予願

入寮（退 寮 ） 願
学生支援担当
（①番窓口）

寄宿料免除願

蔵王山寮使 用 願

｛士同と 用 願

学生旅客運賃割引証

奨学生願 書 学生支援担当

通学証明 書 （①番窓口）

期 日 備 考

掲 刀t 4年間有効

事由発生の時

II 

II 

II 

1月20日から 1月末まで

！！ 

事由発生の時 自動発行機

II ！！ 

II II （卒業年次学生対象）

II II 

事由発生の時

II 

掲示により周知する

事由発生の時

掲示により周知する

II 

事由発生の時

II 

能用開始日の1ヶ月前から15日前 蔵王山寮使用細則参照

借用の前日まで

事由発生の時 自動発行機

掲示により周知する

事由発生の時
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2.届出事項

京重 日lj 提出先 期 日 備 考

連絡先等変更届 事由発生の時

改 姓 名 届 事由発生の時から20日以内 戸籍抄本添付

事故状況届 事由発生の時

サークル継続届 4月30日まで

サークル役員変更届 学生支援担当 事由発生の時

掲 示届
（①番窓口）

II 掲示物を持参し許可を受ける

学外研修届 集会の前日まで 事前届出が必要

工学部施 設外
事由発生の時 II 

課外活動届

体 育 施 設 使用届 II 体育施設使用心得参照

欠 席 届
教育支援担当

II 授業を欠席する場合
（②番窓口）

（注）願出及び届出用紙は，学生サポートセンターの各担当窓口にあります。
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体育施設使用心得

1.授業時間外に体育施設を使用するときは，所定の使用願を学生サポートセンター学生支

援担当に提出して許可を受けなければならない。

2. 体育施設の使用は，原則として8時30分から20時までとする。

3. 体育施設使用の場合の鍵の借用，返却は下表のとおり行うこと。

月曜日～金曜日（休日を除く。）
学生支援担当

崖内体育施設 8 : 30～17 : 00 

（体育館）
上記以外 警務員室

月曜日～金曜日（休日を除く。）
学生支援担当

屋外体育施設 8 : 30～17 : 00 

（テニスコート）
上記以外 警務員室

4.合宿，練習等のため長期間継続使用するときは，使用願にその計画書を添えて提出しな

ければならない。

5.使用者は，使用の権利を譲渡したり又は第三者に使用させてはならない。

6.体育施設での喫煙は厳禁とする。また，火災予防には使用者が万全を期すること。

7.屋内体育施設内の土足は厳禁とする。

8. テニスコート内は原則としてテニスシューズ、を着用すること。また，コート内に入ると

きは，シューズ等に付着した泥や異物がコート内に入らないように注意すること。

9. 故意又は過失によって施設器具を破損したり紛失したときは，これを原形に復するか，

あるいは弁償しなければならない。

10.使用後は清掃，整頓（テニスコートはブラシでコート整備）を十分に行い，また，体育

施設は確実に消灯し旋錠すること。

11. テニスコートの夜間照明灯を使用するときは，「テニスコート夜間照明灯使用上の注意J

を遵守すること。

12. この「体育施設使用心4号」を遵守しないときは，使用の許可を取り消すことがある。
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テニスコート夜間照明灯使用上の注意

1.夜間照明灯を使用するときは，専用カードを必要とするので所定の使用願を学生サポー

トセンター学生支援担当に提出し，許可を受けること。

2. 専用カードは，次のとおり学生サポートセンター学生支援担当で「テニスコート（夜間

照明灯）使用許可証」を提示して借り受けること。

＊月曜日～金曜日 9時～17時まで

＊土・日曜日 金曜日（金曜日が休日の場合はその前日）の9時～17時まで

＊休日 前日（前日が士・日曜日又は休日の場合はその前日と繰り上げた

日）の 9持～17時まで

3. 照明装置盤の鍵の借用（許可証を提示）・返却は，次のとおり行うこと。

＊月曜日～金曜日（休日を除く） 8時30分～17時00分まで：学生支援担当

上記以外 ：警務員室

4.夜間照明灯はそれぞれのコート別に点灯するので，照明装置盤の鍵を聞け照明灯盤に専

用カードを差し込み，申し込んだコートの選択スイッチを押し，照明装置盤を旋錠するこ

と。

5.使用者は専用カードを譲渡したり又は第三者に使用させてはならない。

なお，使用しなかった専用カードは速やかに学生サポートセンター学生支援担当へ返却

すること。

6.夜間照明灯は専用カード終了 5分前又は19時55分に，終了予告警告灯が30秒程点灯し，

専用カード終了又は20時になると自動的に消灯するので，その前に後片付けを済ませるこ

と。

なお， 20分後に残置灯も消灯する。

7.夜間照明灯を一度点灯させると，途中で消灯できないので注意すること。

また，消灯後すぐには再点灯しないので注意すること。

8. 故意又は過失によって施設，設備，専用カードを破損したり紛失したときは，これを原

形に復するか，あるいは弁償しなければならない。
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山形大学工学部課外活動共用施設使用心得

山形大学工学部課外活動共用施設（以下「共用施設」という。）は，山形大学学生規程第6

条の規定により許可されたサークル（以下「公認サークル」という。）の課外活動を助成する

ために設置したものです。

各公認サークルは，共用施設の使用に当たっては，設置の趣旨を踏まえ，下記の事項に留

意の上使用原島、ます。

記

1 .使用の手続

(1) 共用施設の使用手続きは，学生サポートセンター学生支援担当において行う。

(2) 共用施設の使用を希望する公認サークルは，長期使用施設については毎年4月末日ま

でに，短期使用施設については使用日の3日前までに，定められた使用願を学生サポー

トセンター学生支援担当に提出し許可を受けること。

2.使用時間及び休業日

(1）共用施設の使用時間は， 8時30分から22時までとする。

(2) 共用施設の休業日は次のとおりとする。

ア．日曜日及び国民の祝日に関する法律で規定する休日

イ. 12月28日から翌年1月4日まで

(3) 特別の理由があると認められる場合は，申し出により，使用時間の延長又は休業日の

使用等を認めることがある。

3.鍵の取扱い

(1) 共用施設の鍵の取扱い及び保管は，学生サポートセンター学生支援担当において行う。

(2) 鍵は，共用施設を使用する公認サークノレの責任者が学生サポートセンター学生支援担

当に申し出，その都度借り受け，使用後は，当該責任者が旋錠の上直ちに返還すること。

ただし，平日の17時以降，土・日曜日及び休業日の鍵の借り受け及び返還は警務員室

で千子うこと。

4. 使用上の遵守事項

(1）使用許可を受けた目的以外の使用及び転貸をしないこと。

(2）許可された使用時間を厳守すること。

(3) 掲示その他これに類するものは，所定の場所にて行うこと。

(4）使用後は，施設内の消灯，清捕及び整頓を行うこと。

(5）火気の取扱い及び火災予防に十分注意すること。

(6）施設内での飲酒及び宿泊をしないこと。

(7) 施設，設備を許可なく造作，加工及び移動しないこと。

(8）施設の使用に当たっては，係員の指示に従うこと。
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(9）施設，設備の管理上の必要から，教職員の施設への立入りに協力すること。

5. 損害の弁償

共用施設を使用する者が，故意又は過失により施設・設備を損壊又は滅失したときは，

その損害を弁償しなければならない。

6. 使用許可の取消し

共用施設の使用を許可された者が，使用上の遵守事項等に違反したときは，その使用許

可を取消すことがある。

附 員IJ

この心得は，昭和 60年3月1日から実施する。
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山形大学工学部構内交通規制に関する実施要領
（昭和61年6月10日制定）

1. この要領は，工学部構内における自動車の交通規制及び駐車について必要な事項を定め

る。

2.この要領において「自動車」とは，道路交通法（昭和35年6月25日法律105号）に規定す

る自動車（自動二輪車を除く）をしづ。

3. 工学部の構内においては，許可された時間以外の時間及び所定の駐車場以外の場所には，

一切駐車することを禁止するものとする。

4. 工学部の職員及び学生のうち，構内に駐車できる者は，次のいずれかに該当し，工学部

長から許可を得た者とする。

(1) 通勤又は通学の距離が片道3km以上の者

(2) 身体障害者等の特別の理由がある者

5.駐車の許可を得ようとする者は，所定の手続きにより，あらかじめ工学部長に申請書を

提出し，許可を受けるものとする。

6.交付された許可証は，運転席前面の位置で，外部から容易に識別できるように，必ず表

示しなければならない。

7.駐車許可を受けていない者又は外来者等が臨時に駐車を必要とする場合は，入構の際に，

警備員室に申し出て，その指示に従わなければならない。

8.警備員等は，違反車の整理に当たるものとし，注意を与える等適切な措置を講ずるもの

とする。

9.構内における盗難及び事故あるいは駐車違反による損害等については，工学部は，一切

の責任を負わないものとする。

10. この要領に関する事務は，工学部事務部において処理する。

11. この要領に定めるもののほか，必要な事項は，工学部長が別に定める。

附 則

この要領は，昭和61年6月10日から施行し，昭和61年6月25日から適用する。

附 則

この要領は，平成7年4月18日から施行し，平成7年4月 1日から適用する。

附 則

この要領は，平成11年 1月25日から施行する。

附 則

この要領は，平成22年7月20日から施行する。

附 則

この要領は，平成23年7月四日から施行し，平成23年4月 1日から適用する。
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駐車許可心得

駐車場の利用については，構内の緊急時の交通路及び良好な教育・環境の確保のために下

記の事項を遵守すること。

1.駐車許可の手続について

① 申請の時には次のものを持参すること。

大運転免許証 大車検証 大自動車損害賠償保険証

② 申請，交付場所は施設管理担当とする。

③ 自動車，住所を変更した場合は，改めて許可を得ること。

④駐車許可の申請はなるべく年度当初に行うこと。

2.駐車許可証について

① 次の場合には，駐車許可を取り消す。

許可の期間又は期日が過ぎたとき。

許可を願い出た理由が消滅したとき。

② 駐車許可証は運転席前面の位置に必ず表示すること。

③駐車許可証は通常3月31日に期限切れになるので，毎年4月に更新すること。

なお，期限切れの許可証は返付すること。

④許可証は他人に貸付しないこと。

3.構内駐車について

① 駐車許可証のない車の入講は禁止する。

② 原則として，林泉寺駐車場は教職員専用とする。

③ 許可を得ている学生は，第3駐車場を利用すること。

④ 駐車時間は8時（4月から11月までは7時）から24時までとする。これ以外の

時間に駐車する場合は，あらかじめ施設管理担当に申し出て，その指示に従うこ

と。

⑤ この規則及び許可証に記載の事項に違反したときは，車体への警告書の貼付，

許可の取り消し等の措置をとることがある。

⑥駐車場以外の場所への駐車は一切禁止する。

⑦構内の各所にある標識，立看板，道路表示等を厳守すること。

③バイク及び自転車は，所定の場所へおくこと。

（構内駐車場，自転車，バイク置場は，巻末の配置図を参照すること。）
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山形大学工学部配置図
（構内駐車場・自転車・バイク配置図）
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